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王国─a boy & a girl─





あざの耕平
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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　村崎久都
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最終章　梓あずさと景けい
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　出会ったのは、孤こ独どくな魂たましい。


　人の魂はすべて孤独を抱かかえている。似にたような魂は、それこそ星の数ほどもあった。


　なのに、その魂に惹ひかれたのは、その魂の孤独がとても大きかったからであり、また、その魂がとても澄すんだ輝かがやきを保たもっていたからだ。


　そして何よりも、偶ぐう然ぜん側そばにいたからだった。


　風に飛ばされた種子が大地に根を下ろすように、発生したばかりの《存そん在ざい》は、その魂に着地した。


　光や音。思考や感かん情じよう。何もかもがぼやけた、薄うす闇やみと薄明かり。


　永えい遠えんの微睡まどろみの中、唯ゆい一いつの刺し激げきは、その魂から向けられてくる意い志しの力だった。


　その意志は、コンタクトを求めていた。


　求められることにより、《存在》は初めて「自ら」というものを意い識しきした。同時に「主観」が産うぶ声ごえを上げ、時間の流れの中に落ち、在あり方を限げん定ていされた。


　そして引き替かえに自じ我がを得た。





　その様は、あるいは堕だ天てんする天使に似ていたかもしれない。










　幕まく間あい──







　それは、とてもおかしな二人だった。


　少年も少女も、まだ幼おさない。しかし、その年とし頃ごろの子こ供どもにしては、二人とも笑うことが少なかった。


　何かをして遊ぶわけでもなく、連れだって出かけるわけでもない。人目を避さけて集つどい、ただ寄より添そって時を過すごしていた。


「君はほんとに不思議だね」


　そんなことを言った少年は、黒い髪かみと鈍にび色いろの瞳ひとみをしていた。


　整った中ちゆう性せい的な面おも立だちをしていて、体つきも小こ柄がらで華きや奢しやだった。大人しそうな表情の奥おくに、冷たく達観した精せい神しんを宿していた。


「君っていったいなんなんだろう？」


　そんな風に問われた少女は、栗くり色いろの髪と黄金の瞳をしていた。


　作り物のように美しい少女で、身にまとう雰ふん囲い気きも現げん実じつ味を感じさせなかった。感情を見せることがなく、常つねに透とう明めいな表情を浮うかべていた。


　二人はいつも古びた離はなれにいた。


　どちらも、その場所にいることを自らの意志で選んでいた。周りから距きよ離りを開ける姿すがたは、年経へた隠いん者じやのようだった。


「どうして君は、ここに来たの？」


　少年の問いかけに、少女は答えを返さない。笑いもせず、戸と惑まどいも示しめさず、ただ透すき通った目で少年を見つめ続けた。


　少年はよく少女に話をした。少女もときおり質しつ問もんを口にした。


　語るのは世界のことだ。


　少年にとって、世界はあまりに大きく複ふく雑ざつだった。全体像ぞうはもちろん、わずかな理り解かいの足がかりを得ることさえ困こん難なんだった。世界とは少年にとって、自分を責せめ苛さいなむものの総そう称しようとして、ただ漠ばく然ぜんと存在していた。


　少女にとって、世界は遥はるかにシンプルだった。彼女にとっての世界とは、そのまま少年を意味していた。彼女には少年がすべてであり、少年こそが世界だった。


「なんで僕ぼくたちは出会ったんだろうね」


　その問いの答えは、少女だけでなく少年も知ることができなかった。





　それは、静かで穏おだやかな時間だった。


　他には誰だれもいない。少年も少女も、他の人間とは関かかわりを持とうとしなかった。


　いつのころからか、少年は少女に、ある物語を話すようになった。深い森の奥にある、小さな王国の物語だ。


　少女が乞こうので、少年は幾いく度どもその物語を披ひ露ろうした。語り終えると新たな物語を創そう造ぞうし、少しずつ丁てい寧ねいに、物語の王国を広げていった。


　少女は別に物語を好んだわけではなかった。物語を口にするときに少年が見せる表ひよう情じようや、心の動き、魂たましいの輝かがやきが心ここ地ちよかったのだ。いや、心地よい、という感情も、当時の少女には備そなわっていなかった。それはほとんど本ほん能のう的な──蝶ちようが灯とう火かに引き寄せられるような行動に過ぎなかった。


　少年の紡つむぐ物語に触ふれる内に、少女は彼自身より深く、彼の魂を理解していった。


　少年は周囲に対して頑かたくなに心を閉とざしていた。自らの運命を諦てい観かんと共に受け入れ、無む抵てい抗こうに流されていた。


　しかし、それは表ひよう層そうに過ぎない。傷きずつき、荒あれた表層の奥にあるものこそ、少年の本質だ。


　豊ゆたかな感受性と鋭するどい洞どう察さつ力。


　哲てつ学がく的な思考とそれを可能にする忍にん耐たい力。


　一方で、これらの資し質しつゆえに生じる疑ぎ問もん。


　その豊かな感受性ゆえに、少年は世の無情に心を痛いため、その鋭い観察力ゆえに、世間の矛む盾じゆんに戸惑わざるを得ない。


　その哲学的思考ゆえに即そく物ぶつ的解答では満足できず、その忍耐力ゆえに疑問を投げ出すこともしないで、ただ悩なやみ、傷ついていく。


　そして、彼自身気付かぬうちに、自らの裡うちに闇を育てていた。


　猛たけ々だけしく嗤わらい、牙きばを剝むく闇。


　容よう赦しやを知らぬ、烈れつ火かの如ごとき闇。


　すべてを侵しん食しよくし無へと帰す。圧あつ倒とう的な──同時に、だからこそ痛々しく、哀かなしい闇だった。


　優やさしい少年の哀しい闇に、少女は強く引き寄せられた。


　そして、あるとき太陽に気が付いた。少年の裡にある闇。その闇と対になった、強い太陽を見み出いだした。


　それは傍ぼう若じやく無ぶ人じんな太陽だった。


　少年の繊せん細さいな機き微びなど一いつ顧こだにせず、ただ自らを燃もやす太陽。激しく強くのびやかに、精一いつ杯ぱいに輝こうとする、若わかい恒こう星せいだった。


　太陽の熱は少年を焙あぶり、荒々しく痛めつける。彼を振ふり回し翻ほん弄ろうし、わずかな叛はん意いをも許ゆるさない。


　そして、彼の心を温める。もみほぐし、鍛きたえ上げていく。


　しかし、その太陽は、すでに少年の元を去っていた。少女が見出したのは、太陽の残した余よ熱ねつに過ぎなかった。


　太陽を欲ほつするのは人の性さがだ。少年は少女に太陽の名残なごりを求めていた。代わりになど成り得ないと知りながら、少女を太陽に見立てていた。


　少女は少年の望みに応こたえた。


　太陽の残照を浴びて、闇に光を灯すもの。


　少女は月になった。





　放置された雑ぞう木き林ばやしの奥。沼地と化した水田の辺ほとり。見み捨すてられた離はなれの窓まどから、持ち込こんだ電球の光がこぼれている。


　明かりの下には、二人の子こ供どもが寄より添そっている。ときに手振りを加えながら、飽あきることなく物語をつむぐ少年。その前にぺたんと腰を下ろし、わずかに顔を傾かたむけたまま無心に彼を見続ける少女。


　それは、普ふ通つうなら微笑ほほえましい光景であるはずだった。


　だが、その二人は異ことなっていた。少年と少女が醸かもし出す空気は、どこか妖あやしく、見る者の胸むねをざわつかせた。


　暗く深い樹じゆ海かい。朽くちていく遺い跡せき群ぐん。野生の獣けものの呼こ気き。立ち込める濃のう霧む。芳ほう醇じゆんな大地の匂においと、潮しお騒さいに似にた葉音。彷徨さまよい歩く人外のもの。揺ゆれる枝えだ葉はに、逃にげ出す野の鼠ねずみ。太たい古この呪のろいでねじ曲がる老木。老木のうろに住む人の目を持つ梟ふくろう。森の深しん奥おうに生きる原始の巨きよ大だいな生物。澄すんでいるが底の見えぬ沼。その水みな底そこに見え隠れする魚ぎよ影えい。夜空をかける純じゆん白ぱくの鳥。羽ばたきに長くなびく尾お羽ば根ね。木こ陰かげからのぞく銀色の満月。月光に突つき立つ、石の塔とう。


　少年の幻げん想そうは、語るごとに力を増ましていった。


　少女は少年の口にする魔ま法ほうを、余あますところなく身内に取り込んでいった。


　裸はだか電球に照らし出された、ささくれた畳たたみ。寒さを凌しのぐために頭から被かぶった埃ほこりっぽい毛もう布ふ。幾度も読み返してボロボロになった絵本と、魔法瓶びんの口からのぼる温かな紅こう茶ちやの湯気。互たがいの瞳ひとみを見つめながら、熱に浮かされるように語る少年と、じっと耳を傾ける少女。





　そこは世界のはじまりの場所だ。





　　　　◆◆◆◆◆





　だから、青年はどうしてもその場所に介かい入にゆうする気になれなかった。


　長年望んでいたものが、手を伸のばせば届とどく場所にある。邪じや魔まな要素は一つもなく、あらゆる面において采さい配はいを振ふるえる。


　なのに、青年は手をこまねいた。


　少年と少女の姿すがたは、彼の目に眩まぶしく映うつった。儚はかなく、妖あやしく、幻想的で、無む垢く。彼はこれまでの人生で、これほどに美しい光景を見たことがなかった。ただ遠くからそっと眺ながめる。それだけで、胸に熱いものが込み上げてきた。


　ゆえに、青年は手をこまねいた。


　自らの汚よごれた手が、目の前の奇き跡せきを損そこなってしまう。その可か能のう性せいは、世に恐おそろしいものなど何もない彼にとってすら、あまりにも恐きよう怖ふだった。


「せっかく苦労して召しよう喚かんしたゆうのに」


　仲間の青年にそうからかわれても、彼は動こうとしなかった。


「子供にやるにはヤバ過すぎるオモチャだぞ。あれは」


　もう一人の仲間が皮肉っても、彼は態たい度どを崩くずさなかった。


　二人の揶や揄ゆと呆あきれた口振りを無む視しし、夢ゆめ見みるように少年たちを眺めて過ごした。様々な夢む想そうをし、いくつもの理り論ろんを打ち立てていった。


　楽しくてならなかった。


　青年は、幼おさない二人に魅み了りようされた。憧あこがれた、といってもよかった。二人の仄ほの暗ぐらい関係は、彼が思い描えがいてきた理り想そう像ぞうそのものだった。自分はとうとう得られなかった──すでにその資し格かくを失った身である。だから余計に、二人が愛いとおしくてならなかった。


　中でも、二人が造つくり上げつつある国は、宝ほう石せきのきらめきを放っていた。やがてくるかもしれない世界像は、心躍おどる想像だった。そのとき青年は、他の誰よりも──少年や少女よりさらに強く──二人の語る王国に魅みせられていた。ついに自分は、己おのれの身命を賭として夢を託たくすに相応ふさわしいものを見つけ出したのだ。そう、確かく信しんすることができた。


「ほとんどビョーキやな」


　熱っぽく語る青年を、仲間の一人はげんなりと酷こく評ひようした。


「それも持病だ」


　と、もう一人の仲間も同意して冷評した。


「マニアックゆうか、フリークゆうか……」


「本人の言によると、悪魔に魂を売ったということになるらしい」


「まんまやん」


「オカルティストの面めん目もく躍やく如じよ、ってとこか」


「質の悪いファウストもおったもんやで」


「同感だ。見込まれたメフィストこそ、いい迷めい惑わくに違ちがいあるまい」


　好き勝手に毒どく舌ぜつを吐はくくせに、彼らは満まん更ざらでもなさそうだった。自分たちの去きよ就しゆうなど、とうの昔に決めている。青年が望むなら、自分たちはただ力を貸かすだけだ。


　彼らは己の存そん在ざいを消して、少年と少女の秘ひめ事を見守った。


　蜜みつ月げつは六か月にわたった。





　少年と少女の関係に翳かげりが差したとき、待機する青年は決けつ断だんを強いられた。


　予期された翳りだった。その気になれば、すぐにでも解かい消しようし、何事もなかったように二人の関係を元に戻もどす自信があった。


　だが、青年は動かなかった。二人の関係が変化しだしてから、少女の力が飛ひ躍やく的に増ましている。その力の行方ゆくえを見み極きわめない間は、下手に動くべきではなかった。興きよう味みもあった。その点は認みとめざるを得ない。


　青年は待った。その判断が正しかったのかどうか、彼は後々まで悩なやみ続けることになる。


　少年と少女が決定的に訣けつ別べつしたとき、引き起こされた現象は、青年の想そう像ぞうを遥はるかに超こえていた。彼は直後に行動を開始した。精せい力りよく的で的てき確かくな指し示じは、仲間の手によって間かん髪はつ入れず実行に移うつされた。


　彼の異い才さい──本来活いかされることなどない闇やみの才さい能のうは、このとき遺い憾かんなく発はつ揮きされた。混こん沌とんに秩ちつ序じよを。暴ぼう走そうに自じ制せいを。考案され、施し行こうされた数々の策さく謀ぼうと、それがもたらした鮮あざやかなまでの効こう果かは、大たい過かに見み舞まわれた多くの者を狂きよう気きから掬すくい上げた。おそらく、彼以外の何者にも不可能な偉い業ぎようだったはずである。


　しかし青年は、己おのれの手しゆ腕わんに満足する一方、相反する思いを抱かかえ込こんだ。


　一つには、底知れぬ興こう奮ふん。次し第だいに顕けん在ざい化かを広めていく少女の力は、彼をして芯しんから熱ねつ狂きようさせ、知的陶とう酔すいをもたらした。


　他方、巨きよ大だいな無念。あの蠱こ惑わく的な関係をみすみす見殺しにしたという、痛つう恨こんの思いだった。


　彼は、少年が語り上げた世界を、片かた時ときも忘わすれなかった。あの王国がこのまま失われるなど、耐たえることができなかった。だから、少女が完全に落ち着きを取り戻し、市のアンダーグラウンドを支し配はいする組そ織しき運うん営えいが確たしかな軌き道どうに乗ったとき、彼は二人の仲間を集めて、きっぱりと宣せん言げんした。


「これより、かの地を建国する」


　片かた方ほうは銀ぎん髪ぱつをかき乱みだしながら天を仰あおぎ、


　もう片方は深くため息をついて肩かたを竦すくめた。





　それが世界の始動の瞬しゆん間かんだ。





　　　　◆◆◆◆◆





　そして、いま──


　ついに形を成した王国の大地を、魔ま法ほう使つかいは足早に踏ふみしめていた。


　向かうのは彼の居きよ城じようたる魔法の塔とう。空間を貫つらぬく魔法の道を樹じゆ海かいに通し、ただひたすらに先を急いだ。


　魔法使いが帰路を急ぐのは、敵てきを迎むかえ撃うつためだった。彼の宿敵たる黄金の騎き士しが、彼の塔を目指している。対決は避さけられなかった。なぜなら、それが魔法使いと騎士の宿命であるからだ。


　魔法使いはときおり足を止めて背はい後ごを振ふり返った。


　彼の後ろには女王がいた。古風な白いドレスをまとい、その裾すそをわずかに持ち上げながら彼のあとに続いている。


　彼女の表ひよう情じようは普ふ段だん通り怜れい悧りで落ち着いていた。騎士の目的は彼女を連れ戻もどすことである。彼女自身は塔に残ることを選せん択たくしたが、現あらわれる騎士に対してどのような態たい度どにでるつもりなのか。魔法使いの慧けい眼がんをもってしても、彼女の真意は量れなかった。


　足を止めた魔法使いに、女王が問いかけるような視し線せんを寄よ越こす。彼は無言で踵きびすを返し、再ふたたび先へと足を進めた。


　魔法使いの胸きよう中ちゆうには、様々な思念が渦うずを巻まいていた。


　古こ城じようはなぜ瓦が礫れきと化したのか。あのとき垣かい間ま見た三匹びきの魔物の正体は。なぜ女王はあの場所に現れたのか。そして、地下の《ドア》で出会った少女。あの少女はいったい何者なのか。


　少女が《ドア》の向こうに去り、地下通路ごと古城が崩くずれたあと、魔法使いは初めて異い界かいへの接せつ触しよくを試み、それに成功した。異界にいる戦友に、彼の魔力を預あずけたのである。


　戦友は少女を護まもるべく全力を尽つくしてくれるだろう。魔法使いにはその確かく信しんがあった。もっとも、十分ではあるまい。敵は強大で、且かつ周しゆう到とうだ。彼女たちの身が危き険けんであることに変わりはない。だが、これ以上、魔法使いにできることはなかった。


　そもそも、と魔法使いは不安と苛いら立だちを禁きんじ得ない。


　なぜ、自分はそんなことを知っているのか。どうして自分は、これほどに異界と繫つながりを持っているのか。樹海に囲まれ孤こ立りつした世界──王国。その塔に暮くらす魔法使いたる自分が、どうして？


　いや──


　それをいうなら、なぜ自分はここにいるのだ？


　時間の流れから閉ざされ、空間と物理から離り脱だつし、可か能のう性せいを限げん定ていされた、この思念の支し配はいする世界に、どうして自分はいるのだろうか？　過か去こと未来を失い、名前まで伏ふされたまま。


「……女王よ」


　狂くるおしい思念の渦に耐たえきれず、魔法使いはつい、口を開けた。


　女王は答えない。だが、背中に彼女の視線を感じた。


「『景けい』、という名を知っているか？」


　それは異界の少女が彼に向かって呼んだ名前だった。


　わずかな沈ちん黙もくのあと、


「──はい」


　という女王の答えが返った。


「あなたの名です」


　やはり……


　魔法使いは無言のまま唇くちびるを嚙かみしめた。女王は王国の主である。彼女がそう言うなら、それは真実なのだ。あの少女の声には噓うそやまやかしの響ひびきはなかった。魔法使いの直感は正しかったのだ。


　と、魔法使いは急に足を止めた。


　背せ中なかに女王が寄りかかっていた。


「ど、どうしたのだ？」


　驚おどろく魔法使いに、女王は何も答えなかった。彼の背中に顔を埋うずめ、そっと息を吐はきかけるようにつぶやく。


「わたくしにもっと力があれば……」


「え？」


「わたくしにもっと力があれば……貴方あなたをこのように苦しませずに済すみました。貴方を傷きずつけるあらゆることから、貴方を護って差し上げられたものを」


　魔法使いは、女王の台詞せりふより、彼女の声に驚いて言葉をなくした。


　彼女の声は細かく震ふるえていた。


　まるで、泣いているようだった。


　唐とう突とつに、さっき見た女王の姿すがたが思い出された。彼女が不思議な態度を取ることは珍めずらしくない。しかしさっきの態度は、様子が違った。


　湖こ畔はんに立って肩かたを震ふるわせる若わかき女王。あのような、まるで年相そう応おうの──いや、それよりもっと幼おさない少女のような姿は、初めて見た。


「い、いったい何を言っているのだ？　貴女あなたはいったい何を……」


　と、そのとき初めて、魔法使いの脳のう裏りにその疑ぎ問もんが生じた。


　彼女はいったい、何を知っているのか？


　魔法使いとて王国に生きる身である。王国の主に疑問を持つことは、これまで一度もなかった。彼女に対する疑問は、王国そのものの土台を揺ゆるがしかねないことだ。


「……参りましょう」


　女王は、ぎゅっと魔法使いのローブをつかんだあと、それを放し、顔を上げた。


「騎士を、迎え撃たねば」


　魔法使いは我われに返った。彼女の言う通りだ。


　自分は魔法使いである。そして、魔法使いは騎士を迎え撃たねばならない。
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　魔法使いは自らを律りつし、再び塔への歩みを再さい開かいした。


　だが、意識を騎士との戦いに向けながら、心のどこかで、こうも思っていた。


　自分の名が真実「景」というのなら、自分が呼び起こしたあの少女の名前もまた真実であるのだろう。


　あの少女の名は「梓あずさ」。


「梓」、というのだ。





　　　　◆◆◆◆◆





　日付の変わった十二月二十五日、クリスマス。葛くず根ね市は去年同様、平へい穏おんの中で聖せい夜やを祝うことができずにいた。





　市の中心部にある真しん報ぽう放送。その放ほう送そう塔とうがある駐ちゆう車しや場じようで、悪あく夢むの中から這はい現あらわれた光景が展てん開かいされている。


　対立する二組のグループは、ドラッグ・ドッグズとバール配下のカプセルユーザーたちだ。彼らに召しよう喚かんされた悪魔の群むれが、正気と常じよう識しきに唾つばを吐きながら所狭せましと跋ばつ扈こしている。


　両陣じん営えいは互たがいの力の限りを尽くし、闇やみの中に己おのれの命を燃もやしていた。ここを死に場と定めたかのように、すべてをこの一時に賭かけていた。





　繁はん華か街がいにあるカラオケボックス。その一室。


　久美子と香か苗なえと由ゆ紀きの三人は、歌を歌い続けていた。とっくの昔にのどは嗄かれ、息は絶たえ絶だえで目が据すわっている。


　それでも三人は歌うことをやめなかった。力尽きてソファに突つっ伏ぷしても、しばらくするとよろめきながら立ち上がり、マイクを手に取った。その間、他の二人は歌を歌い続けた。


　ここにいない大事な人たちへ、歌を捧ささげる。それがたとえどのような形であっても、彼女たちもまた戦っていた。





　雨に濡ぬれた市街。人気のない裏うら道みちを、茜あかねは二人の男を従したがえて走っていた。


　カラオケボックスを出たあと、一直線に放送塔を目指す。だが、その道は決して容よう易いではない。市の各所に潜せん伏ぷくするカプセルユーザーは、バールの指し示じに従い、放送塔に向かう者たちに見み境さかいなく牙きばを剝むいた。


　彼らはカプセルの力で獣けものに姿を変えた。茜は心しん胆たんを冷やしたが、彼女の護ご衛えいに寄越されたＤＤの二人は、共に悪オ魔ー持ナちーだった。彼女は二人の協力を得て、怯ひるむことなく先に進んだ。自分にできることを為なすために。





　襲おそわれたのは茜だけではない。だが、その男は襲しゆう撃げき者たちをいとも容易たやすく撃げき退たいした。


　男は顰しかめっ面つらを見せながら、両目だけを爛らん々らんと輝かがやかせていた。王国で過すごした時間は長く、まだ本調子とは言い難がたい。それでも、これ以上じっとしてはいられない。


　戦いくさなのだ。


　へばって倒たおれているうちに戦せん功こうを逃のがしたとあっては名折れである。第一もったいない。己の不調など二の次だ。


　それに、放ってはおけない面々が待っている。


　男は苦く笑しようしながら、衰すい弱じやくした身体からだに黒の革かわジャンを被かぶせる。そして、傘かさなど差さず雨の中へと踏み出した。





　再び駐車場──いや、樹じゆ海かいに屹きつ立りつする魔ま法ほうの塔とう。


　その塔の足あし下もとに立ち、梓は頭上を見上げた。


　石で組まれた外がい壁へきは、蒼そう然ぜんとしているが風ふう格かくに満ちていた。梓の生まれる遥はるか以前から、そうして塔を支ささえてきたのだろう。塔は、人知を超こえた何か大きな存そん在ざいが放つような、威い圧あつ感を漂ただよわせていた。


　身体に震えが走る。


　武む者しや震いだ、と梓は自らに言い聞かせた。


　この中に、景がいる。あのとき再会した少年に、自分はもう一度、なんとしても会うのだ。そのためにこそ、ここまで来たのだから。


　梓はまだ景の記き憶おくを取り戻もどしていない。覚えているのは彼がどういう立場にいて、どのような行動を取ってきたかという、表面的な事実だけだ。彼が見せてくれた世界への驚おどろきや、彼が戦う孤こ独どくな姿すがた。彼が秘ひめていた熱い情じよう熱ねつや、彼と交かわした幾いくつもの会話──そのとき自分が感じた喜びは、失われたまま戻っていない。


　それを取り戻し、景を連れ戻すために、梓はここに来たのである。


　怯ひるんでなどいられるわけがない。


　しかも、いま梓の隣となりには、誰だれより信しん頼らいできる二人の友人がいる。


　千ち絵えは、塔を見上げる梓を、無言のまま促うながした。


　水原は、視し線せんを下げた梓に、太ふて々ぶてしい微び笑しようを見せた。


　三人は互いの顔を見合わせて、そこに浮うかぶ決意を確かく認にんした。そして、力強い足取りで塔の中に入った。


　梓の腰こしに巻かれたブルーのウィンドブレーカーが、音を立てて誇ほこらしげに翻ひるがえった。





　夜。


　雨は下界の世情など知らぬまま、淡たん々たんと降ふり続いていた。
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　塔の中はがらんとしていた。


　そこは、巨きよ大だいな貯サ蔵イ庫ロを連想させた。門を抜ぬけた先が一つの大きな空間になっている。広さは葛くず根ね東ひがしの体育館より狭せまいが、天てん井じようがあるのは遥か頭上だ。


　戦場の騒さわぎは塔に入った途と端たんぴたりと途絶え、中は静せい寂じやくに包まれていた。床ゆかは剝むき出しの土で、壁かべ沿ぞいに合計八基きの篝かがり火びが焚たかれている。くべられた薪たきぎがときおり爆はぜ、その音だけが木こ霊だましていた。火の勢いきおいは強く、明かりの揺らめきが、天井近くの石壁にまで届とどいている。


　中央に、鈍にぶく黒光りする鉄てつ製せいの螺ら旋せん階かい段だんがあった。


　所々錆さびてはいるものの、よく見れば細かい意い匠しようが施ほどこされていることがわかる。手すりはなく、真ん中の太い鉄柱の周囲を、飛び出した鉄の踏ふみ板がぐるりと取り巻まきながら上方に伸のびていた。


　階段は天井の上、上階にまで続いていた。


　最初に驚きの声をもらしたのは、塔内の様子に呆ぼう然ぜんとした千絵だった。


「何これ？　驚いたわ。まるでゲームの中みたい……」


「見えるの？」


「ええ……参ったわね。外からは鉄てつ筋きんとシートしか見えなかったのに」


　さすがに口元が引きつっている。


　思えば、バールの認にん識しき操そう作さを受けたことはあっても、千絵がカプセルの幻げん覚かくを直じかに目もく撃げきするのはこれが初めてだ。頭では理り解かいしていたにせよ、ショックを受けるのは当然だろう。


「ここはもう、半分『王国』の中なのね……」


　千絵の台詞せりふに、梓は一いつ層そう気を引き締めた。


　とうとう敵てきの本ほん拠きよ地ちに入ったのだ。ここから先はオカルトの支配する空間である。何が起こっても不思議はないのだ。


「誰もいないとは意外だな」


　水原がつぶやいた。緊きん張ちようした面おも持もちで、油ゆ断だんなく視線を飛ばしている。


　梓も、彼の意見に頷うなずいた。


「余よ裕ゆうしゃくしゃくって感じかしら」


「ケッ。いまに見てろって。ケツに火を点つけてやらあ」


　水原は好戦的に笑った。そして螺旋階段を見み据すえながら、


「さて、まずはどうする、梓ちゃん？　いかにも、ここからお越し下さいってなシチュエーションだけど」


「もちろん乗り込こむわ。ケツに火を点けてやりましょう」


　他に道は見当たらない。梓は迷まよわず螺旋階段に向かおうとした。


　しかし、水原は妙みように悪戯いたずらっぽい顔をして梓を止めた。


「待て。こっちの方が早い」


　言うやいなや、水原の両目が赤く瞬またたいた。


　彼の影かげが地面の上で動き出した。複ふく数すうの光を浴びて花びらのように広がっていた影が、音もなく地面を滑すべって一つに合わさる。そして、こぼれたオイルが坂を流れるように、螺旋階段へと伸のび始めた。


　影は階段の手前で膨れあがって平面から飛び出した。


　現あらわれたのは、異い形ぎようの〝影〟。鎧よろいをまとった鬼おにの如ごとき、黒い巨人だった。


　景けいの使し役えきする悪魔である。王国にいる彼が、現世の梓たちを救うため、使い魔たる水原へと世界の壁を越えて遣つかわした悪魔だ。


　現れた〝影〟は、ボールを投げる動作で天井目がけて右みぎ腕うでを振り抜いた。すると、光の角度を変えたときのように、〝影〟の腕がぐんと伸び、階段と水平に登っていった。縄なわでも放ほうり投げたかのようだ。


〝影〟は階段の一番上、天井付近の踏み板に指をかけた。ガキンと鉤かぎ爪づめを踏み板に食い込ませる。次に、残る左腕を、鞭むちでも振るうように梓たちの方へと伸ばした。


　凶きよう悪あくな鉤爪が唸うなりを上げて迫せまる。梓と千絵は悲鳴をもらしたが、水原は顔を強こわ張ばらせながらも一歩前に出た。


　巨人の指が開き、鉤爪が水原の胴どう体たいを鷲わしづかみにする。かと思うと、〝影〟の手は体内に潜もぐり込んだかのように厚あつさを失った。平面に戻ったのだ。


　水原のブルゾンに映うつった〝影〟の手と指は、生きている模も様ようのように形を変形させながら布ぬの地じの上を広がった。ベルトで固定するように、肩や腰こしに黒い影が回されていく。


　水原は両腕を広げ、梓と千絵の手を取った。途端に〝影〟が彼の腕を這はい、二人の身体からだの表面にまで広がった。梓は身体を竦すくませ、千絵は悲鳴を上げる。目で追うのがやっとという、一いつ瞬しゆんの動きだ。


「な、な、何よ、これは!?」


「ハイハイ、千絵ちゃん、怖こわくないよ。梓ちゃんも。恥はずかしがらずに俺おれの腕をしっかりつかんでね」


「み、水原くん、まさか……」


　嫌いやな予想に梓が鼻白む。水原は軽くウィンクした。


「心配無用。前にあいつだってやってたんだから」


「あなたがするのは初めてなんでしょ？」


　抗こう議ぎをしたが遅おそかった。次の瞬間、用意が調ととのった〝影〟がまとわりつかせた指を握にぎり締しめたのだ。梓と千絵は、水原を両側から挟はさむように一抱かかえにされた。抵てい抗こうすることはもちろん、抗議する暇ひまもない。


「こ、コラ、水原！　あんた調子乗ってんじゃない？　解ほどきなさいよ、これ。あ、こらっ。手をもぞもぞ動かすんじゃない！」


「悪い、千絵ちゃん。俺としてもセクハラする気はないんだけど、何しろこいつの制せい御ぎよには慣なれてないもんで」


　ぬけぬけと言って、二人を抱だき寄よせる。慣れない制御で何をするつもりなのか、梓としてはきつく問い質ただしたいところだ。


「よしっ、いくぜ。力抜いて、身体を預けてくれ」


　水原の両目が赤い輝かがやきを増ます。


　ふっ、と足の下の感かん触しよくが消えた。


〝影〟が三人を引き寄せたのだ。梓たちは地表を飛ぶように〝影〟の許もとに連れて行かれた。


〝影〟は三人が着地するのを待たず、地面を蹴けって飛び上がった。天井へと伸ばしていた右腕を縮ちぢめる。当然三人は、影の巨人に抱えられたまま空中に浮かび上がった。速度といい乱らん雑ざつさといい、エレベーターなど比ひ較かくにならない。


「きぃーやぁー」


　千絵がたまげるような悲鳴を上げて両足をばたつかせた。梓も身体にかかる重じゆう圧あつに顔をしかめた。地面がぐんぐん下に下がっていく。塔の外壁が滝たきのように流れて見える。


「み、水原くんっ。大だい丈じよう夫ぶなのっ？」


「それはどっちかっていうと、俺より悪魔の方に聞いてくれ」


　どこまで本気なのかわからないことを言う。梓は頭を抱えることもできず、水原や悪魔ではなく、彼らの主を信じて目を閉じた。


　が、螺ら旋せん階かい段だんを三分の二まで登ったとき、突とつ然ぜん〝影〟が動きを止めた。


　野生の猿さるのような俊しゆん敏びんな動きで、両足を伸のばし、階段に取りつく。角つののような突とつ起きが伸びる仮か面めんを、頭上の──上階への入り口に向けた。


「な、なんだ。どうしたんだよ？」


　水原が慌てて〝影〟に呼びかけた。彼の指し示じではなく、悪魔の自立行動なのだ。


　言葉を持たない〝影〟は、むろんのこと返事をしない。動けと命じる水原を無む視しし、仮面に開いた呼こ吸きゆう孔こうの奥おくから、じっと視線を投げていた。強い緊張の気配が伝わってくる。背中の毛を逆さか立だてる野生の猫ねこのようだ。


　梓はハッとして〝影〟の視線を追った。


　螺旋階段の先。天井に開いた入り口の奥おくには、地面で燃もえる篝かがり火びの光も届いていない。その闇やみの向こうで、何かが蠢うごめいていた。


　──あれは？


「……いやはや。つくづく元気な奴やつらやな。お前ら」


　突とつ然ぜん背はい後ごから声がかかった。〝影〟に抱えられたまま、三人は一いつ斉せいに首を回した。そして一様に目を剝むいた。


　距きよ離りにしておよそ五メートル離はなれた先。


　一人の男が空中に立っていた。


　ワイン色のジャケットとスラックスを身につけ、長い銀ぎん髪ぱつを後ろでひとまとめにしている。彫ほりの深い秀しゆう麗れいな容よう貌ぼうに、人を食った表ひよう情じようを浮かべた青年だ。


「ベリアル！」


　呼ばれてベリアルは肩を竦すくめた。


「大したもんやで。春には完全に死に体やったんが、ようもここまで盛もり返した。若わかいのに、ようやるわ。……いや、この場合は若い故ゆえ、か？」


　皮肉でなく言って、ベリアルは三人の顔を順番に眺ながめた。


　彼の視線には紛まぎれもない称しよう賛さんがあった。一級の犯はん罪ざい者しやに違ちがいはないが、敵てきを悪戯いたずらに貶おとしめるような男ではないのだ。


「景ちゃんはどこにいるの！」


　梓が叫さけんだ。ベリアルは仕方がないなという表情で、


「むろん、我われらが陛へい下かと一いつ緒しよやで」


　その台詞せりふを耳にしたとき、梓の裡うちに抑おさえがたい感情が稲いな妻ずまのように走り抜けた。脳のう裏りに一人の女じよ性せいが──黄金の瞳ひとみを持つ精せい霊れいのような女性の姿が、はっきりと過よぎった。全身の神しん経けいに、電流が流れたようだった。


　そうだ。もちろんそうだろう。景の側には、あの人が……女王がいるのだ。


「いまさら口上もいらんやろ？　道を譲ゆずれんのはこっちも同じや。いくで」


　ぎらりとベリアルが眼がん光こうを飛ばす。
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　直後、天井の入り口から、真まっ直すぐ何かが降ふってきた。無機質な両眼。チロチロ閃ひらめく赤い舌した先さき。ずるりと長く垂たれ下がる、しなやかな胴体。


　大だい蛇じやだ。ベリアルの操あやつる、蛇の悪魔である。


〝影〟はベリアルが現れたあとも彼には注意を向けず、全身を張はり詰つめて、頭上だけを見据えていた。大蛇が頭から落下するように身体からだを伸ばして来たときには、即そく座ざに戦せん闘とう態たい勢せいに入った。


　階段を、柱が振しん動どうするほど強く蹴けりつける。〝影〟は伸のびた右みぎ腕うでにぶら下がったまま振り子のように宙ちゆうに舞まった。


　敵の軌き道どうを追い、大蛇が体を曲げる。鱗うろこに包まれた胴体がぐんと伸び、あぎとが開いて牙きばを剝き出しにする。


「く、くっそ！」


　水原が必死の形相で〝影〟に迎げい撃げきを命じた。悪魔は指示を受け、迫せまる大蛇を空中で迎むかえ撃うった。


　両足を振り回して反動で宙返りを打つ。頭を下にして攻こう撃げきを躱かわす。上下が入れ替かわり、梓は身体中の血が揺ゆれ動くのを感じた。隣となりで千絵が涙なみだを流して絶ぜつ叫きようしている。水原も蒼そう白はくだ。


　敵の牙きばを躱して上を取った〝影〟は、甲かつ冑ちゆうに鎧よろわれた足を大蛇の背せ中なかに叩たたき落とした。鱗越しに打撃が伝わり、大蛇の胴どうが下方へ折れる。だが、弱い。衝しよう撃げきが逃にげている。


　大蛇が身体をくねらせて首を向けた。〝影〟はわずかに弧こを描えがきながら空中を横切り、今度は塔とうの外がい壁へきに着地して再ふたたび跳ちよう躍やくした。右から左へと小こ刻きざみに。また、腕の長さを変えて上下しながら、幾いく度ども壁を蹴り、軌き道どうを変える。あらゆる動きが機き敏びんで高速だ。巨きよ体たいを感じさせぬ、猿ましらのような身軽さである。


　次々と逆ぎやく転てんする視界に、意い識しきがついていけない。梓は目が回る思いだった。千絵の悲鳴は続いているが、もう彼女の様子を見ることもできない。それどころか自分が向いている方向すら覚おぼ束つかない。


　水原は早くも悪魔の制せい御ぎよを失いかけていた。それでも二人を抱かかえる責せき任にんゆえか、いまにも気き絶ぜつしそうな顔色で首を動かし、敵の位置を確かく認にんしていた。


　跳はね回る〝影〟を大蛇は執しつ拗ように追い続けた。螺旋階段に身体の半分をからませたまま、縦じゆう横おうに攻撃を仕し掛かけた。


　大蛇の頭がすぐ側を掠かすめ、鱗と甲冑が火花を散らした。鋭するどい牙が鳴り、巨大なあぎとが開かい閉へいする。その大きさもさることながら、大蛇の放つ威い圧あつ感たるや圧あつ倒とう的だ。ベリアルはかつて『始末屋』と評ひようされ、市のアンダーグラウンドを平定したほどの一流悪オ魔ー持ナちーである。大蛇は、その彼が使役する悪魔なのだ。


「冗じよう談だんじゃねえ！　こちとら仮かり免めん悪オ魔ー持ナちーだぞ！」


　水原が泣き言を言った。だが、大蛇とやり合う〝影〟は強敵を前に奮ふるい立っていた。仮かりの主が吐はく弱音などどこ吹ふく風と戦意を燃もやしている。


　空中にある〝影〟は、迫る大蛇の頭を両足で蹴りつけながら、ダンスのステップを踏ふむように移い動どうし続けた。足あし蹴げにされる大蛇も一向に怯む素そ振ぶりを見せない。ダメージを受けていないことは明白だ。


　荷を抱えては面倒と判はん断だんしたのか、〝影〟は抱えていた三人を、真上に向かって軽く放り投げた。


　梓たちと悪魔の接せつ触しよくが途と切ぎれ、一いつ瞬しゆん空中に投げ出される。重力に見放される浮ふ遊ゆう感。千絵の絶叫が一ひと際きわ甲高くなる。


〝影〟は投げた三人の下に身体を潜もぐり込ませ、背中で受け止めた。担かつぎ直したのだ。梓たちは死に物狂ぐるいで悪魔の甲冑にしがみついた。それをろくに確認もしないうちに、黒い巨人は自由になった左腕を閃ひらめかせた。鉤爪が鱗を割わって胴を裂さき、大蛇は鋭い呼気をもらした。


「み、みみ、水原っ、水原ぁーっ！」


　ガチガチ歯を鳴らしながら千絵が叫さけんだ。何を言いたいかはわからないが、怒おこっているのは間違いない。それも激げき怒どしている。だが、怒鳴られた水原も恐おそれ入っている場合ではなかった。梓と千絵の上に覆おおい被かぶさり、二人が振ふり落とされないよう、全身の筋きん肉にくを使って〝影〟の甲冑に張り付いている。


　片腕が自由になった〝影〟は、いよいよ動きを激しくした。ついには伸ばしていた右腕すら階段から放した。


　耳じ朶だを打つ、けたたましい悲鳴。


　もはや誰だれが叫んでいるのかさえわからない。命いのち綱づなが途切れた三人は〝影〟の背中で丸まったまま、ゾッとするような自由落下を味わった。


　落下する〝影〟を追って、頭上より大蛇が迫る。それが狙ねらいだったのだろう。〝影〟は放した右腕を素早く引き戻し、上に来た大蛇の首をつかんだ。


　鉤爪が埋うめ込こまれ、さしもの大蛇も大きく身をよじらせた。〝影〟を振り落とそうと、激しく首を振り回す。背中の三人は生きた心ここ地ちがしなかったが、〝影〟は怯むことなく、さらに力を込めて鉤爪を食い込ませた。


　狙いを変えた大蛇は、振り回していた頭を螺旋階段へと近寄せた。そのまましがみつく敵を階段に叩たたき付けようとする。


〝影〟は直前で鉤爪を放した。屋根から落ちた猫ねこのように、身体からだを反転させて四つんばいになり、両手両足で階段にしがみつく。頭が下の体勢だ。〝影〟の肩越しに、遥はるか下の地面が見えた。もはや悲鳴すらでない。


　大蛇の首が回り込むように下へと移動し、〝影〟をにらみつけた。


　と、大蛇は唐とう突とつに動きを止めた。薄うすく開いたあぎとの奥おくへと、猛もう烈れつな勢いきおいで空気が吸すい込まれていく。


　甲か斐いから聞いた武ぶ勇ゆう伝が、梓の脳のう裏りに浮かび上がった。この蛇へびは火を吹くのだ。


「やばい！」


　水原も蛇の攻撃は聞いていたのだろう。悲鳴を上げて〝影〟に回かい避ひを命じる。〝影〟は、ほとんど舌した打うちしそうな態たい度どで空中に身を躍おどらせた。


　直後、真っ黒な火か炎えんが奔ほん流りゆうのように階段を駆かけ上った。熱された踏ふみ板の表面が溶とける。凄すさまじい火か勢せいだ。


　大蛇は火を吹いたまま首の向きを変えた。炎ほのおの剣けんが切っ先を〝影〟に向けた。


〝影〟はぐるりと身体を回転させ、背中にいた三人を両腕で抱だきかかえた。


　黒い炎は〝影〟の背中を舐なめた。勢いが強く、甲冑を回り込んでくる炎が、抱かかえ込まれた梓を焦こがすほどの熱波となって伝わってくる。


　水原が苦く痛つうに満ちた悲鳴を上げた。悪魔の受けたダメージがフィードバックしているのだ。梓たちを抱えていた両りよう腕うでが痛みに引きつっている。


　梓と千絵は他にできることもなく、水原の手を握にぎり締しめた。召しよう喚かん者が意い識しきを失えば、悪魔は現げん世せから消失する。水原は二人の手を握り返し、霞かすむ意識を必死につなぎ止めた。


　むろん〝影〟とて黙だまってやられてはいなかった。


　背中に攻撃を受けながら、右足をぐんと伸ばして壁を蹴り、軌道を変えることによって炎から逃のがれる。だが、一度空中に飛び出した以上、落下するのは免まぬがれない。くるくると錐きりもみしながら地面へと吸い込まれていく。


　風が耳元で轟ごう音おんを立てる。地表が急速にズームアップする。


〝影〟は再ふたたび三人を足あし下もとへと──天井の方へと放り出した。


　そして身体を伸ばして空気抵てい抗こうを減へらすと、梓たちより先に地面に落下する。大地が地じ響ひびきを立てて揺れ動いた。〝影〟は落下の衝撃から瞬時に立ち直り、落ちてくる三人を次々に受け止めた。


「しょ……正気の……沙さ汰たじゃ、ないわ……」


　文字通り手玉に取られた千絵が、息も絶たえ絶だえに唸うなった。それでも水原の手は放さない。水原はぐったりしながらも、薄うすく開いた目を笑うように細めた。


「……なんつー無む謀ぼうなガキどもや」


　空中に立ったまま見下ろしていたベリアルが、頭を搔かきながら感想を述のべた。言うまでもないことだが、この高さから落ちれば即そく死しは免れない。ウィザードの薫くん陶とうとも思えないが、悪魔戦の素人しろうととは思えぬ、身体を張った戦いぶりだ。


「ほんま。大したもんやで」


　一方、敵の着地を見た大だい蛇じやは、階段にとぐろを巻まきながら地面を目指して降こう下かを開始した。〝影〟も退ひく意い志しは見せない。問答無用で三人を背中に乗せると、螺旋階段に張り付き、まさに猿ましらのように階段を駆け上った。全身が戦意ではち切れそうだ。


　梓たちも、もう逆さからわなかった。〝影〟から離はなれていたのでは、いざ敵が彼女らを攻撃したとき、悪魔の防御が間に合わない可か能のう性せいがあるからだ。


「ここまで来たら、一いち蓮れん托たく生しよう！」


　梓はやせ我が慢まんして怒鳴った。やせ我慢というより、やけくそに近いかもしれない。水原は無言のまま、今度こそ悪魔の制せい御ぎよをすべく精神を集中させている。千絵も諦あきらめた顔をし、それから改めて憤いきどおりをぶつけるように大蛇をにらみ据すえた。


　上から迫せまる大蛇が、大きく息を吸い込んだ。


〝影〟は駆け上る足を止めない。炎の塊かたまりが降ってきた。正面から見ると、まさに言語に尽くしがたい迫はく力りよくだ。


〝影〟が斜ななめ上に飛び跳はねて躱かわした。炎を跨またぐように越こえ、鉤かぎ爪づめをふるって大蛇の頭部を斬きり付ける。


　大蛇は首を捻ひねって攻撃を躱した。そして至し近きん距きよ離りで宙ちゆうを舞まう〝影〟に、あぎとを広げ、牙きばを差し向けた。


〝影〟が上あごを右手で、下あごを左手でつかむ。大蛇は構かまわず敵を呑のみ込もうと前に出る。〝影〟は口を閉とじさせまいとし、逆ぎやくに口を引き裂さくように腕に力を込めた。


　上下の位置が入れ替かわる。


　大蛇に押おし上げられ、〝影〟と三人はぐんぐん上じよう昇しようした。途と中ちゆうにいたベリアルが、慌あわてて横に避よける。その隣となりを通つう過かしながら、梓らは地面から一気に天てん井じよう付近まで移い動どうした。


　そうする間にも、壮そう絶ぜつな力比くらべは続いている。〝影〟の甲かつ冑ちゆうが軋きしむ中、大蛇のあごもミシミシという嫌いやな音を立てた。


　業ごうを煮にやした大蛇が、あごを押おさえられたまま息を吸い込んだ。悪魔の意い図とを悟さとり、梓は青くなった。この体たい勢せいのまま火を吐はくつもりだ。


「逃げて！」


　だが、〝影〟は逃げなかった。


〝影〟が大だい音おん声じようを放った。


　背中の三人がとっさにしがみつく力を強める。振しん動どうで弾はじき飛ばされる勢いだった。


〝影〟は大蛇の口に左足をかけると、右足をのどの奥おくへと突っ込んだ。そのまま伸のばし、大蛇を体内から突き破やぶろうとする。


　大蛇が火を吹いた。炎ほのおが口内で渦うずを巻き、凄すさまじい熱波が襲おそってきた。


「があああ！」


　再ふたたび水原が悲鳴を上げた。直ちよく接せつ炎に足を突っ込んでいるのだ。そのダメージたるや想そう像ぞうを絶ぜつする。だが〝影〟は攻撃を続けた。足のみならず身体ごと口の中に入り込む勢いきおいで、あごをつかむ両腕を突っ張らせ、吹き上がる猛もう火かの中に潜もぐり込もうとした。


　大蛇が身み悶もだえをした。胴どうを階段や壁に叩き付けた。三人はその度たびに振り落とされそうになるのを堪こらえた。梓と千絵の二人で、苦く悶もんする水原の身体を両側から支ささえた。


　熾し烈れつな攻こう防ぼうは永えい遠えんと思えるほど続けられた。


　先に音ねを上げたのは大蛇だった。甲冑を溶とかし尽つくす勢いだった炎が、燃ねん料りようが切れたように止まった。


「やった！」


　梓は思わず煤すすに汚よごれた相そう好ごうを崩くずした。大蛇がだらりと胴体を緩ゆるめ、あごから力が抜けるのを見て、いよいよ勝利を確かく信しんした。


　が、それが敵の手だった。


　力を抜き、それによって手て応ごたえを失った〝影〟が力の持っていく場所をなくした瞬しゆん間かん、大蛇は首を鋭く捻り、唸うなりを上げて頭を振るった。


　反はん射しや的につかもうとした〝影〟だが、間に合わない。〝影〟と三人は、すっぽ抜ぬけるようにして壁へき面めんに投げ出された。


　急速に壁が迫る。〝影〟は反転し、背中の三人が押し潰つぶされるのをギリギリ防ふせいだ。しかし、至し近きん距きよ離りから叩たたき付けられただけに、その衝撃は凄まじかった。〝影〟は鉤爪を石壁に食い込ませ、辛かろうじて落下を阻そ止しした。


「くっ！」


　梓が顔を見上げる。大蛇はすでに体勢を立て直している。


「──ウィザードならひっかからんかった……というのは、ちと酷こくやろな」


　ベリアルがニヤリと余よ裕ゆうの笑みを見せる。


　──あいつの操そう作さか……


　力押しばかりが能のうではない、ということだろう。水原が朦もう朧ろうとしながらほぞを嚙かんだが、こればかりはどうしようもない。わかり切ったことだが、彼とベリアルでは、悪魔を操あやつる技ぎ量りように歴然たる差があるのだ。


「まあ、さすがはウィザードの悪魔──というとこやが、もうええやろ。悪魔同士の喧けん嘩かとは違ちがう、『悪魔戦』てやつを見せてやるわ」


　ベリアルの両目が赤く輝かがやく。


　すると──大だい蛇じやの巨きよ体たいが大きく脈打った。一回り膨ふくれあがったようにさえ見える。悪魔の気配が増ぞう加かしているのだ。


　大蛇はその長い体を宙ちゆうに躍おどらせた。完全に、である。とぐろを巻まいて絡からみついていた尾おが、螺ら旋せん階かい段だんから離はなれ──だが、地面へと落下しない。宙に浮かんでいる。しかも空中を泳ぐようにして自在に動き回った。まるで、年とし経へた蛇へびが天に昇のぼり、竜りゆうへと変化したかのようだ。


　梓たちは知らないことだが、これこそが、ベリアルが以前甲斐を苦しめた、悪魔のリミッターを解かい除じよする技わざだ。


〝影〟は怯ひるまない。圧あつ倒とう的なアドバンテージを得た敵てきを、なおしっかりと見み据すえている。


　しかし、重力という同じハンデを背負った状じよう況きようで、なんとか互ご角かくの戦いができたのだ。そのクビキから解とき放たれた強敵を相手に、どうすれば勝機がつかめるのか。


　青ざめる梓たちに対し、ベリアルは鷹おう揚ように両手の平を向けた。


「まあまあ。俺おれかて弱いもんいじめの趣しゆ味みはないねん。さくっとやらせてもらうわ。スマートにな」


　ニッと笑う。


　すると大蛇は、〝影〟には目もくれず、急速に下か降こうした。体を真まっ直すぐに伸ばし、矢のように地面に向かう。


　そして、衝しよう突とつ寸すん前ぜんに頭をもたげると、設せつ置ちされていた篝かがり火びを一つずつ破は壊かいし始めた。


「ああっ！」


　梓は思わず叫さけんでいた。


　光を消す。そうだ。〝影〟に対して、これほど有効な攻撃はない。だからこそ景は、光こう源げんの確かく保ほに、いつもあれほど神しん経けいを尖とがらせていたのではないか。


　水原も思いは同じらしい。痛つう恨こんの罵ば声せいをもらして、歯ぎしりしながら大蛇の行こう為いを見下ろした。


　悪あく魔ま戦とは、己おのれの悪魔を駆使して敵の悪魔を倒たおすことにある。ベリアルが高言した通り、これこそシンプルな悪魔戦の在あり方に違ちがいない。


「ええんか？　もう最後の一つやで？」


「ち、畜ちく生しようっ」


　水原は歯は軋ぎしりしつつ〝影〟に命令を下した。〝影〟は壁に張り付いたまま腕を振るい、石壁の一角を崩くずして穴あなを開けた。


　雨と外気が吹き込んでくる。三人は〝影〟の身体からだの上を這はうようにして、急いでその穴に移い動どうした。


　最後の篝火が破は壊かいされたのは、その直後だった。


　火のついた薪たきぎが地面に散らばり、大蛇に押し潰つぶされて消えていった。塔とう内ないが暗くら闇やみに包まれる。〝影〟は無念の唸りを残して、その闇に溶け去った。壁の穴に取り残された梓たちは、言葉もなく唇くちびるを嚙かむしかなかった。


「ジ・エンド──やな」


　闇に浮かぶベリアルが、赤く光る両目を向けて梓たちに告げた。





　　　　２





　塔の外では、ＤＤとユーザーの抗こう争そうが続いていた。


　戦せん況きようは混こん迷めいの様相を深めている。雨足は弱まる気配がなく、地上の熱気など気にも留とめず降り続いていた。


　梓たちが塔に潜せん入にゆうするのを見み届とどけたあと、ビーグルは再ふたたびＤＤの戦線を立て直した。


　ＤＤのメンバーは古ふる株かぶ連中を中心に、数部隊に分かれながら攻撃している。ビーグルはその全体を統とう率そつするポジションにいた。適てき性せいがあってのことではなく、単にこの役を押し付けられたのだ。


「どーせ、俺は悪魔持ってねえからな」


　不本意ではあるが、仕方がない。


　ＤＤでこの手の戦せん闘とう指し揮き能のう力りよくが高い人間は、全員悪魔を有している。指揮を執とる以前に、最前線で戦力として必要な人材ばかりなのだ。そのためＤＤでは、その場のリーダーが直接戦いながら仲間に指し示じを飛ばすというスタイルを取ってきた。


　しかし、大人数を指揮するとなると、本人が悪魔を操あやつっていたのでは、到底追いつかない。ＤＤのメンバーが総そう出でで戦いに赴おもむいたとき、その全員の動きを把は握あくし、且かつ誰よりも積せつ極きよく的に単たん独どく行動を取るなどという離はなれ業わざは、甲斐氷ひよう太たぐらいにしかできないことだ。だから、悪魔を持たず、激はげしい戦闘の最中でも冷静な判断を下せる人物として、ビーグルがもっとも適てき任にんなのである。


　ＤＤは甲斐の独どく裁さいで成り立つグループだ。そのため、誰であってもトップは務つとまらない反面、それが火急の際さいなら誰が代理になっても激しい反発は出てこない。ビーグルが総指揮を執とるのも、これが初めてではなかった。


「しかし……」


　戦局全体を見回しながら、ビーグルは苦虫を嚙み潰した。


〝影〟の打撃でいったん崩くずれた敵陣じんだったが、梓らが戦場から消えると、開き直ったように再び勢いを盛り返していた。普通、戦闘中に一度劣れつ勢せいに傾かたむいたグループが、それを立て直すことは困こん難なんだ。なのに、ユーザーたちは戦意を喪そう失しつするどころか、全く衰おとろえる様子もなく、こちらに向かってきた。気力だけではない。体力もまるで無む尽じん蔵ぞうだ。


「ジャンキーっつーより、ゾンビだぜ……」


　カプセルで正気を失っているのはわかる。だが、それにしても、この底なしの戦意は異い常じようだった。


　ユーザーグループとの戦闘は、ビーグルも数多く経けい験けんしている。ドラッグでラリった相手は、一時激しい興こう奮ふん状じよう態たいで猛もう攻こうを仕し掛かけてくるが、それをいなしさえすれば、ガス欠のように動きが鈍にぶるものである。カプセルにのまれることの少ないビーグルは、特にその機き微びを計るのを得意としていた。


　ところが、王国の信しん奉ぽう者しやたちには、この原げん則そくが当てはまらない。カプセルの高こう揚ようがコンスタントに続き、波がないのである。


　悪いことに、この雨、この寒さだ。こちらは確かく実じつに疲ひ労ろうをため込こんでいる。


　相当の熟じゆく達たつ者同士ならいざ知らず、雑ざ魚こ同士の悪魔戦が長引くことは滅めつ多たにない。ＤＤのメンバーでも、これほど長く悪魔を操り続けていては、へばってくる者も出るだろう。下手をすれば悪魔のコントロールを失い、堕落クラツシユしてしまいかねない。まだ余力のあるうちに、打開策さくを立てる必要があった。


「……つってもなあ」


　ビーグルはため息をついた。


　いまはまだ、ため息で済すんでいる。だが、遠からずため息などついている余裕もなくなるのだ。


　ＤＤたちはがむしゃらに戦っていた。吐き出された息が白い靄もやとなり、闇の中でいたるところに広がっている。彼らの目にはまだ戦意が燃えているものの、怒鳴り声を上げる者は少なくなり、全体的な動きも鈍りがちだった。


　気力だけでどうこうなるものではない。ビーグルの脳のう裏りに、撤てつ退たいの二文字が瞬またたき始めた。


　そのときだ。


　駐ちゆう車しや場じようの片かた隅すみで爆ばく音おんが轟とどろいた。


　闇夜を押し退のけて、強い光が戦場に突つき刺ささる。黒こく煙えんが巻まき上がり、炎ほのおが上がった。


「な、なんだ!?」


　ビーグルは奇き襲しゆうでも受けたように動転した。転倒したバイクが燃えている。見覚えのあるホンダ車だ。確たしか、梓が乗っていたバイクである。悪魔の攻撃を受け、ガソリンがもれていたのだろう。それに引火したらしい。


「ヤバいっ。あれじゃ警サ察ツが……」


　雨とはいえ、ガソリンに火がついたからには、そう簡かん単たんに火は消えない。ビーグルは急いで仲間に消化するよう指示を出そうとした。


　だが、それより早く、二度目の爆ばく発はつが起こった。


　再びバイクが炎えん上じようする。こちらは見覚えがないが、見当は付いた。水原が駆かけつけたとき、悪魔に突っ込ませたバイクだろう。


　二台のバイクが燃える炎は、闇夜の下で煌こう々こうと輝いた。


　バイクのヘッドライトとは違う、暗闇にいた者が思わず視し線せんを向けてしまう灯とう火かだ。当然部外者の目も集めるはずだった。外灯も消えた駐車場にあって、炎は恐ろしく目立っていた。


　しかしビーグルは炎を見つめるうち、バイクの傍かたわらに立つ二つの人影に気が付いた。


「あ、あいつら──」


　カラオケボックスへと迎むかえにやったＤＤのメンバーだ。


　バイクに火を点つけたのは、彼らしかった。自分がしでかしたことなのに、炎の大きさに呆ぼう然ぜんとしている。


「何考えてやがるんだ！　第一、なんであいつらが、ここにいる!?」


「私が頼たのんだのよ」


　後ろから話しかけられ、ビーグルは飛び上がって振り向いた。


　そこに、雨でびしょ濡ぬれになった小こ柄がらな少女がいた。ビーグルが呼びにやった茜本人だ。


「き、来てたのか？　しかし、あんたの指示だと？　どうして？　あんなことすりゃ、いまに警サ察ツが……」


「来ないわ。というより、もし来るならとっくに来てる。あなたたち、自分たちがどんな騒ぎを起こしてるか自覚してるの？　市の真ん中で、こんな大乱らん闘とうをしでかしてるのよ？　警察が見過ごすわけがないでしょう」


「だ、だけどよ……」


「ええ。まだ警察はおろか、カプセルに関係ない人間は一人も様子を見に来ない。ということは、ここにはなんらかの仕掛けが施ほどこされてるのよ。おそらく連中十お八は番この認にん識しき操そう作さってやつでしょうね。心配は無用だわ」


　茜に指し摘てきされて、ビーグルもようやくこの場の不自然さに思い至いたった。


　言われて見ればもっともだ。冷静さを心がけるつもりでいたが、やはり戦せん闘とうに気を取られていたらしい。


　ビーグルは改めて茜を見つめた。こうして会うのは半年ぶり──いや、それ以上だ。背が低く体たい格かくは小こ柄がらで、顔にも幼おさなさが残っている。中学生と言われても、あっさり納なつ得とくする童顔だ。黒い眼鏡めがねに三つ編あみと、野や暮ぼったい装よそおいも以前と変わらない。


　しかし、目の前の少女には、同年代の少女にはない落ち着きと、年上の女はもちろん、男でも滅多にないほどの度ど胸きようがあった。ビーグルはつい茜の姿すがたを見直して、こいつはこんなに風格があっただろうかと、思わずにいられなかった。


　いやいや。このチビで地味な女がただ者でないことは承しよう知ちしているはずだ。何しろ彼女は、本気でキレた甲斐氷ひよう太たを相手に、堂々と渡わたり合っていた唯ゆい一いつの人物なのだから。


「それより、他にも壊こわれたバイクがあれば火を点けて。なければ、ガソリンだけ抜いてばらまいて──いいえ、シャツなりコートなりに染しみ込ませて即そく席せきの松明たいまつを作る方がいいわね。手の空いてる人間を隣となりの公園にやって、適てき当とうな枝えだを折ってきて。急いで」


　茜は言いながら乱戦の中へと足を進めた。ビーグルはわけがわからず彼女のあとを追った。


「待ってくれっ。いったいどういうことだよ。何がしたいんだ？」


　声を荒らげるビーグルに、茜は「ほら」と指差して答えた。


　ビーグルの視線が茜の指先に向かう。茜が差したのは炎上するバイクだ。そして、その周囲で、突とつ然ぜんの爆発に混こん乱らんするＤＤとユーザーたち。


「……なに？」


　ビーグルが目を瞬しばたたかせた。


　ユーザーたちが怯おびえている。火を怖こわがっている。


「なんで……？」


　爆発に驚おどろいたのはわかるが、あのバイクがこれ以上二次爆発を起こす可能性は低い。次に何がくるか警けい戒かいするというならまだしも、怯えて炎ほのおから遠ざかるのは不自然だ。火の近くから離はなれたために、そこだけ戦線に穴あなが開いてしまっている。


　茜はユーザーの反はん応のうを確かく認にんしながら、やはりという表情を見せていた。


「ここに来る途と中ちゆうで、あいつらに襲おそわれてね。あなたが寄よ越こしてくれたメンバーが撃退したけど、そのとき奴やつらが獣けものに姿を変えるのを見たから。ひょっとしたらと思ったのよ」


「……連中、火に弱いのか。そうなんだな？」


「ええ。どうやら的中したようよ」


　ビーグルはしばらく呆ほうけたようにユーザーが逃にげ惑まどう様子を見つめていた。だが、我われに返るやいなや連れん絡らく役のメンバーを呼よび寄せ、先ほどの茜の指示をより具体的に伝達した。


「そうだっ。松明だ。急いでやってくれ。そっちの指揮は久く住すみに任まかせる。ただし、戦線は維い持じしたままやれよっ。あと、リン坊ぼうの悪あく魔まには発火能力があったな。攻撃に使うようなもんじゃねえが、あいつら相手なら十分有ゆう効こうだ。威い嚇かくして動きを誘ゆう導どうしろ。燃えてるバイクの方に追い込むんだ。陣じん形けいを立て直すぞ。部隊長一人一人に連れん絡らくを取れっ」


　唾つばを飛ばしながら矢や継つぎ早ばやに指令を下す。その間、茜は冷静な視線で敵の動きを見守っていた。


　途中で一度だけ割り込み、


「直ちよく接せつの殴り合いは控ひかえるようにも言っておいて。連中の側そばによれば、カプセルをのんだＤうＤちのメンバーも獣の姿すがたになるから、もしかすると同じ目に遭あうかもしれない」


「そ、そうだな。よし。格かく闘とう戦の指し揮きは槌つち屋やだったか？　後ろに下がらせろ。ガソリンを抜ぬく作業に回せ」


　ビーグルもすぐに指示に付け加える。細やかな判はん断だんといい、柔じゆう軟なんな視点といい、女じよ性せいならではの頼たのもしさだ。ＤＤにもっとも欠けている資し質しつである。


　ビーグルは、いやはやと首を振ふり、


「あんたが指揮を執とる方が、手っ取り早いな。こりゃ」


「止してよ。みんなが従したがってるのはあなたよ、ビーグル。私はアドバイザーがせいぜいだわ」


　お世辞でなく、茜は言った。ビーグルはもう一度頭かぶりを振って肩かたを竦すくめる。


「それを言うなら、連中が従ってるのは俺でもない。いまここにはいない野や郎ろうのためさ」


　二人は顔を見合わせると、思わずといった様子で場ば違ちがいな苦く笑しようを浮うかべた。「野郎」のために苦労させられている、ナンバー１と２の二人だ。互たがいの胸むねの裡うちは、他の誰だれよりもわかっている。


「ああ、ビーグル。お礼を言ってなかったわ。ありがとう。呼よんでくれて。おかげで私は、いまこうして、この場にいる。自分の意い志しで」


　茜は改めてビーグルに向き合うと、嚙かみしめるように言った。彼女の目には、普ふ段だん以上に大人びた知性の輝きが宿っていた。


「私はずっと、どっちつかずだった。はっきりと去きよ就しゆうを決めてしまうのが恐こわくて、いつも曖あい昧まいなままだった。何かを一つに絞しぼって決めてしまうってことを先送りにしてたわ。──でも、ようやく、自分の意志で、自分のために踏ふみ出すことができた。あなたがきっかけをくれたおかげよ」


「な、なんだい、改まってよ……」


　そんな真正直な礼を受けるなど、慣なれていないし柄がらでもない。ビーグルは狼狽うろたえ慌あわてて、視線を彷徨さまよわせた。


「んな難むずかしいことじゃねえだろ。あんたを呼んだのだって、要するに俺おれ一人が貧びん乏ぼうクジ引くのが癪しやくだったからさ。礼を言われる筋すじ合あいはねえ」


　ビーグルは、水原が見たら大笑いしそうなほど赤くなって、ぶっきらぼうに言い放った。


　茜は「そうね」と答え、微笑ほほえんだ。ビーグルの言う通り。難しく考えることはないのだ。


　もっと自由に。信じたいように信じればいい。


「要はあの馬ば鹿かにつき合ってるだけのことだ。あんたも、俺もな。そう言う意味じゃ、あんたは俺の、得え難がたいダチさ」


「ありがとう。そうね。お互い苦労してるもんね」


「そうともっ。せめて、この祭り。最後まで楽しもうじゃねえの」


「そうしましょう。そして全部終わったら、あのアホ面づらを靴くつ底ぞこではり倒してやるの。泣いて謝あやまるまで」


「……なんかあったの？」


　その後茜は、ビーグルの口から梓たちが到とう着ちやくしたことや、すでに塔とう内ないに侵しん入にゆうしたことを聞いた。


　これで梓たちの居い場ば所しよはつかめたが、逆に心配の度合いは高まった。あの中には、おそらくバールたちが待ち構かまえている。とはいえ、いま茜にできることは、梓らの成功を祈いのることぐらいだろう。そして、せめて他のユーザーたちを追いやる手助けぐらいだ。


　茜が考案し、ビーグルが下した指示は、次し第だいに確たしかな効こう果かを見せ始めていた。


　駐車場のあちこちに火が点ともると、あれほど強固だったユーザーたちの抵てい抗こうが、雪崩なだれのように崩くずれ始めたのだ。


　戦局は、一気に決しようとしていた。


「──ん？」


　敵てきの動きを追っていた茜が、ふと視し線せんを上げ、眉まゆを動かした。


「どうした？」


「塔の壁が崩れたわ。穴あなが開いた」


「なに？」


　ビーグルが慌てて視線を乱らん闘とうから移うつす。茜のいう穴はすぐにわかった。塔の中なか程ほどの高さで、石壁から微かすかな光がもれていたのだ。そして、その穴に人影が見えたと思った瞬間、もれていた光が消えた。


　地上ではすでにいくつもの松明の明かりが揺れているが、あの高さまでは光も届かない。塔の全容は背景の夜空に溶けるようになり、そのシルエットしかわからなくなった。


「なんだ。塞ふさがったのか？」


「……いいえ。あれはたぶん、中の光が消されたんだわ」


　張り詰めた声で、茜は答えた。


　ざわざわと嫌いやな予感が胸きよう中ちゆうに蠢うごめく。茜は闇やみ夜よに目を凝こらしていたが、やがて塔に向かって歩き出した。


　ビーグルも慌ててあとに続き、


「おいっ。まだ近づくな。危き険けんだぞ」


「……梓さんたち、ウィザードの悪あく魔まを召しよう喚かんしたって言ったわよね？」


「あ、ああ。なんの手品だか、あの水原が召喚しちまいやがった」


　次し第だいに足を速める茜。ビーグルも半ば駆かけ足になる。


「となると……中で光が消された意味は一つしかない」


　茜は鋭するどくつぶやき、


「ビーグル！　敵の残ざん党とうはもういいわ。それより、腕うで利ききの悪オ魔ー持ナちーを何人か集めて。あと全員分の松明たいまつと、重量の軽いバイクも。中に入るわよっ」





　　　　◆◆◆◆◆





　完全にチェックメイトといえた。


　敵はこちらの実力を上回り、目の前でまだ臨りん戦せん態たい勢せいを取っている。対して、こちらはせっかく召喚が叶かなった〝影かげ〟を失った。しかも壁に開いた穴に身体からだを潜もぐり込こませていて、退たい却きやくはおろか、下に下りることすらできない。


　──景ちゃん……


　梓は上階への入り口をにらみつけた。その距きよ離りはあまりに遠い。


「すまねえ、梓ちゃん。俺の失態だ」


「……あなたのせいじゃないわ。第一、謝るのはまだ早いわよ」


　水原の消しよう耗もうは激はげしかった。雨の中へバイクを走らせてからというもの、アクセルも緩ゆるめず駆かけつけてバイクを悪魔に突つっ込ませ、初めての悪魔召喚を行い、ユーザーたちの防ぼう御ぎよ網もうを突とつ破ぱし、あげくに執行細胞フアースト・セルの一人と悪魔戦をやらかしているのだ。疲ひ労ろうだけでなく、蓄ちく積せきされたダメージも半はん端ぱではない。


「とりあえず、三人とも五体満足みたいやな。結けつ構こう結構」


　闇の中に殷いん々いんとベリアルの声が木霊こだました。まだ暗闇に目が慣なれないのだが、それでも宙に浮かぶ長身と、長い銀ぎん髪ぱつは見て取れる。梓たちがいる壁の穴と、同じ高さだ。


「悪いが、もうちょっとそこで待っといてもらうぞ。外の連中、追い払はらわなあかんからな」


「……外のユーザーは、あなたたちの命令で動いてるのね？」


「別に命令やあらへん。あいつらはそれぞれ自分の『王国』守ろうとしてるだけや。ま、人心操そう作さしてるんは否ひ定ていせんけどな」


　ベリアルは平然と言い放った。


　他人を操あやつることなど、なんとも思っていないのだろう。その結果ユーザーに被ひ害がいが出ても、眉まゆ一つ動かさないに違いない。


　人ひと柄がらや態度がどうだろうと、彼らは悪あく党とうなのである。目的のために他人を踏ふみにじって省かえりみない。自覚した上で法や倫りん理りに刃は向むかう、筋すじ金がね入りの悪党だ。


「心配せんでも、あとで下ろしたるから。大人しゅうしといてくれ。おっこちんなや」


　小こ馬ば鹿かにするような台詞せりふを残し、ベリアルの身体が降こう下かし始めた。両手はポケットにつっこんだまま、透とう明めいなエレベーターが下に下りていくようだ。


「待ちなさい！」


　闇をのぞき込むようにして、千絵が眼がん下かに叫さけんだ。


「ユーザーを操り、放ほう送そう塔とうを占せん拠きよしてまで、あなたたちはいったい、何をしようとしているの！」


　ベリアルは降下しながら面めん倒どうくさそうに首を上げた。


「なんでもえーやろ。お前らには関係ないやんか」


「関係ないわけがありますか！　あれだけ私たちから、大事なものを奪うばっておいて！」


　千絵が髪かみを逆さか立だてて唾つばを飛ばした。それでもベリアルは悠ゆう然ぜんとしている。


「ワハハ。何を甘あまったれたことを。んなもん、奪われる方が間ま抜ぬけなだけや」


　と、まったく悪びれたところがない。


「ええか、探たん偵てい。世の中、喰くうて喰われるもんなんや。恨うらみ言ごというても意味なんかない。喰えるもんなら気にせんと腹はら膨ふくれるまで喰うて、そのときが来たら、じたばたせんと喰われりゃええねん」


「そんな勝手な理り屈くつを他ひ人とに押おし付けるのが許ゆるせないのよ！」


「まあ、何を喰って何を喰わんかは、確たしかにそいつの勝手やろけどな。お前の好みに口出しする気もないけど……」


　と肩を竦めた。


　そして、


「喰わなんだら腹はら減へるで？　好き嫌きらいは──大きいなれん」


　ベリアルはニヤリとした。


　梓は、暗くて表ひよう情じようが見えないにもかかわらず、彼が底冷えするような酷こく薄はくで自信に満ちた笑えみを浮かべているのがわかった。


　ごくりとのどが鳴る。梓は、いま初めて、敵の本ほん性しようを垣かい間ま見みた気になった。決して甘あまく見ていたわけではないのに、それでも新たな恐きよう怖ふが胸むねの奥おくに生じた。


　梓が抱いだいた感想を、千絵も同じように感じ取った。彼女の腕うでに鳥とり肌はだが立っていた。


　だが、それでも千絵は、あとには退ひかない。


「そんな勝手で生きてるから、あなたたちは世の中から行き場を失ったんじゃないの！　虚きよ構こうの中にしか生きられなくなったんでしょっ？　いい年して、そんなことにも気付いてないの！」


　その千絵の台詞せりふには、横にいた水原がぎくりとした様子を見せた。


　ベリアルもまた降下を停止した。だが、千絵の挑ちよう発はつに怒おこったようではなく、ため息をもらしている。


「その点はごもっともやな。けど、それもまた乙おつなもんやで？　ガキにはわからんかもしれんがな」


「よく言うわっ。そんな言い訳わけ、現げん実じつから目を背そむけてるだけじゃないっ！」


「……ふむ」


　ベリアルは初めて考え込むように首を捻ひねった。頭上の梓たちを見上げ、


「ずいぶん紋もん切きり型がたの批ひ判はんやないか。ユニークな女子高生探たん偵ていらしいもない……ひょっとしてディベートに持ち込みたいんか？　やったら担たん当とうがちゃうで。そういうのは俺やのうて、ひょうたん眼鏡めがねの担当やさかい」


「……なら、その担当者に──いいえ、この件けんの最高責せき任にん者しやに会わせなさい。お見通しの通り。言いたいことはいくらでもあるわ」


「ふーん……」


　ベリアルが考え込むようにあごに手を当てた。


　そのときだ。


　突とつ如じよ塔内に光が差した。入り口から、手に松明たいまつを掲かかげた男たちが、勇ましく叫びながら塔に殴なぐり込んできたのだ。


「ＤＤっ。突とつ破ぱしたのか！」


　水原が身を乗り出した。しかも彼らは明かりを持っている。


　急いで背はい後ごを確かく認にんした水原は、期待した影ができていないのを見て舌した打うちした。光が十分に届とどいていないのだ。ＤＤたちはぞくぞく入ってきているが、彼らの手にしている程てい度どの松明では、さっきまでの篝かがり火びに匹ひつ敵てきするような明るさは作れない。


「なんや～。外の連中、もう負けたんかいな。倍もおるのに。しゃあないなあ」


　ベリアルが頭を搔かく。


　だが余よ裕ゆうを保たもっていたのもそこまでだった。


「みんなっ、無事！」


　よく響ひびく女じよ性せいの声に、梓たちは耳を疑うたがった。声の主を捜さがして、塔の底を見下ろした。


「茜！　なんでここに!?」


　仲間の姿すがたを発見した梓が、悲鳴とも歓かん声せいともつかない声で叫んだ。


　一方茜は地上から三人の位置を確認すると、落ち着いた態度で頷うなずき、隣となりに立つＤＤメンバーに声をかけた。


「あそこよ。お願い」


　命じられたのは茜を連れにカラオケボックスに来た男の一人だった。


　男が召しよう喚かんした悪あく魔まは、小型のバイクを抱かかえていた。その悪魔がバイクの車体を持ち上げた。大たい砲ほうを構かまえるように、ヘッドライトを上へと傾かたむける。


「あ、こらっ」


　ベリアルが舌打ちして両目を赤く光らせた。
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　薄うす闇やみを貫つらぬいて、バイクのビームが空間を横切る。その光を遮さえぎるように、大だい蛇じやが長い胴どう体たいを泳がせた。


　ライトは三人がいる穴あなの二メートル左を横切って外れた。照らされる寸すん前ぜん、大蛇が光線を遮ったのだ。ＤＤの悪魔は何度もバイクを動かしたが、なかなか穴を照らすことができない。


「ええいくそっ。何かぶつける物、落ちてない？」


　千絵が歯は嚙がみしながら辺りを見回した。ベリアルに投げつけるつもりらしい。だが、当然ながら適てき当とうな物は見当たらない。


　ライトが幾いく度ど目めかで遮られたとき、眼がん下かを凝ぎよう視ししていた水原が、覚かく悟ごを決めた顔で立ち上がった。


「二人とも、用意してくれ」


「え？」


　千絵が戸と惑まどった声をもらす。梓はとっさに水原の意図を察し、


「駄だ目めよ、水原くん！」


　しかし水原は梓の手を振り払い、壁に開いた穴から空中へと身を躍おどらせた。


　千絵が声にならない悲鳴を上げる。梓が息を呑んで水原の背せ中なかを凝視する。


「──！　そこよ、止めて！」


　茜が命じた。悪魔が動きを止め、ビームが固定された。


　その光の帯を、水原の身体からだが横切った。


　ほんの一いつ瞬しゆんである。壁かべに巨きよ大だいな影かげが映うつった。水原は大声で叫んでいた。


　悪魔は再ふたたび召喚に応おうじた。


　壁から抜ぬけ出た〝影〟が一直線に飛び出して水原を掬すくい上げる。同時に腕うでを一気に伸のばして穴から身を乗り出していた梓と千絵を鉤かぎ爪づめに引っかけ、自分の許もとへと引き寄せた。一瞬の早はや業わざだ。


　ビーグルが歓かん声せいを上げ、茜がガッツポーズを作る。


　三人を抱だきかかえた〝影〟は、空中を横切って螺ら旋せん階かい段だんに張はり付いた。現げん世せから無む理り矢や理り追いやられたためか、全身に強い憤いきどおりを漲みなぎらせて大蛇を見み据すえている。


　大蛇が戻もどってきた強敵に牙きばを見せて威い嚇かくした。〝影〟の全身がバネのようにたわんだ。


「駄目だっ。上に行け！」


　水原が命じる。〝影〟の動きが一瞬だけ止まる。


「上だっ！」


　水原の両目から、真っ赤な光が迸ほとばしった。


〝影〟はしばらく凍こおり付いたようにじっとしていたが、やがて視し線せんを大蛇から逸そらし、螺旋階段をよじ登り始めた。


　逃にがさじと大蛇があとを追う。さっき対戦したときとは訳わけが違う。リミッターを外されているため、格かく段だんに素す早ばやい動きだ。


　しかし──


「待てや」


　ベリアルは大蛇を止めた。大蛇は一瞬反はん抗こうするような動きを見せた。主あるじに忠ちゆう実じつなベリアルの悪魔としては、希け有うの反はん応のうだ。


「かまへん。それよか下の犬っころ、しばき回せ」


　きっぱりと命じると、大蛇は命令に従したがって鎌かま首くびを下に向けた。そして、空中を泳ぐように長い胴体をうねらせながら下か降こうした。


　ベリアルは悪魔に自律行動をさせながら、まさに天てん井じようの入り口に入ろうとしている〝影〟と三人の少年少女を見上げていた。


「やっぱあの姉ちゃんは、あいつに任まかせた方がいいやろ。思う存ぞん分ぶん吐はき出したら、しばらくはあいつも口数減へらすかもしれへんし」


　と、しかつめらしい表ひよう情じようで、みっともない台詞せりふを口にする。


　ただ、次の瞬間、それまで泰たい然ぜんたる態たい度どを崩くずさなかったベリアルが、初めて愁うれいに満ちた眼まな差ざしを見せた。


「……けど、あの兄ちゃんは、行かせるべきやなかったんやろな」


　しかし、ベリアルはすぐに微び苦く笑しようを浮うかべた。


　いまさら同情でもあるまい。いや、むしろ下手な同情など逆ぎやく効こう果かだろう。自分はただ、自分の役目を果たすだけだ。


　ベリアルは再ふたたび愉ゆ快かいそうな──しかしその底は凍り付くように冷たい瞳ひとみに戻って、地上を見下ろした。ＤＤたちは茜とビーグルの指示で螺旋階段を登り始めている。〝影〟の登場と、梓たちが見事上階に到とう達たつしたことで色めき立っているのだ。


「……舐なめんなよ」


　ベリアルは酷こく薄はくな光を瞳に宿した。





　そんなベリアルの態度には気付かないまま、梓たちは上の階に到達していた。


　明かりはついていない。周りがどうなっているかも不明だった。


　暗くら闇やみの中に入った途と端たん、〝影〟の姿すがたはまたしても消えてしまった。水原は膝ひざに両手を置き、全身の息を吐き出した。空中ダイブをしでかした余よ韻いんで、まだ膝が震ふるえている。


「こ、この馬ば鹿かはっ……バイクのときも言ったでしょっ。一歩間ま違ちがえてたら死んでたじゃない！」


「……ハハ。格かつ好こう良かった？」


「馬ば鹿か！」


　顔を赤くして怒おこるが、それでも水原の様子を気にしているのだろう。声には優やさしさが滲にじんでいる。


　梓は二人の無事にほっと息をつきつつも、慎しん重ちように闇の中へと目を凝こらした。


「何か明かりはあるかしら？」


「ある。梓ちゃん。これ……」


　息も絶たえ絶だえな水原は、身を屈かがめたままブルゾンからライターを取り出した。


「服濡ぬれてるし燃もやすもんもねえからな。影作るには足りねえけど、少しはマシに──」


「──その必要はないよ」


　パッと光が点ともった。


　光は部屋全体に行き渡わたった。一階同様、二階全体がぶち抜ぬきの一室になっている。ただ、雰ふん囲い気きはかなり異ことなっていた。床ゆかには表面を磨みがき込こんだ石のタイルが敷しかれているし、壁には古いが豪ごう奢しやな織おり物ものが飾かざられている。調度品があり、大小いくつもの棚たなが壁に沿そって並ならんでいた。棚を埋うめているのはほとんど本で、古びた革の背表紙が整然と並んでいた。


　光を投げているのは、壁から突つき出る複ふく数すうの燭しよく台だいだ。台だい座ざに乗っている太い蠟ろう燭そくには、特別な仕し掛かけは見当たらない。しかし、その蠟燭は、一いつ斉せいに火を灯ともして、何事もなく輝いていた。


　部屋には、猫ねこ足あしをしたアンティークの椅い子すが一脚きやく置かれている。その肘ひじ木きに軽く腰こしをかけて、一人の青年が三人を見つめていた。


　ひょろりと背の高い青年だった。


　黒くろ髪かみを中ちゆう途と半はん端ぱに伸のばし、柔にゆう和わな顔立ちに穏おだやかな表情を浮かべている。ゆったりとしたシャツにベストを来て、黒のスラックスと革かわ靴ぐつを履はいていた。フォーマルな装よそおいを選んでいるのに、肩かたの張はった印象はまるでなかった。


　鼻の上には半月型の眼鏡めがね。そのレンズの向こう側で、稚ち気きと知ち性せいが同どう居きよした不思議な瞳が輝いている。


　カタン、と水原がライターを落とした。


　重たい一撃をこめかみにもらったように、ふらふらと立ち上がり、両目を剝むいて青年の顔を見つめた。


　青年は少しおかしそうで、少し哀かなしそうな微び笑しようを浮かべた。


「大きくなったな、勇ゆう司じ。再さい会かいできるとは思ってなかったよ」


「……兄あに貴き……」


　水原は喘あえぐように言った。





　　　　３





　塔とうに舞まい戻もどった魔法使いは、ただちに臨りん戦せん態たい勢せいを敷しいた。


　繫つないでいた山犬の群むれを放つ。


　塔を囲む鉄てつ柵さくに魔法の茨いばらを絡からませる。


　暗がりの茂しげみに闇色の石弓を潜ひそめ、梟ふくろうどもに命じて周囲の異い変へんに目を光らせる。


　そして門を閉とじ、その開閉を魔法で封ふう印いんした。


　塔の中の防ぼう御ぎよも怠おこたらない。


　樹じゆ海かいに彷徨さまよう霊れい魂こんを召しよう喚かんし、塔のあらゆる場所に配置させた。彼らの視線は温血の者の血の通いを妨さまたげ、彼らの怨えん嗟さは常じよう命みようの者の命を止める。鋼はがねの刃やいばを恐おそれず、鉄の盾たてをすり抜ぬける闇の殺し屋たちである。


　石像兵ガーゴイルたち一体一体に仮かり初そめの命を吹き込み、上に登る階段を塞ふさいだ。彼らは痛いたみと疲ひ労ろうを知らず、刃は向むかう者が動きを止めるまで攻こう撃げきの手を休めない。恐きよう怖ふを持たず、情なさけを解かいせぬ氷の番兵であった。


　塔はたちまちのうちに魔法で埋め尽くされ、黒い輝きに包まれた。


　それは長い年月をかけて魔法使いが用意した神しん秘ぴの数々であった。神話や伝説でのみ生きてきた古いにしえの秘ひ術じゆつを、彼がその才覚によって甦よみがえらせたのである。魔法で息づき始めた塔は、彼の力の顕けん現げんといえた。


　だが、己おのれの技ぎ量りようを存ぞん分ぶんに振ふるいながらも、魔法使いの心を満たすのは、自じ尊そんや高こう揚ようではなく、苛いら立だちと焦しよう燥そうだった。


　少女のことがどうしても脳のう裏りから離はなれないのだ。確かに一時的な窮きゆう地ちは脱だつしたようだが、真の敵はまだ残っている。


　あの三つの魔。


　わずかな接せつ触しよくでも、その力の広大にして深遠たることは知ることができた。あれはもはや、「創そう造ぞう」の側にいる者たちだ。魔法使いがいまだ模も索さくする道のりの、はるか先に到達しているに違ちがいない。


　そして、女王の態度も気になった。


　彼女は塔に帰き還かんしたあと、魔法使いが与えた私室に引き籠こもっている。騎士と決着をつけるべきは魔法使いただ一人である。もとより助力など求める気はないが、彼女の真意がまるでつかめないことが、魔法使いの胸中をかき乱みだしていた。


「……くそっ」


　魔法使いは舌した打うちして思考を制せい御ぎよする。


　どのような懸け念ねんがあるにせよ、いまはそれに構かまっていることはできない。


　騎士が来るのだ。


　魔法使いは雑ざつ念ねんを振ふり払い、塔のあらゆる扉とびらに鍵かぎをかけて、最上階に登った。


　女王がいる私室は、奥の間である。魔法使いは控ひかえの間に立ち、正面にある両開きの扉を見み据すえた。扉の向こうが下階に通じる階段になっている。下から来る道は、ここしかない。


　打てる手はすべて打った。だが、それでもなお、騎士はここまで登り切るだろう。最後は魔法使い自らの手で、勝敗を決せねばならない。


　魔法使いは両目を閉とざした。


　深い深しん呼こ吸きゆうを一定の間かん隔かくで繰くり返す。最後の魔法──神代の禁きん呪じゆを操あやつるべく、精せい神しんを統とう一いつさせる。


　つまらない情じよう緒ちよを封ふうじ込め、脇わきへと押おしやった。変わりに、身体からだの奥に眠ねむる──確たしかに存そん在ざいするもう一つの面を前へと持ってきた。


　魔法使いは無理矢理に笑った。不敵な笑みを。不ふ遜そんな笑みを。敵を屠ほふるときの笑みを。狂きよう気きに踊おどるときの笑みを。狡こう猾かつで冷れい徹てつで容よう赦しやない、王国の住民どもを震ふるえ上がらせてきた、あの笑みを。


　歯を剝むく。目をぎらつかせる。まだ幼おさなさの残る魔法使いの顔が、つややかな闇やみに塗ぬり潰つぶされていく。


　自分の中にいるもう一人の誰だれかが、邪じや悪あくな闇の力を携たずさえて戦いの準じゆん備びを──





　──『ケイチャン』





　危あやうく魔法の制せい御ぎよを誤あやまるところだった。際きわどいところで自制を取り戻し、魔法使いは召喚を成功させた。


　身体の周囲に霞かすみのような黒い靄もやが蠢うごめき出す。地じ獄ごくの劫ごう火かと共にあり、その光を何千年と受けて鍛きたえられた意い志し持つ暗闇。『虚闇コアン』と呼ばれる闇の生命である。


　魔法使いは汗あせをぬぐった。


　危あぶないところだった。『虚闇』を操るには、常に魔法の檻おりで闇を結界内に封ふうじ込め続けねばならない。呪文の言葉、発音の抑よく揚よう、思考の流れ、精神の集中。どれか一つ欠いても、術者はたちまち闇に喰くわれるのだ。


　自制には絶対の自信があったが、まさに正念場を迎むかえたこのときになって、それが揺ゆらいでいた。それほど、少女のことが気がかりだった。


「……だが、戦いを避さけることはできぬ……」


　彼は魔法使いなのだ。


　騎士が来たからには、迎むかえ撃うたねばならないのだ。


　魔法使いは己おのれを叱しつ咤たし、扉へと視線を戻した。やがて来る宿敵を待つために。





　　　　◆◆◆◆◆





　──そうだった。


　梓は言葉をなくして立ち尽つくした。


　──ベルゼブブは、水原くんの……


　迂う闊かつにも、そのことを失念していた。こんな因いん縁ねんがあるだろうか。梓は水原の顔をまともに見ることができなかった。


「しかしまあ、冷や冷やしたぞ。お前があんな無茶をするとは思わなかった。海うみ野の君が叱しかった通りだ。子こ供どもじゃないんだから、もっと自分の身を大事にしなさい」


　ベルゼブブは砕くだけた口調で言った。どこか、からかうような響ひびきがある。それはちょうど、年の離はなれた兄が、やんちゃな弟を諭さとす口くち振ぶり、そのものだった。


　水原が返事をしないでいると少しだけ眉まゆを上げ、


「どうした？　せっかく久ひさしぶりで会えたっていうのに、口の達者なお前らしくもない」


　と苦笑を嚙かみ殺す。


「……まあ、白はく状じようすれば、お前とだけは会わないつもりでいたんだ。こうも立場が違ちがってしまっては、昔のようにはいかないだろうし。……これは久美子君には言ったんだが、できればお前には表の世界を歩いてもらいたかったよ。僕ぼくと違って、お前は根が優やさしい奴やつだから」


　ベルゼブブは両手をスラックスのポケットに入れて、リラックスした様子だった。身を固くして立ち竦すくむ水原とは対照的だ。


　梓は二人を見み比くらべずにいられなかった。兄弟それぞれと向き合っているときは気付かなかったが、そうして見ると二人はとてもよく似にていた。


　どちらも変わり者で人ひと懐なつっこい。脳のう天てん気きを装よそおいながら、実は深い思し慮りよを備そなえている。そして、兄には鋭するどい知性と豊ゆたかな包ほう容よう力りよくがあり、弟には秘ひめられた情じよう熱ねつと勇気があった。


　かつて水原が兄について話していたときのことを、梓は思い出した。そのとき彼は、顔をしかめながら敵の首しゆ魁かいについて話していた。しかし、同時に身内への親しみを隠かくしようもなくのぞかせていた。


　水原勇司は兄を慕したっていた。


　そして、水原信司もまた、弟を可愛かわいがっていたのだろう。


「お前には、夜ここは向いていない」


　とベルゼブブは続けた。


「悪魔を召喚する素質がなかったのが、いい証しよう拠こだ。自分でも自覚はあっただろうに、しょうがない奴だな。どうして僕のあとを追いかけたりしたんだ？」


　ベルゼブブの問いかけは、柔やわらかい声だった。弟を見る目が、驚くほど優しい。


　それでも、水原は何も答えることができなかった。あまりにも大きな感情に呑のまれ、身動きが取れずにいる。わずかに瞳ひとみを熱くして、兄の──六年も前に死んでしまったはずの兄の顔を見つめていた。


　そんな水原に代わり、千絵が一歩前に出た。


　すでに好こう敵てき手しゆと認みとめたのか、ベルゼブブはにんまりと表ひよう情じようを改めた。


「ごきげんよう、海野君。相変わらず元気そうだね。髪かみは惜おしいことをした。でも、その髪形も似に合あっているよ」


　普ふ段だんの水原を彷ほう彿ふつとさせる調子の良さで、ベルゼブブはうそぶいた。そんなおべんちゃらまで、本当に似ている。


　ただ、一ひと癖くせあるという意味では、兄が弟を凌りよう駕がしていた。そして、千絵はそのことを、よくわきまえていた。


「これが、あなたたちの目もく論ろんでいた『王国建国』なの？」


　千絵は余よ計けいな言い回しはせず、真まっ直すぐに問いかけた。


　ベルゼブブはチェシャ猫ねこのように笑った。裏うら側がわに秘ひめたものを隠し、笑みだけが見る者の脳裏に映うつる。そんな笑い方だ。


「そうだよ。百パーセント満足とはいかないけど、まずまずの出来だ。あとは細かい修しゆう正せいを加えていけばいい」


　とベルゼブブは千絵の質しつ問もんに率そつ直ちよくな返答をした。


「もともと、こういうものはこっちの認にん識しき下かでは完成し得ないものなんだ。芸げい術じゆつ作品にしろ政せい治じ形けい態たいにしろ、この世の中には『最さい適てきな』ものはあっても──まあ実じつ際さいはそれすら机き上じようの空論なんだが──『完かん璧ぺきな』完成品なんて存そん在ざいしないからね。適当なところで区切ってしまって、あとは『その他』の要素が存在しない認識領りよう域いきに持っていけばいい。そうすればあっちでは『完全』な国ができあがる。イデア論てわかる？」


「……ええ」


「なら、そういうこと。『王国』は思念の世界だからね。万人にとっての理想の国にも成り得るというわけだ」


　すでに千絵の理り解かい度どを見切っているのだろう。ベルゼブブはなんの前置きもなく難なん解かい極きわまる話を切りだした。


　梓は目を白黒させた。この二人は、挨あい拶さつもそこそこに、なんの話をしているのだ。


「そんなものを作って、どうしようというの？」


「ああ、その質問はされるだろうなと思っていたよ。実を言うと、どうする気もないんだ。僕らの目的はあくまで『建国』でね。そこから先は特に考えてない」


「……ずいぶんと無む責せき任にんな話じゃない」


　ぎりっと千絵が奥おく歯ばを嚙かむ。ベルゼブブは鋭するどい視し線せんを当てたまま「そうかな？」とつぶやいた。


「金や名めい誉よのために作品を生み出すアーティストばかりじゃないだろ？　記録のことしか考えないアスリートや、ただ知りたいから学ぶ学者はいくらでもいる。何かを為なして、それからどうするかということは、何かを為すためのモチベーションとは必ずしも一いつ致ちしないんだ。いや、むしろ一致しない場合の方が多い。人が美を愛めでるのは、ただそれが美しいからだ。なぜ山を登るのか？　そこに山があるからだろ？」


「夢ゆめと浪漫ロマン──とでも言うつもり？」


「まさに然しかり。もっとも、君が、その二つの概がい念ねんが意味するところを、正確に理解していると前ぜん提ていしてだが」


　ベルゼブブの笑えみが鋭さを増ます。千絵は鼻で笑った。


「アーティストやアスリートや学者が、『何かを為す』ことに打ち込こめるのは誰のおかげ？　その人たちの日々の食事や衣服や住じゆう居きよは、誰が提てい供きようしていると思うの？　偉い大だいな芸術作品や、記録や、科学的発見は、いったい誰のおかげで支ささえられてると思ってるの？」


「ここで社会責任を持ち出されると論点がずれるんだがね」


「いいえ、ずれてなんかないわ。才さい能のうある人たちが活かつ躍やくできることは、それは素す晴ばらしいことでしょう。でも、彼らが才能を発はつ揮きできるのは、彼らの生活を社会が保ほ証しようしているからよ。社会を構こう築ちくする人たちが、汗あせ水みず垂たらしてるおかげじゃない」


　千絵はギラリと両目を光らせた。


　殴なぐるわけでも罵ののしるわけでもないが、彼女が全身から発する気配は鋭かった。構かまえたサーベルをひと振ふりずつ斬きり込ませる剣けん士しのそれだ。練達の使い手同士が、互たがいの手の内を読みながら一合二合と刃やいばを交まじえる。そんな緊きん迫ぱく感がじわじわと高まっている。


「人間は芸術を追究する生き物である以前に、社会的な営いとなみを必要とする生物なの。前者ではなく後者こそが、ホモサピエンスが人間と呼よばれる所以ゆえんだわ」


「人の間と書いて、『人間』てわけかい？　君はつくづく古典道徳の崇すう敬けい者なんだね」


　ベルゼブブはクスリと肩かたを振ふるわせた。嘲ちよう笑しようではなかった。本心から感心し、面おも白しろがっているのだ。


「そうだなあ。じゃあ少し話が逸それるが、簡かん単たんな歴史を紐ひも解といてみよう。アルベルト・アインシュタイン。ウェルナー・フォン・ブラウン。ジョン・ロバート・オッペンハイマー。エドワード・テラー。ネイル・ボーア。エンリコ・フェルミ。有名なところでは、それぐらいかな？　近代物理学を切り開き、世界の秘ひ密みつに迫せまった探たん究きゆう者しやの方々だ」


　ずらずらと並ならべ立てた人名には、梓にも覚えのある名前がいくつかあった。ベルゼブブの言う通り、著ちよ名めいな物理学者たちだ。


　そして、梓の記き憶おくが確かなら、第二次世界大戦期、原子爆ばく弾だんの開発に関わった者たちの名前である。


　千絵は眉まゆをひそめ、


「……自分は彼らと同じだって言いたいわけ？」


「彼らの気持ちは、わかるつもりだよ」


　ベルゼブブは傲ごう岸がんにも言い放った。挑ちよう発はつ的な口振りだ。


　千絵は思わず足を前に踏ふみ出した。


「彼らは生しよう涯がい自分の罪つみを悔くいたはずよ。そして後世の人間に、とても貴き重ちような教訓を残してくれたわ。私たちはその教訓を学び、結果として核かくを否ひ定ていする立場を選ぶことができたんじゃない。それこそ彼らの果たした社会的意い義ぎだわ！」


「……そう。だが、当時核は使用された。核が否定されたのは、もっとのち──戦後世論が変わってからのことだ」


　ベルゼブブの目が妖あやしい光を帯びた。


　だんだんと彼の言葉が不ふ可か解かいな響ひびきを示しめし始めていた。微び妙みようなイントネーションが、空気のうねりとなって肌はだにまとわりついてくる。


　梓は、頭の芯しんに痺しびれるような感覚が芽生えてくるのを感じた。呪のろいのかかった万まん華げ鏡きようをのぞき込んでいるようである。


　そっと千絵の様子をうかがう。彼女もまた、彼の話術に引き入れられないよう、きつく唇くちびるを嚙んでいた。


　ベルゼブブはゆっくりと話を再さい開かいする。


「いま君は科学者たちが後こう悔かいしたと言ったね。たぶん、そうなんだろう。でも、それはすべてが終わったあとのことだと思うかい？　そんなはずがない。彼らに、自分たちの研究成果がどのような結果を招まねくことになるか、わからなかったはずがないんだ。開発している最中だって、彼らは悩なやみ、苦しんでいたはずだよ。しかし開発を中止しようとはしなかった。理由は色々あるだろう。政せい府ふに強きよう制せいされた。研究者としての意地や名めい誉よ。他国に先んじられる恐きよう怖ふ。だがね。それらを総そう合ごう的に言い表すなら、要するに『世論に押おしやられた』ってことなのさ。世論、あるいは時代の要よう請せい。なんと言ってもいい。当時の人々が抱いだく様々な思いが、ぼんやりと一つに集結した力──僕流の表現で言う、広義での共通認識だ。核の開発はね。つまるところ、世界に求められた結果として生まれてきたんだ」


　と、一度言葉を切り、わずかずつ口調を変化させながら先を続ける。


「言い訳わけをするつもりはない。僕らは『王国』を作った。多くの犠ぎ牲せいを他者に強しいることを承しよう知ちして、自分たちの願いを優ゆう先せんした。でもね。僕たちの力だけでは『王国』の召しよう喚かんを達成することは不ふ可か能のうだったんだよ？　君がこの春にファプルで見た通りさ。『王国』は、あれを求める大おお勢ぜいのユーザーによって召喚されたものなんだ。もちろん、彼らを操あやつることはした。カプセルをばらまき、アンダーグラウンドにオカルトの土台を築きずいたのだって僕らなんだからね。でも、やっぱり僕らの力だけじゃあ成し得なかっただろう。僕らのしたことはきっかけ作りさ。ただ呼び水を差したに過すぎない。僕の敷しいた運うん河がに支し流りゆうが集まり大河となったのは、僕らの用意したシステムが世界に受け入れられ、求められたからだ。カプセル然しかり。セルネット然り。『王国』然り」


　ベルゼブブの双そう眸ぼうが、千絵の澄すんだ瞳ひとみをのぞき込んだ。


　半月型の眼鏡めがねをかけた、とぼけた容よう貌ぼうが、底の知れない表情をのぞかせている。相変わらず椅い子すの肘ひじ木きに腰こしをかけた行ぎよう儀ぎの悪い体たい勢せいでいるが、いつの間にか、豹ひようが獲え物ものに忍しのび寄よるように、身体からだを前にのめらせていた。


「……海野君」


　と舌したなめずりをするように千絵を呼ぶ。


「失礼ながら、君が道すがら姫ひめ木き君に話していたことは、僕も聞かせてもらったよ。とても多くの部分で賛さん同どうできる意見だった。君の考える通り。いまも昔も、世の中は変転し続けている。そして、次に来る世界は、君が漠ばく然ぜんと想そう像ぞうする奇き異いで不気味な世界になるかもしれない。その可能性は高いと思う。葛根市にも、その兆ちよう候こうははっきり現あらわれてる。カプセルに関かかわる者なら、その兆候を少なからず捉とらえているはずだ。とすればだよ。次に来る世界では、『王国』のような存在は、より大勢の人々に求められるんじゃないかな？　そして、ここよりもずっと広く、容認されるんじゃないかな？」


「現実に背を向けて？　そんなもの──」


「『君は』容認できないだろうね。でも、他の人間が現実より虚きよ構こうを選ぶことを、君は頭ごなしに否定するのかい？　虚構の価か値ちは現実より低いと、言い切ることができるかい？　あれだけ社会の先行きが暗いことを、嘆なげいてた君が？」


　千絵はぐっと言葉を詰つまらせる。


「……千絵？」


　梓は思わず後ろから声をかけた。しかし千絵は振り向かない。全身を張り詰めさせて、見えない重圧に耐たえている。


　──拙まずいな。


　論法の良し悪しなど、梓にはわからない。だが、それでも千絵の旗色が悪いことは見て取れた。悔くやしいのは、千絵の援えん護ごができないことだ。


　ところが、梓だけでなくベルゼブブも、千絵の態度を見て軽く眉まゆをひそめた。


　なんと困こまったように、


「うーん。どうも君は、僕に言い負かされまいと頑かたくなになってる気がするな。君だって言ったじゃないか。街のジャンキーたちは無理矢理放り出された自由の海で途と方ほうに暮くれているって。価値観は相対化し、選せん択たく肢しばかり徒いたずらに増ふえ、誰だれもが本当に大切なものを見つけることができなくなるってさ」
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　ベルゼブブが同意を求めて千絵を見た。彼女は不ふ承しよう不ぶ承しよう頷うなずいた。


　それを見たベルゼブブは、


「うん。僕も同意見だ」


　と一度認めた上で、「だがね──」と先を続ける。


「だがね。その一方、己の価値観──自らの存在意義を確固として確立し、その価値観に迷まよわず殉じゆんじる意思がある人間にとって、いまの世の中ほど可か能のう性せいに満ちた場所はないかもしれないよ？　虚きよ無むの大海を渡わたりきる技ぎ量りようと自信があるなら、いま目の前に広がる世界は、人類の歴史上で稀まれに見るほどの、途方もなく自由な世界に映うつるはずだ。君は、そうした人間たちの可能性を否定するのかい？」


「否定なんかしないわ。むしろ、これからは誰もがそうしなければならないと思ってる。でも、だからといって何もかもが許ゆるされるわけじゃないっ。あなたの作った『王国』は、他人との繫つながりを断たち切って成立するものよ。それは、『王国』を選択した当人だけじゃなく、その人との接せつ触しよくを求める人にまで犠ぎ牲せいを強しいる。人間なんてものは、絶対に一人じゃ生きられないわ。いいえ、存在することすらできないでしょう。自分の中に他人を受け入れるということは、人間の根こん幹かんを成すことなの」


「いや。それすら今後は変わっていくかもしれないぞ？　『人間』の在り方そのものが変へん質しつする可能性さえも、いまの──これからの世の中は秘めている」


「そんなもの……人間性を捨すててまで人が生きていけるわけがないわ！」


「それはどうだろう。例えばここに」


　とベルゼブブは自分の胸むねを親指で示しめし、


「悪あく魔まがいる」


　ニッと笑った。


　作さく為いのない笑みだった。


　しかしそれは、人が意図せず蟻ありを踏ふみ潰つぶすような作為のなさであり、無む常じようすら感じさせる笑みだ。


　身体中の血が抜けていくような寒気を覚え、梓は身体を震ふるわせた。


　──そうだ。


　彼はすでに、この世にいない。自らが話す奇き怪かいな論理を、身をもって体現しているのである。


　幻げん覚かくの塔とうの中、死人と面と向かって、世界の実像を論じているのが、いまの自分たちの現実だ。果たしてこれはいまだけの──オカルトに足を踏み入れたが故ゆえの、非常時的な現実なのだろうか？　それとも、この不ふ条じよう理りで非現実的な現実すらも、世界が内包する可能性の一面なのだろうか？


　ベルゼブブは口調を改め、


「……まあ、ちょっと議論を先走り過ぎた。話を戻そう。僕ぼくも、つい虚構虚構と繰くり返してしまったけど、人にとって現実と虚構の違いなんてものは、実は大したことじゃないんだ。何度も説明してるが、要は認識の持ち方でね。その辺り、オカルトという分野は古来より認識というものの本質を深く考察してきた。君は他者との繫つながりを重じゆう視しする。でも、他者ってなんだろうね？　主観が認識する像に過ぎないんじゃないかい？　あの『王国』は、その点、実に象しよう徴ちよう的だ。何しろあそこでは、女王を除くあらゆるキャストは、創造主である物部君が演じてきたんだからね。他者とは、彼が認識し、彼が演じる『役』に過ぎなかった。現実だってそんなものさ。海野君。君にとってもね。この僕も、そこの姫木君だって、君が頭の中でそんな風に認識している虚像に過ぎないんだぜ？　ひょっとすると君だって、生まれたときからずっと『王国』の中に暮らしているのかもしれないじゃないか？　違うかい？」


　悪魔が問う。スッと間合いを詰め、心しん臓ぞうに剣つるぎの切っ先を差し込む。敵てきに王手チエツクメイトをかける、必殺の問いだった。


　まともに答えようとしていれば、その瞬しゆん間かん悪魔の奸かん計けいは千絵の意い志しを挫くじいていただろう。しかし彼女は、その切っ先を際きわどくも躱かわした。


「いい加か減げんにしなさい。独どく我が論ろんはもうたくさんっ。シュティルナーもウィトゲンシュタインもクソ食らえだわ！」


　理り屈くつに先んじる、身体からだの底から湧わき上がってくる怒ど声せいで千絵は応おうじた。


　ベルゼブブは悪戯が過ぎたという顔で、わずかに首を竦すくめた。


「あらあら。可哀かわい想そうに。シュティルナーなんて結構不ふ憫びんな人生を送ってるんだよ？」


「エゴイストは嫌きらいなのよ！」


「あー、そう？　……わかるよ、うん。いかにもそうだろうね……」


　困こまったように愛あい想そ笑いを浮うかべながら、ベルゼブブは反論しないで口を閉とざした。そうした仕草も、いかにも彼の弟を連想させる。


　千絵は大きく息を整えながら、「ふんっ」と荒あら々あらしい鼻息をついた。


　続けざまに口を開け、


「先走ってたのはお互い様みたいね。要するに私が言いたいことは、自分さえ良ければ他人なんかどうでもいいって馬ば鹿かを増ぞう長ちようさせるようなシステムを、肯こう定ていすることなんかできないってことよっ。冗じよう談だんじゃないわ。甘あまったれたガキじゃあるまいに」


　と、乱らん暴ぼうに吐はき捨すてる。まるで久美子が乗り移うつったかのような態たい度どだ。ベルゼブブは苦く笑しようせずにいられなかった。


「海野君。いま君は何気なく言ったがね。実は、『王国』とは極きよく論ろんすると、『甘ったれたガキ』のためのシステムなんだよ。これまでの世界は、子こ供どもに『成長』を強きよう制せいしてきた。そして、それは上う手まく回っていたんだ。ところが、現代ではそのシステムに揺ゆらぎが生じつつある。頭打ちになっている。だから、それを補おぎなう形で、『王国』は実現したのさ」


「そんなシステムが蔓延はびこった日には、人類社会は崩ほう壊かいするわ」


「それもまた変化の一つだ。それに、人が滅ほろびを許きよ容ようしないなら、その前にまた異ことなる潮ちよう流りゆうが起きているさ。『夢ゆめと希望は真実だ』っていう共通認にん識しきがね」


　それを聞いた千絵は、


「待つまでもないっ」


　と声こわ高だかに告げた。


「その共通認識は、いま、この世界でも十分有ゆう効こうよ！　そう思ってる人は一いつ杯ぱいいるわ。私はその中の一人に過すぎないの。時代の潮流ですって？　上等じゃない。ジャンキーどもの戯たわ言ごとに、世の中がうんと言うもんですか！」


「あ、それは差別発言だよ、海野君。ジャンキーにだって基き本ほん的てき人じん権けんは認みとめられている」


「ラリってピーチクさえずってる馬ば鹿かどもを、いちいち相手にしてられますかっ。基本的人権なんてものは、性しよう根ねたたき直してから好きなだけ与あたえてやるわよっ」


「そんな無茶な……それにほら？　彼らは社会の歪ゆがみが生んだ犠ぎ牲せい者だという見けん解かいもあるわけだし……」


「あなたねっ。いい加減にしなさいよっ？」


　両手を腰こしにつけ、柳りゆう眉びを逆さか立だたせ、物ぶつ騒そうな眼まな差ざしを突つき出すようにして、千絵はベルゼブブの顔をにらみつけた。彼はたじろがずにいられなかった。


　千絵は言う。


　声を大にして叫さけぶ。


「そんなのはねっ。自分で自分の幸せをつかめない奴やつ──つかもうと努力すらしない奴らが、勝手に不幸気取ってナルシズム入れてるだけじゃないっ。いまの世の中が不平等ですって？　だから何よっ。それがどうしたのよっ。そんなことぐらいで、へこたれてどうするの？　最初から幸せ一杯な人なんか、いやしないわ。他人がどんなに羨うらやましがってる人でも、何もしないままのうのうと生きてて、幸せになれるわけなんかないのよっ。そりゃ、ひどいハンデを背せ負おって生きてる人は一杯いるわよ？　悲ひ惨さんな境きよう遇ぐうしか与えられずにきた人だって、たくさんいる。でも、それを嘆なげいてどうにかなる？　己おのれの不幸を世の中に呪のろって、それで自分が幸せになれる？　なれるわけないでしょ!?　前向きに生きて行かなきゃ、人生なんて拓ひらけないじゃないの！」


「だ、だからさ。不幸な人間が自分の幸せのために他人を喰くい物にするっていうのが、いまどきの流は行やりなわけで──」


　ベルゼブブが発言しようとすると、千絵は顔を真っ赤にした。


「卑ひ怯きような理り屈くつを持ち出すなっ！　それを容よう認にんしてたら不幸が終わんないでしょ！　そうさせないためにこそ、何千年も前から『道徳』ってもんがあんのよっ。偉えらそうな口叩たたいておいて、そんなことすらわかんないの!?」


　小鼻をぷっくり膨ふくらませ、千絵は胸むねを張はって断だん言げんする。


「世の中のほとんどの人はね。自分が幸せでいられるなら、他人の不幸なんて喜びやしないのっ。周りの人もみんな幸せになってほしいと思うものなのっ。だから、人類はこんなにもたくさんの同どう胞ほうを持てたんじゃないっ。それがわかっているから、誰もが愛情を肯定してるんじゃないのっ。『王国』が受け入れられるですって？　ハッ！　馬鹿おっしゃい。人が、愛し愛されることより孤こ独どくを選ぶもんですか！」


　凄すさまじい言葉の弾だん丸がんが、正面から悪あく魔まを乱らん打だする。華か麗れいにサーベルを振り回していた悪魔は、しっぽを巻まいて口を閉とざした。些いささかあっけにとられているようである。


　梓は思わず笑えみをもらした。


　千絵の啖たん呵かは、いかにも彼女らしい真まっ直すぐな力強さに満ちていた。健全さとは力なのだと、そう梓に教えてくれる。


　千絵の言葉の輝かがやきに後あと押おしされ、梓も一歩前に出て相あい棒ぼうと肩かたを並ならべた。


「わたしも、その一人」


　はっきりと宣せん言げんする。


　千絵の目にみるみる力が溢あふれかえった。ベルゼブブは不服そうに顔をしかめた。


「君は、かつて自分が創そう造ぞうしたものを否ひ定ていするのか、姫木君？」


「そうよ。わたしは、自分が間ま違ちがいを犯おかしたら、過あやまちを認めて、その間違いを正すの」


「……物ものの部べ君はどうなんだ？」


「気にしないで。もし景ちゃんが間違えてるなら、わたしがきちんと、責せき任にんを持って、その間違いを正させるから。だから──」


　梓はベルゼブブを正面から見み据すえた。


　そして自分の要求を突つき付ける。


「景ちゃんに会わせなさい」


　ベルゼブブは一つため息をついた。


　腕うで組ぐみをして、先生の言うことを聞かない上、自分の言い分を譲ゆずろうとしない問題児を見るような目で、梓と千絵を交こう互ごに見つめた。


　そのとき──、


「兄あに貴きは、どうなんだ？」


　ぼそり、とつぶやく声がした。


　ともすれば聞き逃のがしそうな小さな声だ。しかし、にらみ合っていた三人は、その声に鋭するどく反はん応のうして視し線せんを投げた。


「兄貴は──自分のやってることを、間違いだと思ったことはないのか？」


　水原は伏ふせていた顔を上げて問いかけた。彼の瞳には、これ以上ないほどの真しん剣けんな輝きがある。


　ベルゼブブは姿し勢せいを正して、弟と対たい峙じした。


「……『王国』は様々な要素が偶ぐう然ぜん重なって成立した奇き跡せきだ。僕はその奇跡を素す晴ばらしいものだと感じた。間違いだとは思ってない」


「なら……」


　水原がぐっと歯を嚙かみしめる。


「なんで死んだ？」


　その問いは、問われた本人以上に、聞いていた梓と千絵をハッとさせた。


「教えてくれっ。俺おれは、兄貴が自殺した理由が知りたくて、カプセルの世界に首を突つっ込んだんだ。どうして、兄貴は自殺した？　セルネットは順調で、『王国』の建国も進んでたんだろ？　なのになんで──」


　──水原くん……


　梓は水原の横顔を正視した。水原は必死だ。なのに、答えを聞くことを恐おそれている。


　弟の質問に、ベルゼブブは滅めつ多たにないほど表ひよう情じようを引き締しめた。


　過か去こを回想するかのように目ま蓋ぶたを閉とじる。そのまま長い沈ちん黙もくが落ちる。


　そして、閉ざされた瞳が開いたとき、彼の顔には凄せい絶ぜつと評ひようすに相応ふさわしい冷れい笑しようが、くっきりと刻きざまれていた。


「僕は失敗したんだ」


「……失敗？」


「そう。僕はね、勇司。物部君が夢む想そうした『王国』に魅みせられていた。あの二人が世界を紡つむぐのを見て、ワクワクしていた。だから二人の仲が不幸にも引き裂さかれたとき、とても哀かなしくてやり切れなかった。諦あきらめることができなかったんだ。どうしても」


　とベルゼブブは語った。


　視線が水原を通り越し、過去を回想する眼まな差ざしに変わった。


「……物部君と離り別べつした女王を、僕たちは再ふたたび手に入れた。彼女の力は一度の堕落クラツシユを経へて比ひ較かくにならないほど強まっていた。現げんに、僕がカプセルを召喚してのけたことでも、彼女の凄まじさはわかるだろう。しかもあれは、堕落クラツシユの際さいに飛び散った、彼女の力の、ほんの欠片かけらに過ぎなかったんだよ？　彼女が本気になれば、いったいどれほどのことが可能になるか……認識を操そう作さするということは、対象となる者の世界を改変することだ。それは限げん定てい的ではあっても──いや、限定的であるからこそ、その限かぎりに置いて万ばん能のうを保ほ証しようする。偉い大だいな力さ。だから僕は……ううん、違うな。そんな万能感なんて、大して凄いとは思わなかった。やっぱり僕は、ただあの『王国』にこだわっていたんだ。あそこが好きだった。……勇司。僕は、あの『王国』に行きたかったんだよ」


　過去を見るように瞳を細め、ベルゼブブは告白した。水原は呆ぼう然ぜんとなって、兄の言葉に耳を傾かたむけていた。


　彼の前で兄が本心を吐と露ろするのは、これが最初で──おそらく最後だ。


「だから僕は、再び女王を取り戻したとき、自分が続きを引き受けようと思った。自らの手で、かの夢を成し遂とげようとした。それが『建国』の始まりさ。僕は、物部君の意い志しを継つぎ、彼に替かわる物語の語り部べになろうとしたんだ。……身の程ほど知らずにも、ね」


　そう、ベルゼブブは最後に付け加えた。


　瞳の焦しよう点てんが、再び水原に結ばれる。ベルゼブブは少し間を置き、再び話を再開した。それはもう、告白というより告こつ解かいに近い口振りだった。


「僕は女王には……《夢む魔ま》には自エ我ゴなんてないと思っていた。彼女が物部君に見せる態たい度どはつまるところ擬ぎ態たいに過ぎず、宿主の精せい神しん補ほ完かんをし、且かつ宿主との意思疎そ通つうを円えん滑かつにするためのインターフェイスに過ぎないんだ、ってね。ふふ。とんだ間違いだった。彼女の態度が擬態に見えたのは、ただ単に彼女が未み熟じゆくだったからだ。人と比べて遥はるかに未完成な精神だったからさ。けど、どれだけ未熟で未完成でも、また、人のそれとは異ことなっていたとしても、彼女の心は偽にせ物ものではなく本物だった。僕に憑ついた時点では、彼女の力は翳かげりを見せなかった。ところが『王国』を再生しようとすると、その力が歪ゆがみ出した。形を見せ始めた『王国』も、物部君が描えがいたものとは似にても似つかぬ代しろ物ものだった。それどころか、なまじ彼の『王国』に似せようとしたものだから、歪いびつなバッドコピーになった。あのときは我われながら落ち込んだよ。自分にはその資し格かくがないんだってことを、まざまざと見せつけられた気分だった。彼女は自らの意志で、物部君を選んだんだ。自らの悪オ魔ー持ナちーとして」


　耳を傾けていた梓が、びくりと肩を振るわせた。


　──自らの悪オ魔ー持ナちー……


　梓の動どう揺ようを正せい確かくに把は握あくしているらしく、ベルゼブブは意味ありげな視線を彼女に向けた。だが、口に出しては何も告げなかった。


　ベルゼブブの目には、梓への敵てき意いや挑ちよう発はつはない。ただ、自分が知っていることを、彼女にも知っていてもらいたい。その要求だけが浮うかんでいる。


「……そのあとも幾いく度どか『建国』を試みた。手を替かえ品を替え、考えつく限りのアプローチで。けど、彼女の貞てい操そうたるや大和やまと撫子なでしこも真っ青で──というより、彼女は心変わりというものを知らないからな。すべて徒労に終わった。いや、もっと悪い。反発し、暴ぼう走そうしそうになる彼女を止めるため、僕は数少ない友人を犠ぎ牲せいにさえした。彼はその後長い眠ねむりに落ち、貴き重ちような人生を浪ろう費ひした。あいつだって覚かく悟ごはしてたんだから、悪いなんて思わなかったがね。けど……悲しくはあった。とても悲しかった」


　ベルゼブブはそう言って瞳ひとみを閉とざした。


　悲しかった、と言うにしては、その口調に悲しみの色は見えない。あるいは悲しんでいるのかもしれないが、それは成せい層そう圏けんで燃もえ尽つきる流れ星になれない小さな隕いん石せきに似て、梓や千絵、そして水原たちの未み熟じゆくな眼力には、捉とらえることができなかった。


　ベルゼブブは続ける。


「結局、僕ぼくは諦めた。となれば、『王国』が叶かなわない以上──そして女王を制せい御ぎよできる保ほ証しようがない以上、当時の葛根市をそのままにしておくのは危き険けん過ぎた。ついでにぶちまけるなら、僕は生きる甲か斐いをなくしていた。だから、すべてを白紙に戻もどすことにしたのさ」


「だから……？」


　と水原はからからに乾かわいた口を動かした。


「うん。だから自殺した」


　確認する弟の問いに、兄はあっさりと首しゆ肯こうした。いや、彼の態度には、わずかに恥はじる様子があった。


　いつも自信と確信に満ちていた兄の、初めて見る敗北の姿だ。


「僕は、当時の物部君とは比べられないほど不ふ純じゆん物ぶつの塊かたまりだ。十分自覚していたはずなのに、いざ夢のようなチャンスが転がり込んでくると冷静さを失った。失敗したんだ。愚おろか者の当然の報むくいさ。それとも、乙女おとめ心を蔑ないがしろにした罰ばつかな？」


　ベルゼブブはそう締しめくくって肩を竦すくめた。


　死者の告白は、たとえそれが敵のものでも、梓たちから安あん易いな感想を奪うばう厳げん粛しゆくさを持っていた。自分たちより早く生まれ、長い経けい験けんを積み、先に夜の世界へと踏ふみ入った者の懺ざん悔げだ。立場の違ちがいを越こえて、訴うつたえる何かがある。水原はなんと言っていいかわからず、ただ息を呑のんで立ち尽つくした。梓も、千絵も、同様だった。


　ところがベルゼブブは急に、ニヤリと笑った。厳おごそかな空気を煙けむに巻く、極きわめつけに人の悪い悪魔の笑みだ。


「ただねえ」


　と、いかにも質たちの悪い詐さ欺ぎ師しじみた口振りで話を再さい開かいする。


「僕自身そこまでは考えてなかったんだが、話はそこで終わらなかったんだよ。僕が物部君の意志を継つごうとしたように、今度は、あろうことか、この僕の意志を継ごうとした極めつけの物好きがいたのさ。その馬ば鹿かは、僕という拠より所を失い、そのまま消しよう滅めつするはずだった女王を、適てき性せいもないのに無む理り矢理取り憑かせ、当然の帰結として精せい神しんに多大な損そん傷しようを負った。しかし、それでもしぶとく地下に潜せん伏ぷくし、顔を伏して時を待った。いやはや、変人奇人ここに極まれりさ。オカルティストの鑑かがみだ。感服するよね。マスター・オブ・オカルトの称しよう号ごうは、悔くやしいが彼に譲ゆずらざるを得ないな」


「いらん」


　突とつ然ぜん、新たな声が場に割り込んだ。


　三人は弾はじかれたように振り向いた。室内の壁かべ際ぎわ。いつからそこにいたのか、一人の青年が壁に背中を預あずけて立っていた。


　バールだ。


「遠えん慮りよすることはないぞ、バール。栄はえある称号だ」


「栄えてない。ついでに言えば、百歩譲って俺が物好きで奇人で変人だとしても、お前にだけは言われたくない。断だん固こ」


「照れるなよ」


「照れてない。というか、黙だまれ」


　バールは憮ぶ然ぜんとしてベルゼブブをにらみつけた。


　一方梓たちは、毒気を抜かれたのもわずかの間で、たちまち緊きん張ちようを取り戻していた。


　敵の首しゆ魁かいが二人揃そろったのだ。しかも今度の相手は、論戦を楽しむような輩やからではない。より直ちよく接せつ的で、妥だ協きようの余よ地ちがない手法を取る人物だ。


「……四しの宮みやさんっ。つまり、いまのこの状じよう況きようは、あんたが望んで企くわだてたことなのか？」


　水原が声を厳きびしくして問い質ただした。「そうだ」とバールは簡かん潔けつに肯こう定ていした。


「当然だろ。本人たちの自覚が薄うすいせいで迷めい惑わくなほど元気だがな。このひょうたん眼鏡めがねにしろ下のおちゃらけ蛇へびにしろ、正真正しよう銘めいただの死人だ。冥めい府ふでどれほど喚わめいてみても、俺がいなければ始まらないさ」


　平然と説明する姿すがたが、かえって不気味さを感じさせた。水原はぐっと言葉を詰つまらせた。


「待てバール。ひょうたん眼鏡とは、まさか僕のことじゃあるまいな」


「命名はベリアルだ」


　ほほう、とベルゼブブは物騒な視線を足あし下もとに投げ、「あいつめ。覚えてろよ」とつぶやいた。それから眉をひそめて、


「そんなことより、なんの用だ？　段取りが違うじゃないか。格好のロケーションなんだぞ。階ごとに一人っていう受け持ちなんだから、勝手に登場の順番を変えるもんじゃない。せっかく最上階の守りを譲ったのに」


「ジャンケンで負けたからだろう」


「そうだけどさ」


　なお不服そうに口を尖とがらせる。


　バールはそれ以上は悪友を無視して、三人に視線を移うつした。


　それぞれの顔を見回して、最後に梓に顔を向ける。梓は怯おびえることなく、バールの顔をにらみ返した。どれだけ見つめても印象に残らない不思議な容貌を、腹はらに力を溜ため、全身で踏ん張ってにらみ続けた。


　バールは梓の逃げない態度に、わずかだけ微笑ほほえんだ。


「さて、案の定といえば案の定だが、こいつのせいで、だいぶ要いらぬ時間を費やした。話を進めるとしよう」


「待ちなさいっ。あなたの仲間はいま『自分は失敗した』って言ったのよ？」


　割り込んだのは千絵だった。油断なく瞳を光らせ、さっきベルゼブブを相手にしたように、再ふたたび舌ぜつ鋒ぽうを向ける。


「なのにどうして、二度も過ちを繰くり返そうとするの？　あなたの仲間にできなかったことを、あなたならできるとでも言うつもり？」


「俺が？　まさか。俺は分をわきまえてる」


「ならなぜ？」


　千絵が問うと、バールはさも当然のように、


「決まってるだろ。だからあれほど面めん倒どうな苦労を重ねて、本物の語り部を王国に招まねいたんじゃないか」


　千絵は思わず呻うめき声をもらした。両目に怒いかりの火が燃もえる。しかし、そんな千絵の肩をつかんで押おさえる者がいた。梓だ。


「……梓さんっ」


　首を振り向けた千絵が、もどかしそうに言った。


　梓は厳きびしい面おも持ちで、微かすかに頭かぶりを振ふった。


「いいから」


　千絵には自分以上に冷静でいてもらわなければ困こまる。梓の目はそう告げていた。だが、そう告げる彼女自身、必死になって激げき発はつを抑えているのは明らかだ。意志の力を総そう動どう員いんして自分をコントロールしている。


　梓がそういう態たい度どを取っているのに、千絵が自分だけ感情的になることはできない。千絵は怒ど鳴なり声をのみ込こむと、忌いま々いましそうな視線でバールとベルゼブブをねめつけた。


「あなたたち、自殺するほど後こう悔かいしたのに、そこから何も学ばなかったの？」


「これでもジャンキーでね。後悔はしても反省はしない主しゆ義ぎなんだ」


「卑ひ怯きよう者もの！」


　千絵の痛つう罵ばに、二匹ひきの悪あく魔まは顔を見合わせ、同じように肩を竦すくめた。そもそも、彼らと千絵では、卑怯という観念からして異ことなっている。はっきり言ってしまえば、千絵から卑怯と罵ののしられても、バールやベルゼブブは痛いたくも痒かゆくもないのだ。


　ベルゼブブが取りなすような口振りで言う。


「そうは言うがね、海野君。女王陛へい下かが再三言うように、これは物部君が望んだことでもあるんだ」


「そんなの子供のときの話じゃない！」


「そうだよ。彼がもっとも純じゆん粋すいで、自由だったときだ」


　とベルゼブブは言った。言いながら、今度は梓に目を向ける。
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「彼はかつて、間違いなく選んだんだ。姫木君はさっき、『自分が間違いを起こしたら、過ちを認みとめて、その間違いを正す』と言ったね。けど、その判はん断だんを下す現在の君と、『王国』を肯こう定ていした過去の君の、どちらが本当に正しいだろうか？」


　ベルゼブブが質問すると、千絵も梓の顔を横目に見た。


　梓は大きく息を吸い込んだ。


「いまのわたし」


「本当に？　いまの君は当時の君より、遥はるかに多くの外的影えい響きようを受けているんだよ？　思想的にも、感情的にもね。だが、そんな外的影響は、逆方向のベクトルを加えれば、いまからだって修しゆう正せいできる。人はね、姫木君。真っ白な状じよう態たいでいられる期間なんて、とても短いものなんだ。君がその貴き重ちような時期に『王国』を──何かを選択できたということは、とてもラッキーだったんだよ？」


　言い聞かせるように、ベルゼブブは梓に説いた。敵意や悪意がまったく感じられないのが、いかにも彼らしい。


　しかし、梓は鼻を鳴らして答えた。


「わかってないわね」


「ん？」


「わたしが選んだのは、『王国』なんかじゃない。『景ちゃん』よ」


「あ……」


　とベルゼブブが口を開けた間ま抜ぬけ面づらを晒さらす。


「……しまった。これはしくじったな。確たしかに君の言う通りだ」


　と悔くやしそうに頭を搔かく。その様子を見て、千絵などは思わず破は顔がんした。


「もういいでしょう。言葉遊びはたくさんよ。ひょうたん眼鏡めがねは引っ込みなさい」


　梓が昂こう然ぜんと言い放つと、人の良さそうな青年は、「うーん」と無念そうな声を出した。


「そら。バトンタッチだ」


　と、バールが冷ややかな目で告げる。言葉遊びの次は、いよいよ彼の出番なのだろう。


　バールは無む造ぞう作さな仕草で、一つ指を鳴らした。


　すると、彼の隣となりに上へと登る階かい段だんが現あらわれた。石組みの階段だ。部屋の床ゆかのように磨みがき込まれてはおらず、切り出した石をそのまま組んだような造つくりが、塔の外がい壁へきを連想させる。


「物部景は、この上にいる」


　バールはいきなり核かく心しんに触ふれた。梓は目の色を変えて足を踏み出した。


　しかし、


「ただし、上には通さん」


　と素そっ気なく続けた。


　挑発する素振りではなかった。だが梓は我が慢まんできず激げつ昂こうした。


「ふざけないで！」


「ふざけちゃいない。実を言うと、陛下はお前をお呼びなんだ。直ちよく接せつ話をつけるおつもりらしい」


「え──」


　──会う？　わたしと？


　梓の動どう悸きが速まった。


　塔とうに乗り込んだ以上、女王との対決は覚かく悟ごしていた。しかし、向こうから会いたがるとは予想外だ。彼女は自分を避さけているとばかり思っていたのだが……


「なら通せばいいでしょう！　なぜ邪じや魔まをするのっ」


　黙だまり込んだ梓に代わり、横から千絵が口を出した。


　バールは感情の読めない表ひよう情じようで、


「俺おれはここ一番って勘かん所どころは、自分で直接動く主義でね。陛下もまだ不安定だ。勝負所を任まかせてしまうわけにはいかない」


　そう淡たん々たんと言い、階段の前に立ち塞ふさがった。


「勅ちよく命めいゆえ、階段は開く。呼んでいるとも伝えた。だが、俺は、通さん」


「この……っ」


　千絵が歯は軋ぎしりをする。すると、千絵と梓を抑おさえて、水原が前に立った。


　梓はとっさに声をかけようとし、それをのどの奥おくにのみ込んだ。水原の瞳ひとみは決然とし、何かを吹ふっ切った様子に見える。決意を新たに難なん敵てきに望む姿すがたは、彼の相あい棒ぼうを彷ほう彿ふつとさせた。


「勇司──」


　ベルゼブブが思わずといった様子で声をかけた。


　水原は一度苦笑いをし、「兄あに貴き──」と答えて、ゆっくり視し線せんを向けた。


「あんたはいい兄貴だったよ。少なくとも俺にとってはな。自殺の理由は正直複ふく雑ざつだけどさ。でも、本心で打ち明けてくれたことは感かん謝しやするよ。あのときに気付いてやれなくて……すまなかった。ごめんよ」


　水原の言葉には、すぐには語り尽つくせぬ万ばん感かんが込められていた。


　あるいは、水原は自殺の真相ではなく、その謝しや罪ざいこそを告げたがっていたのかもしれない。彼が口にした最後の一言は、梓がそう思うほどに重かった。


「馬ば鹿かな」


　ベルゼブブは初めて落ち着きを失い、弟の謝罪を否ひ定ていした。


「僕の自殺は僕個人の問題だった。お前が謝あやまる必要などまったくない。なんの遺ゆい言ごんも残さなかったのは、僕の怠たい惰だだ。謝るのは、僕の方だぞ」


　それは噓うそのない言葉だった。


　水原は兄の顔を見てもう一度苦く笑しようした。微かすかに何かをつぶやく。側にいた梓だけが、「ほんと、変わってねーな」という彼のつぶやきを耳にした。


「いいさ。兄貴が初めに言った通りだ。お互たがい立場は変わっちまった。俺も兄貴も自分で選んだ立場だ。そうだろう？」


　さらに一歩、前に出る。


　兄とバールを交こう互ごに見やり、水原は精せい一いつ杯ぱいの虚きよ勢せいを張はった。


　軽けい薄はくに。剽ひよう軽きんに。だが思いの丈たけを込めて、挑ちよう発はつ的に言う。


「で、いま俺って美人の味方やってんだ。悪あく魔まなんかより気が利きいてると思わねえ？」


　ベルゼブブはしばらくの間、じっと弟の顔を見つめていた。


　その、短いような長いような時間の間に、彼の優ゆう秀しゆうな頭ず脳のうが、何を考え、何を思っていたのか、第三者には計り知れない。


　ベルゼブブはその瞬しゆん間かん、紛まぎれもない水原信司の表情を見せて、


「そうか──」


　と、ささやいた。


　それから、気取ったように斜しやに笑った。


「いやいや。悪魔の方が断だん然ぜん格かつ好こういい。絶ぜつ対たい普ふ遍へんの支し配はい者に対する、誇ほこり高きレジスタンスだぞ。真の自由の体現者だ。エロイムエッサイム」


「そーゆー流は行やりは、九十年代で終わってんだ。時代遅おくれのセンス、死んで拍はく車しやがかかったみてーだな」


　水原も笑う。彼の笑みは彼の兄に似にて、同時に全く違っていた。


「さあ、梓ちゃん。脇わき役やくが脱だつ線せんさせて悪かったな。いよいよメイン・ヒロインの出番だぜ。身内の恥はじは、俺が雪そそぐ。ここは抑えるから、上に行って──あの馬ば鹿か、連れて来い」


　水原が梓に発はつ破ぱをかける。梓が受けて、きっぱりと頷うなずく。


　千絵は後ろから、水原の横顔をじっと見つめていた。そして、満足そうに微び笑しようし、梓の背せ中なかをぽんと叩たたいた。


「無む駄だだ。ここは通さない」


「言ってろ。あんたが悪魔を持ってないことはわかってらあ。こっちには借り物とはいえ、〝影〟がある。むろん、遠えん慮りよなんかしねえぜ」


「影は、ない」


　バールは断言した。水原が怪け訝げんな顔をする。


「水原！　下っ。影が──」


　千絵が叫び、水原は慌あわてて足あし下もとに視線を落とした。そして目を剝むく。


　床ゆかには彼の──いや、彼だけでなく、あらゆるものの影が落ちていなかったのだ。蠟ろう燭そくの火はしっかり届とどいているにもかかわらず。


「くっそ……認識操そう作さか！」


「その通り。姫木梓にも忠ちゆう告こくするが、格かく闘とう戦も無意味だ。幻まぼろしを相手に護ご身しん術じゆつもあるまい」


　厳げん然ぜんたる態度に、梓は内心地じ団だん駄だを踏ふんだ。


　なんの準じゆん備びもしてこなかったことが悔くやまれる。だが、この敵てきを向こうに回して、「万全」などあり得ないこともまた事実だ。


「尋じん常じように勝負──って気はないの？」


　梓は悔くやしさを滲にじませながら罵ののしった。


　バールは、小こ憎にくたらしいほど平然と首しゆ肯こうした。


「予想しなかったわけではないだろう？　塔に入った時点で、お前たちはこちらの手の内にあるんだ。この中で自在に動ける者など──」


　が、どういうわけかバールの言葉が途と切ぎれた。梓たちを見る目が、大きく見開かれる。


　ベルゼブブも、ガタッと音を鳴らして椅い子すから立ち上がった。唾つばを呑のみ、椅子の背はい後ごに後こう退たいする。


　バールと同じように、三人に──三人の背後に視線を当てたまま、


「──まったく。あの蛇へび、あとで説教だ」


　三人は弾はじかれたように後ろを振り返った。


　螺ら旋せん階かい段だんから上ってきた入り口。


　その上に、黒い鮫さめが泳いでいた。
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　大だい蛇じやの強さは圧あつ倒とう的だった。


　すでに消しよう耗もうが激はげしいとはいえ、ＤＤでトップクラスの猛も者さばかりである。その悪魔が束になってかかっているというのに、まるで相手にならない。


　地面から。螺旋階段から。また空を飛ぶものは空中から。


　ＤＤの悪魔は攻こう撃げきを仕し掛かけた。互たがいに長いつき合いである。わざわざタイミングを揃そろえるまでもなく、その攻撃はぴたりと息が合っていた。


　時間差をかけた波状攻撃。異ことなる角度からの一いつ斉せい攻撃。フェイントとフェイントと特攻。力と技わざとスピード。


　次々にカプセルを嚙かみ砕くだき、わずかな休息すら許ゆるさずＤＤは猛もう攻こうをかけた。いまだかつて、葛根市の悪魔戦で、これほどのプレッシャーを与あたえられた悪魔は存在しないだろう。密みつ度どといい、物量といい、圧あつ巻かんとしか表現しようのないコンビネーションだ。


　が、歯が立たない。


　ＤＤたちが戦せん慄りつに鳥とり肌はだを立てる頭上で、ベリアルは相変わらず両手をポケットに入れた姿し勢せいで空中に立っていた。


　揺ゆるぎがない。高みから戦局を俯ふ瞰かんし、盤ばん上じようの駒こまを動かしているかのようである。一手一手慌あわてることなく指している。


「集中しろ！　敵は一人なんだぞっ。ああ、くそっ。外の連中はまだか？　あんなユーザーども、放っておくよう伝えろ。急げ！」


　ビーグルが唾つばを飛ばしてがなり立てる。その彼も顔は真っ青だ。


　いま目の前では、地ち軸じくを揺ゆるがさんばかりの、怒ど濤とうの攻撃が続いている。次から次へと途と切ぎれることなくだ。悪魔の咆ほう吼こうと力の波動が、痛いたいほど空間を満たしている。


　なのに、その中心にいる一匹ぴきの大蛇は、まさに竜りゆう神じんの如ごとき鷹おう揚ようさでもって、その攻撃を捌さばいていた。


　鱗うろこという鱗が妖あやしい光をまとい、剝き出しの牙きばは冷え冷えと尖とがり、目はなんの感情も感じさせない固い真しん珠じゆのように輝かがやいている。


　大蛇が黒い炎ほのおを吐はき出すたびに、ＤＤの悪魔たちは雪崩なだれを打って後こう退たいした。〝影〟を相手にしていたときとは、火力が段だん違ちがいになっている。下手に耐たえようものなら、蒸じよう発はつしそうな勢いきおいだ。格かくの違いは、あまりに歴れき然ぜんとしていた。ここまで来ると、あれが同じ悪魔だとは信じられない。もはや魔神だ。


　悲鳴のように指し示じを連れん呼こするビーグルの隣で、茜もまた大蛇の偉い容ようを見上げていた。目は大きく見開かれ、息をするのも忘わすれている。


　──これが『始末屋』。これが、争そう乱らんを制せいした『無む慈じ悲ひな女王』の執行細胞フアースト・セル……


　広大な塔とうの中、一匹の空飛ぶ大蛇と、次々襲おそいかかる悪魔の群むれ。松明たいまつを掲かかげて荒ぶる男たち。その壮そう絶ぜつな戦い。


　まるで神話の光景である。この非ひ現げん実じつ感はどうしたことか。自分はいったい、どんな場所に足を踏み入れてしまったのか。


　──駄だ目めだ。呑のまれちゃいけないっ。


　眼がん前ぜんの光景に比くらべれば、地面に立ち尽つくす自分が、どれほどにちっぽけな存そん在ざいか。そんな慨がい嘆たんからあえて目を逸そらし、茜は考えた。


　考えること。最後まで考え続けること。


　それだけが、茜の武ぶ器きであり、意地である。


「……ビーグル。ベリアルよ」


「な、なんだと!?」


「しっ。悪魔じゃなく悪オ魔ー持ナちーを叩たたくの。なんとか不意を突つけない？」


「そうかっ。その手があった」


　ＤＤにおける悪魔戦は、基き本ほん的に悪魔同士の直接対決である。数々の戦術も、根こん幹かんにはそれがある。ガチンコが彼らの気風にもっとも適てきしているからだ。悪オ魔ー持ナちーを直接攻撃するという戦法は、発想からしてないのである。


　しかし今回はそんなセオリーに固こ執しゆうしている場合ではない。


　ビーグルはメンバーの一人に駆かけ寄より、その作戦を耳打ちした。メンバーは一度ビーグルの顔を見返したが、すぐに承しよう諾だくし、悪魔のコントロールへ意い識しきを戻もどした。


　彼の悪魔は人型をしていた。全身が赤茶けた表皮に包まれ、腕うでの部分に湾わん曲きよくした刃やいばを生やす悪魔である。大型獣じゆうの姿すがたをとる悪魔が多い中で、比ひ較かく的身体からだが小さい。


　人型の悪魔は素す早ばやく位置を変えると、螺ら旋せん階かい段だんを途と中ちゆうまで上り、仲間の一匹ぴき──大おお鷲わしの姿をとる悪魔の背中に飛び乗った。


　事前になんの説明もない行動だったが、鷲の悪魔は問いかける仕草を見せず、空中を飛ひ翔しようする動きにも乱みだれを生じさせなかった。よほど注視していなければ、背中に別の悪魔が飛び乗ったことに気付くことはできなかっただろう。


　鷲はそのまま大蛇への攻撃を続けた。仲間の思おも惑わくなど、まるで気にした様子もない。が、そうすることが仲間の意志に沿そうと理り解かいしているのだ。


　鷲は他の仲間と連れん携けいしながら、二度三度大蛇に攻撃を仕し掛かけた。そのことごとくは宙ちゆうに躱かわされ、あるいは鱗うろこではじき返される。


　四度目の攻撃。


　飛行の軌き道どうが、空中に立つベリアルの真後ろを掠かすめた。


「いまだっ」


　息を呑のんで見守っていたビーグルが、思わず声をもらした。茜が祈いのりながら、唇くちびるを嚙かみしめる。


　鷲の背を蹴けった悪魔が、空中に飛び出した。放物線を描えがきながら、狙ねらい違たがわずベリアルの背はい後ごに急きゆう迫はくする。


　ベリアルが気付いて振り返った。そのときには、悪魔の振り上げた刃やいばが、彼の頭上から袈け裟さ斬ぎりに振り下ろされていた。


「やった！」


　回かい避ひできるタイミングではない。茜が拳こぶしを握にぎり締しめ、味方の急襲に気付いたＤＤたちが、思わず瞳を輝かせた。


　だが、彼らは直後に目を疑うたがった。


　ベリアルが悪魔の刃を、ジャケットに包まれた上じよう腕わん部で受け止めたのである。


「甘あまい」


　とベリアルが一笑する。


　次いでベリアルは悪魔の腕をつかんだ。長い足が跳はね上がり、悪魔の胴どうに叩き込こまれる。身体をくの字に折ったところへ、上から肘ひじを振り下ろした。


　操あやつっていた悪オ魔ー持ナちーが苦く痛つうを叫さけんだ。悪魔が弛し緩かんして落下する。そして地面に墜つい落らくするより早く、主が気き絶ぜつするのと同時に姿を消した。


　ベリアルは軽く両手をはたき、


「あのポニーテールの嬢じようちゃんは、素す手でで悪オ魔ー持ナちーとやりおうたそうやないか。けど、さすがに素手で悪魔に勝ったんは俺が最初やろな。つーても、この場合は『悪魔戦』扱あつかいになるんかな？」


　うそぶいてカラカラと笑った。


「だいたい、浮かんでる時点でおかしいやろ？　俺が人間やないって聞いてなかったんか？　まあ、一いち縷るの望みを持ちたいっていう気持ちはわかるけどな」


「そんな……」


　茜は脱だつ力りよくしてしゃがみ込みそうになり、慌あわてて両足に力を入れた。


　まだだ。まだ考える時間はある。最後の瞬しゆん間かんまで考えて、動き続けなければ。


　そんな茜を見て、ベリアルは少し気の毒そうな目をした。「ふむ……」と腕を組み、


「……そうやな。下手な期待を持たせる俺おれも悪いか。手ぇ抜いてるつもりはあらへんけど、どうも俺はそんな風に見られるらしいし──」


　スッと両目を細める。錐きりのようになった瞳が、禍まが々まがしい鮮せん血けつ色を強めた。


「ケリ、付けよか」


　大だい蛇じやの放っていた悪魔の波動が、急きゆう激げきに膨ふくれあがった。


　あぎとをすぼめ、息を吸すい込む。これまでも炎ほのおを吐はく前にそうしていたのだが、今度は間かん隔かくが長い。動きを止めたまま、大蛇の体が膨れあがっていく。


　ＤＤたちが泡あわを食って、攻こう勢せいを強めた。敵てきに攻撃の準じゆん備びをさせまいと必死になる。大蛇はそれを躱かわそうとしない。目を覆おおうほどの苛か烈れつな攻撃が、次々にヒットした。


　ベリアルが初めて苦く渋じゆうを浮かべた。それでも仁に王おう立ちに立ったまま、攻撃に耐え続けた。


　やがて、体内に収おさまりきらなくなったのか、大蛇が薄うすく開けたあぎとの間から、黒い炎の先せん端たんがこぼれ始めた。


　炎は蛇へびの舌した先さきのように、ちろちろと口元を舐なめ、その周辺に広がった。放ほう射しやされないまま、空中に充じゆう満まんしていく。口だけではない。目を凝こらせば、胴どう体たいを包む鱗と鱗の隙すき間まからさえ、黒い炎のちらつきが見え始めていた。己おのれの体からもれる炎の光を反はん射しやさせて、全身の鱗がブラックダイヤのように煌きらめいている。


　ＤＤの攻撃が徐じよ々じよに途と絶だえだした。大蛇の体内にどれだけの炎が宿っているかわからないからだ。爆ばく弾だんと同じで、下手に刺し激げきを与あたえることさえ危き険けんを感じさせる。


「……こりゃ、退ひくしかねえぜ……」


　ビーグルが後あと退ずさりしながら顔を引きつらせた。残念ながら茜も同感だった。悪魔戦に関しては素人しろうと同然の彼女だが、いま大蛇が蓄たくわえている力の強大さは実感できた。しかも力は、なお増ぞう加かし続けているのだ。


　ビーグルが高く口笛を鳴らした。撤てつ退たいの合図だ。


　ＤＤたちは即そく座ざに攻勢を翻ひるがえした。引き時は心得ている。異い議ぎを唱える者など皆かい無むだ。


　だが、敵はそれを許ゆるさなかった。


　大蛇が、


　ボッ


　と息を吹ふいた。


　猛もう烈れつな圧力を加えられた液えき体たいのように、練り込まれた火の玉が高速で撃うち出された。


　狙ねらいは門。


　一撃で炎えん上じようした。凄すさまじい火か勢せいが炸さく裂れつした。まるでロケット燃ねん料りように火を点つけたようだ。漆しつ黒こくの火炎が轟ごう々ごうと唸うなりを上げた。


　二人が巻まき添ぞえを食って吹き飛ばされた。本物の火なら、瞬時に消し炭と化していただろう。それどころか骨ほねも残らなかったかもしれない。


　爆散した炎の先端は、塔とうの半ばまで達していた。なぜか煙けむりは出ていない。黒い炎だけが、闇やみを喰くらうように燃え盛っている。あまりの熱量に石いし壁かべの表面が爛ただれていた。想そう像ぞうを絶ぜつする攻撃力だ。


　門は完全に炎で閉ざされた。ＤＤは全員、撤てつ退たいの中断を余よ儀ぎなくされた。


　それどころか、事じ態たいは遥はるかに深しん刻こくだった。


「ヤバい！　散れ！」


　ビーグルが怒ど鳴なる。ほとんど麻ま痺ひしていたＤＤたちが、反はん射しや的に散開する。


　だが、そんな備そなえは意味を為なさなかった。


　大蛇が大きく体を揺ゆすった。それだけで、全身にうっすらとまとわせていた炎が剝はがれ、周辺に飛び散った。


　避よけきれなかった者は炎に包まれて瞬時に意い識しきを失った。悪魔で防ぼう御ぎよした者は、悪魔を焼かれ、絶ぜつ叫きようしながら地面の上を転げ回った。


　仲間の犠ぎ牲せいに憤いきどおった一人が、がむしゃらに蛇じや身しんに食らい付く。だが牙きばが鱗に触ふれた途と端たん、炎が燃え移うつり、悪魔が炎上した。遠えん隔かく攻撃の可能な一匹が、体に生えた角を飛ばしたが、攻撃が当たると炎が周囲に撒まき散らされ、仲間のＤＤにまで被ひ害がいを広げた。これでは打つ手がない。ただでさえ決め手を欠いていたＤＤたちは、炎の鎧よろいを前に、攻撃手段そのものさえ失ってしまった。


　さっきの大鷲が熱を避けて上に逃にげる。大蛇はぐるりと鎌かま首くびをもたげ、


　ボッ


　と火の玉を吹く。


　直撃し、大鷲の姿が消し飛んだ。しかも火球は勢いを弱めず、天てん井じようと壁の境さかいに着弾して、黒い劫ごう火かの垂たれ幕まくを広げた。


　炎の燃え上がる轟音に、ＤＤたちの悲鳴が重なる。塔の中は炎熱の地じ獄ごくと化した。


「なんてこと……」


　茜は最初の一撃の余波を貰もらい、地面に倒れ込んでいた。怪け我がはないものの、全身が引きつっている。


　地面に溜たまる埃ほこりっぽい空気がのどを詰つまらせた。空気そのものがぶすぶすと燻くすぶっている。吸い込むと肺はいが焼けそうだ。熱で眼がん球きゆうが痛いたみ、ボロボロと涙なみだと鼻はな水みずがこぼれた。


　伏ふせた頭上では、黒い炎をまとった大蛇が、油ゆ断だんなく身をたゆたわせていた。ときどき炎の欠片かけらが、尾おを引きながら落ちてくる。もしあの欠片が身体からだの上に降ふってくれば、茜は即そく座ざに炎に包まれるだろう。敵がそれに気付くことすらあるまい。


「なんてこと……」


　茜はうわごとのように繰くり返した。顔面は蒼そう白はくで、歯の根が合っていない。目もうつろになりかけていた。


　──外……せめて外に出れば……


　外はまだ雨だ。自然の降こう雨うで黒い炎が消える保ほ証しようはないが、少なくとも、この耐たえ難がたい熱波は弱まるはずである。


　茜は痛む身体を持ち上げ、ビーグルの姿を捜さがした。


「畜ちく生しよう、最悪だ！」


　ビーグルも茜と似にたような状じよう況きようだった。煤すすと土埃で、自じ慢まんの革かわジャンが見る影かげもない。錯さく乱らんの一歩手前といった様子だ。茜はよろめきながら彼に近寄り、腕をつかんだ。


「ビーグル！　あいつはいいから壁を！」


「なんだって!?」


「穴あなを開けるのよ！　地面を掘ほってもいい。脱だつ出しゆつするのっ。さもなきゃ、このまま全ぜん滅めつするわ！」


　耳元で大声で怒鳴った。声が掠かすれ、手足は恐怖に震ふるえている。それでも、このままおめおめと敗北するわけにはいかない。


　ビーグルは茜の提てい案あんより、彼女の不ふ屈くつの視し線せんによって、辛かろうじてパニックを逃のがれた。頷き、茜に安全な場所へ避ひ難なんするよう告げて、走り去った。この火勢の中では号令も届かないため、仲間たち一人一人に直接指し示じを伝えるためだ。


　避難しろと言われた茜だが、塔の中で安全な場所などどこにもなかった。ビーグル自身、そんな場所があるとは思っていなかっただろう。それでも茜は炎の進行を読み、身を隠かくすように移い動どうした。


　取り出したハンカチで口元を覆おおう。上から見下ろしたとき、自分がどれほど無む防ぼう備びか。そんな想像を痛いほど意い識しきしながら、まだしも新しん鮮せんな空気がある場所を探さがした。


　幸いと言うべきか、大蛇にせよ、その主にせよ、戦力たり得ない茜には注意を寄せていなかった。


　大蛇は、完全に防戦一方となったＤＤたちを、一人ずつ追い詰めていった。


　ＤＤとて、これまでに幾いく度ども逆ぎやつ境きようを味わっている。悪魔戦にせよ、苦戦もあれば敗戦の経けい験けんもあるのだ。最初の衝しよう撃げきから辛からくも立ち直ると、そう易やす々やすと潰つぶされはしなかった。


　互たがいに連れん携けいして牽けん制せいを重ね、敵に標的を絞しぼらせない。拙まずいと判はん断だんしたからには半はん端ぱな抵てい抗こうはせず、逃にげに徹てつして時間を稼かせいだ。


　だが、所しよ詮せん逃げるだけでは限げん界かいがある。


　ビーグルは炎をかいくぐって数名に指示を伝えた。もっとも、脱出口を作る余よ裕ゆうがある者など、一人としていなかった。塔に入ったメンバーのうち、半数は意識を失っている。彼らを抱かかえて脱出するとなれば、予想される困難さは想像に余あまりあった。


　すでに、ＤＤは限界に達していたのである。


　メンバーたちは攻撃を回避する体力をなくし、一人また一人と倒れていった。最後の特攻を試みる者もいたが、文字通り焼け石に水だ。大だい蛇じやの牙きばを待つまでもなく、口からこぼれる炎ほのおに焼かれて消しよう滅めつしていった。


「はあ……はあ……」


　茜の思考も朦もう朧ろうとし出していた。視界のあちこちで黒い火が踊おどっている。その光景が、現実感をもって認にん識しきできない。


　──これまでか。


　ついに、そんな諦てい観かんが茜の脳のう裏りを侵しん食しよくし始めた。


　そのとき、茜からわずかに離はなれた場所で、一匹ぴきの悪魔が雄お叫たけびを上げた。傷きずつき、倒たおれかかる獣けものが、最後にあげる怒いかりの叫びだ。悪魔の隣となりに、主あるじが立っている。茜をカラオケボックスまで迎むかえに来た一人だった。


　悪魔は転がっていた小型バイクをつかむと、大蛇に向かって放り投げた。空中を横切るバイクは炎の壁かべに阻はばまれ、火の玉となって爆ばく発はつした。その爆発に突っ込むように、悪魔が空中へと躍おどり上がる。バイクの残ざん骸がいを盾たてにし、炎の大蛇に挑いどみかかった。


　鋭するどい呼こ吸きゆう音がもれた。


　大蛇のあぎとが黒い光を弾はじけさせ、火球が空気を食い破やぶりながら発はつ射しやされた。


　射線上にいた悪魔が消し飛んだ。火球はそのまま、地面に突き刺さる。


　至し近きん。


　茜はとっさに両腕を上げて顔を庇かばった。爆音が鼓こ膜まくを打ち据すえ、ふっ、と身体が軽くなった。


　──！


　言葉にならない悲鳴が胸の中で弾けた。


　吹き飛ばされた。


　このまま壁に叩き付けられるのか、地面に投げ出されるのか、それとも衝突を待つまでもなく炎に呑のみ込まれるだろうか。様々な想像が一瞬のうちに脳のう裏りを横切った。茜はそれ以上思考を保たもつことができず、その瞬間をじっと待った。


　待ち続けた。


　だが──


「……え？」


　その瞬間はやってこなかった。身体は軽いままだ。空中を移い動どうしている感覚がする。だが、破滅のときだけが、いつまで経たってもやってこない。それどころかこれは……徐じよ々じよに浮き上がっている？


　茜は目を開けた。開けた目をさらに見開いた。地面がどんどん下がっている。視点が高くなっていく。


　攻勢がやんでいた。


　大蛇が、その主と共に動きを止めてこちらを見ている。彼らだけではない。まだ意い識しきの残るＤＤたちも、逃げ回る足を止めて茜を目で追っている。


　ビーグルがいた。地面に膝ひざを着き、呆ほうけたように茜を見上げていた。


　いや、茜ではない。その後ろ。


　ようやく茜は、何かが自分の襟えり首くびを持ち、猫ねこをつかみ上げるように上へと持ち上げているのだということに気が付いた。


　背後に何かいる。生き物特有の気配がする。必死に身をよじって後ろを見る。微かすかに見えた黒い影は、悠ゆう然ぜんと空を舞まう、しなやかな尾おビレだった。


　茜は塔の半ばまで持ち上げられた。壁の途と中ちゆうに穿うがたれた穴あな。その真上に来て──


　突然、茜をつかんで──くわえていた何かが彼女を放し、彼女は短い悲鳴を上げて落下した。


　落下した先は、穴に立つ男の腕の中だった。


「だーから、寝ねてろっつたろうが。似に合あわねえ真ま似ねしてんじゃねえよ。ったく」


　両腕に茜を抱かかえたまま、長身の男が毒づいた。


　茜は身体からだを丸めたまま、恐おそる恐ると顔を上げた。


　皮肉そうな唇くちびる。引き締しまったあご。癖くせの強い黒くろ髪かみと、微かに漂ただよう煙草たばこの香かおり。そして、瑞みず々みずしく、覇は気きに満ちた強い双そう眸ぼう。


　名前は自然に、口からこぼれた。


「ディンゴ」


「よ、デルタ。相変わらずの抱だき心ごこ地ちだなあ、お前も。来年高校卒業たあ思えんぜ」


　思い切り野や卑ひな笑顔で言った。


　反射的に、茜の中で怒りと喜びがダンスを踊る。怒鳴ろうとしてのどが咳せき込み、涙なみだと鼻水でみるみる顔がぐしゃぐしゃに歪ゆがんだ。こんな顔は見せたくないのに、視線を背そむけることができない。


　その名を口にした途端、次々と記き憶おくが甦よみがえっていった。押おし寄せる感情の波に、茜は溺おぼれた。


「ディンゴ」


　横おう隔かく膜まくが勝手に引きつる。茜は声を詰まらせ、嗚お咽えつをこぼした。


　甲斐氷太はニヤニヤ笑い、ぺろりと茜の頰ほおを舐なめた。茜が目を丸くして舐められた頰を手のひらで押さえる。「いけね」と甲斐が口を曲げた。


「まだ癖が残ってやがる。くそっ。なんで野や郎ろうは人間なのに、俺だけ扱あつかいが違ちがうんだ。依え怙こ贔ひい屓きしやがって」


　ぶつぶつとよくわからない文もん句くを言った。ただ、その半分は照れ隠かくしだ。


「よっ」


　と甲斐は茜の身体を回転させるように壁の穴に下ろした。茜が悲鳴をもらして甲斐の腕にしがみつく。


　茜は尻しり餅もちを突くように穴に腰を下ろした。


「取りあえず、その顔なんとかしろ」


　と軽い口調で言い残し、視し線せんを塔とう内ないに戻もどした。


　睥へい睨げいする。


　長く王座を離れていた狂きよう犬けんたちの若わかき王は、己おのれの部下たちの惨状に、軽く眉まゆをひそめた。


　そして、敵てきと視線を交えた。


　空中に立つ銀ぎん髪ぱつの悪魔と、壁から見下ろす黒髪の悪オ魔ー持ナちー。両者はそれぞれに一癖くせも二癖もある目つきで、互いの機先を制せいそうと無言の綱つな引ひきを行った。


　先に甲斐が口を開ける。


「よお、始末屋。一年ぶりだな」


「のろけ過すぎやで。下で手下が息も絶たえ絶だえになっとるゆうのに」


　ベリアルはげんなりとして息をついた。


「そもそも、どこから登場しょんねん。狙ねらい過すぎでみっともないわ」


「扉とびらを塞ふさいだのはお前だろうが」


「おっと、そりゃ失礼した。お前の貧相な鮫には、ちょっと熱うし過ぎたか？　主の方もだいぶ瘦やせたみたいやし」


「黙だまりな三枚目。テメエこそ、しばらく見ねえうちに、ストイックさがなくなったみたいじゃねえか。いつから悪オ魔ー持ナちー止めて怪かい獣じゆう使いになった？」


「ふふん。たまげたか？　これはさすがに、お前でも真似できへん芸当やからな。羨うらやましいやろ？」


　本心から自じ慢まんする。しかも言われた方まで、一瞬本気で悔くやしそうな表情をした。


　それから非友好的な態たい度どで、「けっ」と鼻息を荒あらくした。


「偉えらそうにすんな。ウワバミならウワバミらしく、水芸でも覚えりゃいいもんを。性しよう根ねの捻ひねくれた野郎だ」


「お前にだけはゆわれたないっちゅうねん」


　とベリアルは実に不服そうに渋じゆう面めんを作った。


「それにや。うちのひょうたん眼鏡めがねによると『ベリアル』とはそもそも火の悪魔らしいからな。別に無む節せつ操そういうわけやあらへん。むしろ直球や」


「独どく創そう性せいがないとも言えるな」


「なんやと。犬の癖に鮫さめなんか召しよう喚かんしてる、お前に言われたあないわ」


「独創的だろ？」


「性根が捻くれてるだけや」


　ＤＤの精せい兵へいを手玉に取った始末屋と、彼らを率ひきいる無敵の狂戦士は、息も絶え絶えな部下たちの目の前で、レベルの低い言い争いを続けた。下らない口こう論ろんでも負けん気を剝むき出しにしている。つくづく相あい性しようの悪い相手らしい。


　しかし、ＤＤのメンバーたちは頭を抱かかえたりため息をついたりしなかった。ドラッグでは味わえない、身体を芯しんから揺ゆさぶる感動に身を震ふるわせていたのだ。中には涙を流す者までいた。


　皆みな、気持ちは茜と変わらないのだ。


　メールを受け取ったときから抱いだいていた希望が、いま目の前で形を取っている。彼らは、自分が忘れ去っていた記憶が、シャンパンの泡あわが弾はじけるように次々甦よみがえるのを感じていた。


　いままで塔に攻せめ込んでいたのは、ＤＤであってＤＤではなかった。だが、いまは違う。彼らはいまこそ、ドラッグ・ドッグズのメンバーに戻っていた。


　甲斐氷太が、戻ったのだ。


「ビーグル！」


　甲斐がベリアルと視線を交わしながら叫んだ。ビーグルが疲ひ労ろうと絶望を吹き飛ばして立ち上がった。


「壁！　穴あな！」


　恐おそろしく横おう柄へいな命令が飛ぶ。ビーグルは一言も返さず指し示じに従したがった。


「さあ面めん倒どうだが仕方ねえ。遊んであげるぜ、始末屋のおっさん」


「お、おっさんとは何事や！　お前かてフケ顔してる癖にっ」


「マジ切れすんなよ。しょうがねえだろ。もういい年なんだからよ」


「あーもう、堪たまらんわ。俺おれはもう、お前なんかとやりたないねん。正味の話」


「俺だってやだよ。テメエとは去年、格かく付づけが済すんでんだからな。いまさら格下相手にしても、なあ？」


「誰だれが格下やねん！　おまけになんや、その『なあ』はっ」


　ベリアルが忌いま々いましそうに吐き捨てる。しかし、口でなんと言おうと、対決を避さけるつもりは、双そう方ほう共になかった。


　空中に立つベリアルの周囲を、大だい蛇じやがゆっくりと取り巻まいた。ワイン色のスーツを来た長身が、黒こく炎えんの籠かごに包まれる。


　銀髪が黒い光を浴びて滝たきのように輝かがやいていた。悪魔の波動がファンファーレのように高まっていく。その様はさながら、地獄の戦車に乗る、大悪魔だった。


　甲斐が穴の淵ふちに立つ。すでにカプセルをのんだ両目が、真っ赤な火のように燃え上がる。身にまとうのは黒の革かわジャン。銀の鎖くさりや棘とげを仰ぎよう々ぎようしく飾かざり付けた、ＤＤを象しよう徴ちようする戦いくさ装しよう束ぞくだ。炎の渦うずを受けて、輝きながら翻ひるがえっている。


　茜が後ろから甲斐の革ジャンをつかんだ。気き勢せいをそがれた甲斐が、苦い顔で振り返った。


「んだよ？」


「ディンゴ……」


「だから、なんだ？」


「──負けないで」





　　　　◆◆◆◆◆





　その真まっ直すぐで無む垢くな表情に、甲斐は苛いらつく言葉を呑のみ込んだ。


　視し線せんが吸すい寄よせられる。戦士の顔が、一瞬だけ朴ぼく訥とつな青年のそれに変わる。


　甲斐は手を伸のばし、茜の頭に置いて髪をぐしゃぐしゃとかき回した。茜はつかんでいた手を放した。目を閉とじ、甲斐の手のひらの感かん触しよくに浸ひたった。


　こいつは、と甲斐は思う。


　こいつはあれほど頭が切れるのに、なぜこんなにも人がいいのか。


　こいつだけではない。甲斐は改めて眼がん下かを見下ろした。炎ほのおに彩いろどられた地じ獄ごくの釜かまの底では、一度は見み捨すてられた捨て犬たちが、彼を見上げている。彼らがリーダーを見る目には、変わらぬ忠ちゆう義ぎと畏い敬けいがあった。


　なぜ、と甲斐は思わずにいられない。


　この春。甲斐がまだ『王国』に堕おちる前。彼は彼らの元を離はなれ、単たん独どくでウィザードに勝負を挑いどんだ。


　そのとき彼は、ウィザードに言ったのだ。


　自分の立場や、仲間意い識しきなど取るに足らない、下らないことだ。連つるみ合って粋いきがってみても、結局は虚むなしいだけだ、と。


　そのとき彼は、バールの認にん識しき操そう作さを受けていた。記き憶おくに付ふ随ずいする「想おもい」を失い、より確たしかな手て応ごたえのある「いま」を求めた。だからウィザードに戦いを挑んだのであり、ウィザードとの死し闘とうに没ぼつ頭とうしたのだ。


　だが、あのときの甲斐の心情は、決してまやかしではなかった。彼のすべてではないとしても、彼の中にある真実の一面だった。もし、いまここにバールがいて、ウィザードに語った台せり詞ふの真しん偽ぎを問えば、たとえ茜やメンバーが聞いている前でも、自分は「然しかり」と肯こう定ていするだろう。


　甲斐は戦いの中にしか充じゆう足そく感を見出せない。茜やビーグル、気のいい仲間と共に騒さわいで、満たされた気分になったとする。しかし、そんなものは、いざ悪魔戦の高こう揚ようを前にすれば、跡あと形かたもなく消し飛んでしまうのだ。


　自分の中には闇やみがある。おそらくはウィザード──物部景の中にもあるものと、同じ種類の闇だ。


　その闇は、彼がドラッグを求める原げん因いんであり、彼の抱かかえる虚きよ無むの核かくである。


　同時に、彼の力の源みなもとであり、彼の人格の礎いしずえとなるものだった。


　だから彼は、闇を満たそうと足あ搔がく。甲斐氷太という男は、己おのれのすべてを燃もやし尽つくすような時間の中でしか、生を実感できないのだ。


「……俺は要するにジャンキーなんだ」


「え？」


　甲斐のつぶやきに茜が目を開ける。その無む防ぼう備びな瞳ひとみを、甲斐は非ひ情じような眼まな差ざしでのぞき込こむ。


　自分はジャンキーだ。


　なのになぜ、ここにいるのか。敵てきを求めてか？　それとも……


「……わかんねえ。お前にはわかるか、デルタ？」


「……ディンゴ？」


　茜が何かを察して不安そうにささやいた。


　甲斐は、苦く笑った。


　世の中は、こんな下らないジャンキーに対してすら、あまりにも難なん解かいだ。


「……せやから、のろけ過ぎや」


　いい加か減げん無視されたベリアルが、うんざりとした声でぼやいた。


　甲斐の表情が元に戻る。不敵に視線を向け、


「なんだ。羨うらやましいのか？」


　銀ぎん髪ぱつの悪あく魔まは「アホくさ」とつぶやいて、空中に浮かんだまま器用に貧びん乏ぼう揺ゆすりをした。


「さっさあせえ。白いのはどこにやったんや？　はよう済すませたいからな。一いつ遍ぺんに来い」


　決けつ闘とうの儀ぎ礼れいに則のつとり、手て袋ぶくろ代わりに言葉を叩たたき付ける。声は苛立ちにまみれているが、甲斐を見る目つきに気合いの抜けた様子はない。全力で敵を討うとうとする戦士の目だ。


　甲斐は茜から手を放した。


　右の拳こぶしを左手に叩き付ける。素早く体調をチェック。身体からだの芯しんには、まだ疲ひ労ろう感が残っている。手足の動きも、わずかに鈍にぶい。だが、頭の中はクリアで、思考は明めい晰せきだ。頭の一部が勝手に動き、戦せん術じゆつを組み立てていくのがわかる。


「……お前らが自慢するだけのことはあったぜ」


「あん？」


「あの『王国』ってとこさ。えらい目に遭あわされもしたが……おかげで『悪魔』ってもんに対する理解も深まった」


「……なに？」


　怪け訝げんそうなベリアルに、甲斐は歯を剝むいた。


　戦場で悩なやみ事など、甲斐氷太には似に合あわない。この、得え難がたい敵手に対する礼を欠く。


　あとのことは、あとのこと。


　いまはただ、この祭りに己おのれを捧ささげるのみ。


　直後、ベリアルを凌りよう駕がする莫ばく大だいな力が、甲斐の身体から迸ほとばしった。


　力は放電に似た現象を起こし、イルミネーションのように空中で雷球を作った。複ふく数すうの雷球が多数の雷球に分ぶん裂れつし、ついには無数の雷球を生んだ。


　甲斐の全身が音を立てて輝き、雷球が踊おどり狂くるった。分裂と衝突を繰り返し、ついにスパークする。


「クッ。キチい……！」


　バールのような手順を踏ふまない、見よう見まねの力ちから業わざだ。漏もれ出る光は、その力業の「無む駄だ」な部分に過ぎない。想像を絶する力が、みるみる身体から吹ふき出していった。


　延えん々えんと生命力を放出する快かい感かん。死と隣となり合わせの高揚。心浮き立つ、楽しき狂気。


　甲斐の唇が喜き悦えつに歪ゆがむ。


　同時に、


「……ディンゴ」


　背はい後ごで息を呑む茜の気配。一いつ瞬しゆん心しん臓ぞうに滑すべり込む氷片。身体が焼けそうな熱の中、心の奥おくだけが凍こおり付く。魂たましいが引き裂さかれる。


　だが、それすらも痛つう快かいだ。


「うおおぉぉっ！」


　甲斐は吼ほえた。


　その瞬間、無む秩ちつ序じよだった雷球がぶん殴なぐられたように一いつ斉せいに動いた。雷球は、地面にいたＤＤの悪魔持ちたちを直撃した。


　閃せん光こうが視界を焼いた。ＤＤドラツグ・ドツグズが声を上げ、塔にいた全員が、あまりの目ま映ばゆさに目を閉とじた。


　震えながら目ま蓋ぶたを上げたとき、ベリアルは絶ぜつ句くして呻うめいた。雷球に打たれたＤＤたちも、己の目を疑うたがった。


　彼らは自分の意志でなく、悪魔を召喚──引きずり出されていたのだ。しかも、ついさっきまで操あやつっていた自分たちの悪魔ではない。


　黒い鮫さめと白い鮫。


　その数、十体以上。


「どや、羨ましいか？」


　甲斐がベリアルの口調をまねた。


「『王国』召喚とはひと味違うが、原理は似たようなもんだ。ちんけなユーザー操って、悦えつに入ってるお前らにゃわかるまいな。出来のいい部下を持つと、思わぬ時に役に立つ」


　ベリアルは色を失い、


「アホんだらぁ……これ……どないやって制せい御ぎよする気やねん!?」


「制御なんて、しねー」


「なっ!?」


　甲斐は大だい蛇じやを指差し、


「食い破やぶれ！」


　十体を超こす鮫たちが、一斉に襲おそいかかった。


「くっ……！」
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　ベリアルが歯を食いしばる。


　だが、怯ひるみなどしなかった。


「クソガキがっ。ええわ。一頭残らず焼き鮫にして猫ねこに食わしたる！」


　銀髪の悪魔が激げきし、大蛇が空中で急旋せん回かいした。炎が大蛇を羽は衣ごろものように飾かざり、空中に目ま映ばゆい曲線を描いた。


　そして、炎と牙きばが乱れ飛ぶ、大立ち回りが始まった。


　甲斐の宣せん言げん通り、鮫たちは主あるじの制御を受けていない。ただ攻撃本能のままに、敵に食らい付いているだけだ。


　しかし、その攻撃本能が曲者だった。


　甲斐の悪魔である。ただの悪魔ではないのだ。炎をまとう胴どう体たいに対し、皮ひ膚ふが焼かれるのも気にせず、無む頓とん着ちやくに牙を立てている。しかも、食らい付いたら生半可なことでは放さない。なまじ統とう一いつされた意思が介かい在ざいしないため、各個に全力で対応する必要があった。


　甲斐は一匹ぴきだけ──茜を運んだ黒鮫を呼び寄せ、その背せ中なかにひらりと飛び乗った。


　眼下の部下たちへ、


「少しずつでいい。テメエら、自分が召喚した鮫とコンタクトを取れ！　言っとくが、半端じゃねえからなっ。振ふり落とされんなよ！」


　号令を飛ばす。豪ごう放ほう磊らい落らくなこと、いかにもＤＤのリーダーらしい号令だった。歯は軋ぎしりしながら逃にげ惑まどっていたＤＤたちは、のしかかる疲ひ労ろうを押おし退のけ、目をぎらつかせて立ち上がった。


　そして振り落とされた。


　悪魔に接せつ触しよくを試みた全員が、次々に脳のう髄ずいを殴られたような衝撃を受けて転てん倒とうした。


　自分が召喚したとは信じられない化け物ばかりだ。言うことを聞かせるどころか、手た綱づなをかけることすらできない。


　しかし、彼らは諦あきらめなかった。身を屈くつし、反へ吐どを吐きながら、幾いく度ども幾度も悪魔に精せい神しんの手を伸ばした。


　彼らは全員笑っていた。獰どう猛もうに、愉ゆ快かいに、こんなに楽しいことはないと言いたげな顔で笑っている。


　一方ビーグルも動いていた。雷球に打たれなかった悪オ魔ー持ナちーに指し示じして、脱だつ出しゆつ口こうを確かく保ほすべく、塔とうの壁かべに挑んでいた。


　ＤＤ全員が、一団だんとなって再ふたたび大蛇に挑み始めた。


　その様子を見、甲斐は訳わけもわからず笑った。がむしゃらに笑った。これぞ、狂犬の群れドラツグ・ドツグズと、その王に相応ふさわしい戦場だ。


　甲斐は頭上に視し線せんを投げる。螺ら旋せん階かい段だんの頂ちよう上じよう。上階への入り口が見える。


　大蛇の勢いきおいは弱まるところを知らなかった。これだけの鮫を召喚しても、まだ部下に任まかせきることはできない。自分がここを離はなれるわけにはいかない。


「……知ったことか。そこまでしてやる義ぎ理りなんざ……」


　が、甲斐は舌した打うちして言葉を切った。


「しゃあねえ。ついでだ」


　と、一頭だけ黒鮫を上へと向かわせた。


　こんなことをするから、いよいよ泥どろ沼ぬまにはまるのだ。だが、そうと知りながらあえてやるのは、ジャンキーらしくていいかもしれない。


「なるようにならあ」


　そして甲斐はメンバーに発はつ破ぱをかけるべく、彼らの側に降こう下かしていった。





　　　　◆◆◆◆◆





　梓、千絵、水原。そしてバールとベルゼブブ。


　現あらわれた黒鮫は、誰が敵で誰が敵でないのか──というより、どれは嚙かみ付いてもよく、どれは嚙まない方がよいのか判はん断だんするかのように、部屋の中の人間を順番に見回した。その結けつ論ろんをどのように出すつもりなのか、嚙まれる側としては気が気でない。


「甲斐さんだわ……下に来てるのよ！」


　千絵が鋭く、梓と水原に耳打ちした。


「甲斐の旦だん那なが!?」


　水原が驚おどろいて階下への出入り口を眺ながめる。ここでも認識操作が働いているのだろう。出入り口はぽっかりと口を開けているが、下の様子はまるでわからないままだ。


「とにかく、いまのうちだわ、梓さん。階段上って一気に進むわよ。水原はここをお願いできる？」


「ああ。任せろ。あいつら上には行かせねえ」


　手早く段取りをつけながら、三人はジリジリと足を運んだ。可能な限りバールと距きよ離りを空けつつ、階段まで回り込もうとする


　バールが舌打ちして行く手を塞ふさごうとした。


「バ、バール。止めときなさい。そいつに嚙まれたら、僕ぼくらだってただじゃ済まないぞ」


　それで隠かくれているつもりなのか、ベルゼブブは椅い子すの裏うら側がわに回り込んだまま、怖こわ々ごわと声をかけた。


　極きわめて特とく異いなタイプとはいえ、彼らは女王によって現げん世せに召しよう喚かんされた悪あく魔まである。素す手での人間が相手ならともかく、同じ悪魔である黒くろ鮫さめに襲おそわれればダメージを受ける。ましてや黒鮫相手に『悪魔戦』などということになれば、一方的な敗北は必ひつ至しだ。


　基き本ほん的に、話の通じないものが相手では、ベルゼブブは役に立たない。バールにせよ、彼と大した違いはない。直接的な戦せん闘とうはベリアルの担たん当とうなのだ。


「しかしまあ、試ためしてみるさ……」


「バールっ。よせってば」


　しかしバールは忠ちゆう告こくに耳を貸かさなかった。梓たちの動きにも注意を払はらいながら、空中に漂ただよう黒鮫と対たい峙じする。


　黒鮫は生意気な人間に嘲あざけるような視線を向けた。本物の鮫とは異ことなる、赤い、縦たて長ながの瞳どう孔こうを持つ瞳ひとみだ。


　だが、すぐに、目の前の生き物が人ではなく、自分と同じものだと気付いたらしい。戦い慣なれた戦士らしく、油断を捨てて戦闘態勢に入った。


　部屋の天てん井じようは高いが、一階のような特とく異いな構こう造ぞうはしていない。黒鮫の巨体が自在に動くには不十分なスペースだ。


　すると黒鮫は、逆に地を這はうほど低く下がり、床ゆかから十センチほどで動きを止めた。


「…………」


　バールと黒鮫の視線が、無言のまま火花を飛ばす。


　三人も足を止めた。バールが階段の前を塞ふさいでいるため、それ以上は進めないのだ。いま下手に近づけば、彼だけでなく黒鮫まで刺し激げきしかねない。梓は背中に嫌いやな汗あせをかきながら、両者の動向を見守った。


　と、バールの姿が消えた。


　黒鮫が音も立てず巨きよ体たいを走らせた。


「バール！」


「──グッ」


　黒鮫は何もない空間に食らい付いた。だが、頭部を振ふるったとき、何もないはずの空間から、人間の腕うでをくわえ取っていた。


　鮮せん血けつが飛ぶ。


　バールが姿を見せた。黒鮫が襲おそいかかった場所だ。右腕で左の肩を押さえている。片腕がもがれていた。


「バ、バール！」


　ベルゼブブが叫さけび、梓たちも悲鳴をもらした。


　しかしバールは血の気の引いた顔をしながら、苦く痛つうを表しはしなかった。両目が赤く輝かがやくと、黒鮫がくわえていた腕が消失し、もぎ取られた肩かたの先に左腕が現れた。壊こわされた身体からだを再構成したのだ。まさに悪魔の技わざだった。


　黒鮫は、バールを見み据すえたまま円を描えがくように移い動どうしていた。隙すきあらば次こそは仕し留とめる気だ。


「首を持っていかれたらことだぞ！」


「……そういえば首の再さい生せいは試したことがないな」


　ベルゼブブの再三の警けい告こくに、バールは減へらず口で応おうじた。しかし、腕を瞬時に再生させたとはいえ、ダメージは残っているらしい。段々表情が険けわしくなっている。


　対して黒鮫は余よ裕ゆうの態たい度どだ。老練な猟りよう犬けんのように、微み塵じんの隙すきも見せないまま敵のミスを待っている。


「梓さん！」


　千絵が梓の手を引く。梓は頷うなずくのももどかしく走り出した。階かい段だんはすぐそこだ。なのに、恐おそろしく距離を感じる。


　バールが横目で確かく認にんし、舌した打うちしながら指を動かした。


　階段の一段目が霞かすみだした。続いて二段目、三段目と、下から順に階段が消えていく。


　三人は全力で走った。だが、駆かけ寄よったときには、階段の一番下ですら、すでに頭より高い場所にあった。


「梓ちゃん！」


　水原が階段の下で向きを変え、膝ひざを曲げながら両手を組む。彼の意図を察し、梓は躊ちゆう躇ちよなく組んだ手のひらに右足を乗せた。


「そらっ」


　梓が床を蹴ける。水原が腕を振り上げる。


　飛び上がり、腕を伸のばした。階段に指がかかった。肘ひじを曲げて腕を乗せる。そうする間にも、つかんでいる段が空中に薄うすれていく。


「ええいっ」


　梓は右足を跳ね上げて階段に乗せた。直後にその階段が消える。身体が崩くずれた。腕を伸ばし、一つ上の段をつかんだ。力を振り絞って身体を持ち上げる。その段もまた薄れていく。


　梓は身体中を階段に打ち付けながら、もがき、しがみついた。幾いく度ども支ささえを失い、身体ががくんと下に落ちる。その度に全身の筋きん肉にくを突つっ張ぱらせ、上へ、上へとよじ登った。


　だが、階段の消失は梓の努力より早かった。なんとか上半身を乗せたとき、その段が空中に消えた。


　梓の身体が落ちる。指先が偶ぐう然ぜんその上の段をつかみ、落下だけは免まぬがれた。が、息をつく間もなく、その階段も無情に霞んでいく。


　──駄だ目めだ……！


　指先だけでぶら下がっている状態である。体勢を立て直す時間がない。


　梓が奥おく歯ばを食いしばった。


　と、そのとき、突とつ風ぷうが真下で吹き起こり、彼女の身体が持ち上がった。


　見かねた黒鮫が階段の下に滑すべり込こみ、力ちから任まかせに尾おビレで床を叩いたのだ。


　側にいた千絵と水原は、もんどりを打って転がった。だが、梓は浮き上がった身体を階段へと引き寄せ、ついに段上に全身を乗せた。


　階段の消失は続いている。梓は立ち上がり、階下を見下ろした。


　床に倒れた千絵と水原が、顔を上げて梓を見ている。口を揃そろえて叫さけんだ。


「行け！」


　梓は頷き、階段を駆け出した。





　　　　◆◆◆◆◆





　階段は長かった。もう十回以上踊おどり場を曲がっているのに、まだ階段が続いている。


　梓の脳のう裏りに嫌いやな予感が生まれた。


　──まさか、これも認にん識しき操そう作さなの？


　罠わなに嵌はめられたのかもしれない。バールの台詞せりふを疑うたがいも持たず信じたのは、間ま違ちがいだったのだろうか。


　だが、後戻りする気にはなれなかった。梓は上だけを目指し、階段を駆け上った。


　石の壁と階段。踊り場を曲がるたびに、同じ光景が幾いく度ども目の前に現れる。まるで騙だまし絵の中をぐるぐると上り続けているようだ。一歩踏み出すごとに不安が募り、疑心暗鬼に駆り立てられた。


　どれぐらい走り続けたときだろうか──


　音が聞こえた。


　梓は足を止めた。


　すでにかなりの階段を上っている。階下の騒さわぎもここまでは届とどかず、石の壁に包まれた階段には、梓の足音だけが木霊こだましていた。


　だがいま、階段の先──梓の目指す上から、音が聞こえてくる。


　足音だった。しかし、スニーカーを履はいた梓が立てていた足音とは、まるで違ちがう響ひびきをしていた。


　ガシャン、ガシャン、と。


　金きん属ぞくが打ち鳴らされる重たい音が、一定の間かん隔かくを開け、規き則そく正しく聞こえてきた。


　足音には違いない。だが、これはまるで、甲かつ冑ちゆうを着込んだ何者かが、階段を上っているような──


　脳裏にある想像が浮かんだ。梓は足を速めた。音を立てないよう注意しながら、階段を二段とばしに駆け上った。


　踊り場を曲がったとき、一つ先の角に消える人ひと影かげが見えた。


　目ま映ばゆい光をまとう、黄金色の人影。


　梓の心しん臓ぞうが大きく跳はねる。


　──あれは……


　知っている。騎き士しだ。絵本に登場する、女王の僕しもべ。光の騎士だ。


　足が竦すくみ、梓はしばらく踊り場に立ち止まっていた。その間も乱みだれのない足音は頭上から響いてくる。


　──ど、どうすれば……？


　ここで騎士と遭そう遇ぐうするなど、夢ゆめにも思っていなかった。あの巨きよ人じんを相手に、自分に勝ち目があるだろうか？　いや、そもそもあれはなんなのだ？　もし景の召喚した悪魔だとすれば、いったいここで何をしている？


　梓はどうすればいいかわからず、呼吸を乱みだしたまま必死に対たい策さくを練った。そうする間にも、足音は徐じよ々じよに遠ざかり──


　止まった。


　梓はとっさに耳を澄すませた。聞こえない。騎士が足を止めたのか？


　──違う。


　着いたのだ。最上階に。


　梓は再ふたたび階かい段だんを上った。もう足音など気にせず、全力で駆かけ上がった。


　階段が途と切ぎれた。その先に、両開きの扉とびらがあった。


　扉は開け放たれていた。


　梓は息を切らせて階段を上りきった。そして見る。扉の向こう。広い部屋の入り口近くに、黄金の鎧よろいをまとう巨漢が立っていた。さっき見た騎士だ。こちらに背中を向けて足を止めている。


　そして、


　騎士が対たい峙じする先。部屋の奥おくに、もう一人の人影があった。


　ローブをまとい、杖つえを持ち、フードで顔を覆おおった小こ柄がらな人影。


　梓は扉に走った。


「景ち──」


　フッと周りの風景が消えた。梓は啞あ然ぜんと足を止めた。


　気が付いたとき、梓は違う部屋に招まねかれていた。


　広いが落ち着いた部屋だった。書しよ棚だなや机つくえなどの質しつ素そな家具が、控ひかえ目に配置されている。梓は全開近くなっていた心しん臓ぞうの動どう悸きを鎮しずめようと、肩を上下させて深しん呼こ吸きゆうした。


　奥おくには天てん蓋がいのついた寝しん台だいがあった。寝室として使われている部屋らしい。これまでの塔の部屋と違う、私的な雰ふん囲い気きがあった。


　外側の壁には窓まどが設もうけられ、外に出る出口があった。その先はバルコニーだ。出口は開け放たれているが、夜の帳とばりに包まれて、外の景色は何も見えない。ただ、ときおり寒風だけが部屋の中に吹き込んできた。


　反対側の壁に暖だん炉ろがあり、その中で炎ほのおが揺ゆらいでいた。暖あたたかく柔やわらかい橙だいだい色いろの明かりを、部屋全体に投げ掛けている。そのためか、バルコニーへの出口が開け放されていても、部屋はさほど寒くなかった。


　暖炉の前に一脚きやくの椅い子すがあった。


　その椅子に座っていた人物は、梓と視線が合うとゆっくりと立ち上がった。


　栗くり色いろの髪かみ。白い肌はだ。華きや奢しやな身体からだ。息を呑のむ美び貌ぼう。無む慈じ悲ひな、黄金色の瞳。


「女王」


　と梓がつぶやく。


　無慈悲な女王は、その異い名みように相応ふさわしい冷れい笑しようで、彼女の分身を迎むかえ入れた。
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　扉とびらが開かれたとき、魔法使いは自分がいかなる感かん情じようも排はいし、冷静さを保たもっていることを確かく認にんした。


　騎士は、黄金色の鎧よろいに身を包んでいた。見上げんばかりの偉い丈じよう夫ふで、小柄な魔法使いとは対照的である。


　神々に祝福された聖せい人じん。万ばん人にんに愛される英えい雄ゆう。その身に替かえて女王を守しゆ護ごする、選ばれた戦士。


　魔法使いはフードの奥から、自分の対極にある存そん在ざいを見つめた。深く被かぶったローブのフードが、彼の顔を闇やみの下に隠かくしていた。闇の中の瞳は半はん眼がんに開き、じっと騎士の姿すがたを直視している。視線は冷たく、無機的であった。


　闇に隠れて光を見つめる。それが、魔法使いたる者の、ぬぐい得ぬ本質なのである。


　騎士が控えの間に足を踏ふみ入れた。


　一歩ずつ着実に進む。自らの前にも、また自らの内側にも、臆おくすることが何一つない。そんな毅き然ぜんたる歩みであった。たとえ、百年の命を邪じや法ほうで繫つなぎ魔法の研けん鑽さんを積もうとも、魔法使いにはできない歩法である。


　騎士は勇ゆう壮そうであり、魔法使いは冷れい徹てつだった。


　騎士は忠ちゆう実じつであり、魔法使いは独どく善ぜんだった。


　騎士は謹きん厳げんであり、魔法使いは放ほう胆たんだった。


　騎士は純じゆん粋すいであり、魔法使いは混こん沌とんだった。


　騎士は絶ぜつ対たい的であり、魔法使いは可か能のう性せいだった。


　騎士は光であり、魔法使いは闇だった。


　両者はともに、王国の女王を必要としていた。


　魔法使いは騎士に、騎士は魔法使いに、勝利せねばならなかった。


　騎士は魔法使いの十歩前で足を止めた。


　魔法使いは動かない。


　フードに表情を隠したまま、杖つえを手に、騎士の行く手を阻はばむ。


　魔法使いの背はい後ごには、奥おくの間に続く扉とびらがあった。二人が求める女じよ性せいは、その奥にいる。


　もはや両者は言葉を交かわす必要を持たなかった。


　騎士は腰こしに手を当て、揺るぎない動きで剣けんを抜ぬいた。


　透とう明めいに光り輝かがやく水すい晶しようの聖剣。聖騎士の証あかしである。


　魔法使いは杖を床ゆかに突つき、闇の生命を解とき放った。


　暗黒に蠢うごめき生きる邪悪の獣けもの。魔法使いの力である。





　両者は互たがいの存在を賭かけ、宿命の戦いの火ひ蓋ぶたを切った。





　　　　◆◆◆◆◆





　先手を取ったのは魔法使いだった。


「火よ」


　詠えい唱しようされた呪じゆ文もんが火を生んだ。


「風よ」


　風が火を煽あおり、壁となった。


　結界。水晶の剣は防ふせげずとも時間稼かせぎにはなる。


　杖をかざす。精せい神しんを闇に同化。『虚闇コアン』に接せつ続ぞく。途と端たんに流れ込こむ、真っ黒な虚きよ無む。破は壊かい衝しよう動どう。


「陣じん」


　己おのれの内側に魔法をかける。闇に引きずり込まれないための、予よ防ぼう壁へき。一種の自己暗あん示じは、しかし気休めだ。


　そのとき、火の壁が割われた。揺ゆらぐ赤いヴェールの中から、火よりも目ま映ばゆい水晶がのぞく。剣。次いで黄金の甲かつ冑ちゆう。火の壁をものともせず、騎き士しは悠ゆう然ぜんと前に出た。


「襲しゆう」


　命じる。闇やみの獣が放たれる。だが綱つなは外さない。虚闇コアンは野生の獣。それも、地じ獄ごくを住すみ処かとする獣だ。己の支し配はい下かにあるとはいえ、その牙きばがいつも敵てきに向くとは限かぎらない。


　主の意図など気にかけず、虚闇コアンは勇ゆう躍やくして躍おどりかかる。降ふりかかる暗黒の牙。騎士は剣で受け止めた。


　瞬しゆん時じに反転。身体からだを開いて勢いきおいを流し、騎士は闇を火の壁へ誘ゆう導どうする。虚闇コアンは頭から突っ込んだ。途端に火が死に、壁が消失。地獄の業ごう火かを友とする闇だ。足止めの火など蜘く蛛もの巣に等しい。


　魔ま法ほう使つかいは腰に手を伸のばす。銀ぎん鎖さのベルトに吊つるした小こ袋ぶくろ。紐ひもを解とくと、中から蔓つる薔ば薇らの茎くきを取り出し、投げる。


「茨いばらよ」


　蔓薔薇が脈打ち、急流のように伸びた。たちまち床一面を覆おおい、近づく騎士の足腰に絡からみつく。


「襲」


　再ふたたび命じる。虚闇コアンが跳はねる。背後より急襲。騎士の背せに乗りかかる。


　嫌いやな音がした。甲冑が削けずられる音だ。が、騎士の動きに変化はない。虚闇コアンは全体重を乗せた。騎士の背後に、天てん井じように届とどく闇の塊かたまりが膨ふくれあがる。


　それでも騎士は揺るがない。


　キン、


　と剣で床石ごと蔓草を切せつ断だん。自由を取り戻もどした足を踏ふみ出し、スッ、と腰を落として重じゆう圧あつを無む効こう化かしたかと思った瞬間には、体を入れ替かえ闇を放ほうり投げていた。


「──フッ」


　魔法使いが微び笑しようする。目が危き険けんな色を帯びる。


「散！」


　叫さけぶと荒あらぶる闇が割れた。二つになり、四つになり、八つになって部屋を浮ふ遊ゆうする。闇に定まった形などない。八頭になった虚闇コアンは、攻こう撃げきの型を狩かりのそれに変えた。


　次いで、


「圧！」


　ゴッ、と音を立てて控ひかえの間の空気が重みを増ました。魔法使いの足腰に、それまでの倍の重量がかかる。彼は杖を突き、両手で身体を支ささえた。


　虚闇コアンは重力の影えい響きようを受けない。その動きは依然俊しゆん敏びんにして剽ひよう悍かんだ。が、魔法の中心に立つ騎士もまた、動きに遅ち滞たいを示しめさない。


　魔法使いの笑えみが深まった。


「ククッ」


　と思わず声がもれる。


「陣！」


　内面防壁を二重にし、


「乱らん！　錯さく！　裂れつ！」


　立て続けに命じる。


　虚闇コアンの動きが激はげしさを増した。生物の躍動感が、より顕けん著ちよに現あらわれ始めた。


　引き替えに、闇と接する魔法使いの精神へ、闇の侵しん食しよくが勢いを強めた。それでも彼は怯ひるまない。彼の眼がん前ぜん。騎士もまた、水すい晶しようの剣けんを縦じゆう横おうに振ふるい、四方より迫せまる虚闇コアンを片かた端はしから切り返す。


　黄金の鎧よろいがきらきらと輝かがやき始めた。動くたびに光の粉が舞まい、忍しのび寄よる闇の足を止めた。


「氷ひよう柱ちゆうよ！」


　空気中の水分が凝ぎよう結けつし、三本の氷の槍やりと化した。一本が迫り、剣に砕くだかれる。次の一本が迫り、腕うでで弾かれる。三本目は狙ねらいが逸それたが、それが幸いし騎士の右みぎ膝ひざに突き立った。砕けた氷ひよう塊かいが黄金の光に煌きらめく。飛散する粒つぶは日の光を受ける波頭のようだ。


　騎士が片膝を着いた。八頭の獣が襲おそいかかった。


　音もなく、閃せん光こう。


　目を焼かれ、魔法使いが苦く痛つうをもらす。


「くそっ」


　精せい神しんの集中が途と切ぎれ、魔法がすべて解かい消しようされた。綱に繫つないだ虚闇コアン。が、綱の先に、その気配が一つ足りない。


　拙まずい。


　と思った瞬間、脳のう裏りが白光から暗黒に転てん換かんされた。あらゆる感かん情じようを塗ぬりつぶす黒が、精神の奥おく底そこまで凍いてつく魔手を伸ばしてくる。


　魔法使いは瞬時凍てついた。瞬時に止めたことが彼の命を救った。


「縛ばく！」


　全力で呪じゆ文もんを詠えい唱しよう。刃は向むかう虚闇コアンを力尽ずくで押おさえつけ、強ごう引いんにその制せい御ぎよをもぎ取る。そして、取り返したばかりの強きよう制せい権けんを駆く使しし、虚闇コアンを呼よび寄せる。


　光に射い抜ぬかれた目を開けたとき、鼻先に騎士が立っていた。杖つえをかざす。その杖に水晶の剣が叩たたき付けられ、魔法使いは衝しよう撃げきだけで部屋の隅すみまで跳ね飛ばされた。


　全身が壁かべに叩き付けられる。衝撃で四し肢しが軋きしむ。だが、意い識しきだけは手放さない。


「断」


　と痛覚を切り離はなし、傷きずついた身体を無理に動かす。


　ぬるり、と裂さけた額ひたいから血が流れた。これだけの傷で済すんだのは、とっさに虚闇コアンを盾たてにしたからだ。さもなくば、水晶の剣は杖をへし折り、魔ま法ほう使つかいを真っ二つにしていたことだろう。


　ガシャン、ガシャンと足音を響ひびかせ、騎き士しが魔法使いに近づいた。着実な歩みは変わらない。攻撃の意い欲よくも衰おとろえない。


　魔法使いは杖を支えに、よろめく身体からだを立ち上がらせた。


　目が霞かすみ、息が苦しい。なのに、身体の熱は苦にならない。魔力が次々に噴ふき出してくる。


「凝ぎよう！」


　分かれていた虚闇コアンが一頭に集まった。


「襲しゆうっ！」


　叫ぶように唱えた。魔法使いの魔力を吸すい取り、密みつ度どを増した闇が、正面から騎士を襲った。


　両者が組み合う。暗黒の闇と黄金の光が、部屋の中央で均きん衡こうする。


　虚闇コアンは急速に魔力を喰くらう。魔法使いの魔力は巨きよ大だいだが、それにしても無む限げんではない。


　ならば──


　不意に虚闇コアンの勢いきおいが弛ゆるんだ。騎士はその隙すきを逃のがさない。闇の身体に水晶の剣を突つき立てる。虚闇コアンの絶ぜつ叫きように空気が激しく振しん動どうする。


　騎士は貫つらぬいた剣をそのまま振るい、分ぶ厚あつい闇を払はらい除のけた。だが、それが魔法使いの狙いだった。剣を振るった瞬しゆん間かん、鉄てつ壁ぺきを誇ほこる防ぼう御ぎよが開いた。


「雷よ！」


　放たれた砲ほう弾だんは、堅けん牢ろうな塔とうを土台から揺ゆさぶった。


　圧あつ倒とう的な熱量に触ふれ、空気が爆ばく発はつ的に膨ぼう張ちようする。雷光は視し界かいを白く焼き、爆音は身体を直ちよく接せつ打った。


　騎士は直撃を受けた。黄金の鎧が火花を散らし、炉ろにくべられたように目ま映ばゆく輝いた。


　魔法使いは杖を下ろして、崩くずれるように身を折った。咳せき込んだ口から鮮せん血けつが散る。いまの攻こう撃げきは、ただの雷らい撃げきではない。本物の落雷を封ふうじた力だ。雷いかずちは天空の覇は者しやであり、地上に置いては並ならぶもののない威い力りよくを誇る。その神々の刃やいばを神しん秘ぴの技わざにて再さい生せいした魔法。魔法使いの切り札の一つである。急な発動は、相そう応おうの消しよう耗もうを強しいる。


　騎士が立つ床ゆかには黒い焼け跡あとが残っていた。その上で屹きつ立りつする騎士も、鎧から燻くすぶったような煙けむりが立っている。


　だが、


　ガシャン、


　と騎士は足を踏ふみ出した。頭部を覆おおう仮か面めんが、魔法使いへ視線を向ける。


　目があった。


　魔法使いは、ニンマリと笑った。


　さすがだ、と思った。それでこそ我わが宿しゆく敵てき。それでこそ戦う意味がある。


「襲！」


　再ふたたび虚闇コアンを操あやつった。そして、


「闇やみよ！」


　虚闇コアンに力を上乗せした。自分自身の力を、制御ではなく攻撃に加える。


「闇よ！　闇よ！　来たれ！　集つどえ！」


　闇との同化を──シンクロを深める。虚闇コアンの破は壊かい衝動が、魔法使いの意識に重なっていく。


　虚闇コアンの体が数倍にも膨ふくれあがった。獰どう猛もうな唸うなり声が地響きのように石壁と共鳴した。


「──我わが血を食はみ、敵を喰くらえ！」


　魔法使いは綱つなを外した。闇の獣けものは一直線に騎士に飛びついた。


　攻撃の度たびに魔力が絞しぼられ、意識が遠のいていく。気が付くと魔法使いは笑っていた。血を吐はき、息を嗄からしながら高々と哄こう笑しようしていた。長らく忘わすれていた快かい感かんだ。自じ在ざいに魔法を駆使する喜び。「創そう造ぞう」と対を成す「破壊」の快楽。


　魔法使いは「創造」する。そのためには「破壊」せねばならない。騎士の力は、すなわち「守しゆ護ご」。所しよ詮せん、相あい容いれることのない力。


　譲ゆずる気は毛頭ない。相容れないなら、敵を消すのみ。


「どうしたっ？　もっと喰らえ！」


　虚闇コアンに命じる。闇の獣は嬉々として、騎士と、魔法使いとを等しく喰らう。歯を食いしばって耐たえる。自分のことなど考えない。敵を滅ほろぼす。そのことだけに集中する。身を犠ぎ牲せいに捧ささげても構かまわない。それで奴やつを倒たおせるのなら。


　突とつ然ぜん──


　視界が歪ゆがみ、魔法使いは床に倒れた。石の感かん触しよくが頰ほおに当たる。上下の感覚が攪かく拌はんされる。だが、たとえ自分の身体が死体のごとき有様に堕おちようが、攻撃の手だけは緩ゆるめない。ズルズルと腕うでを動かし身じろぎする。床を這はう。傷きずが開き、血が広がっていく。その上で手足を蠢うごめかす。笑いながら、身体を起こす。





　なぜ？





「……な!?」


　前触れなく浮うかんだ疑ぎ問もんに、魔法使いは正気を取り戻もどした。


　なぜ？　なぜそうまでして戦う？　なんのために？


「決まっている！」


　それは彼女のためだ。彼女？　女王だ。他ほかに誰だれが──


「他に……誰がいる？」


　魔力の放出が途と絶だえた。虚闇コアンが怒いかりの咆ほう吼こうを上げた。


「がああ！」


　魔法使いは耐えきれずに悲鳴を上げた。精せい神しんがどろりとした闇に浸ひたされる。貪どん欲よくな獣が、主から魔力を吸い上げていく。


　魔法使いは床を殴なぐり、額ひたいを叩たたき付けた。


「陣じん！」


　魔法の防ぼう壁へきを張はる。だが力を得た虚闇コアンは、それを易やす々やすと引き裂さいた。崩れた壁かべを乗り越こえ、さらなる餌えさを求めて魔ま法ほう使つかいの深しん層そうへと踏み込こんでいく。魔法使いの精神が決壊した。思考が停止し、魂たましいの鼓こ動どうが絶える。


　主を制せい圧あつした虚闇コアンは、悠ゆう々ゆうと彼の奥おく底そこに沈しずんでいった。そこにある魔力を喰くらい、尽つきることのない餓うえを満たしていく。


　ふと──


　自由を得た闇の獣は、その嗅きゆう覚かくで深層に隠かくされていた、ある心象を見つけ出した。これまで主が与あたえてきた魔力とは、異ことなる力を有する何か。虚闇コアンはその心象に触手を伸のばした。


　色いろ褪あせてなお、暖あたたかな心象。潑はつ剌らつとした、親しげな面おも影かげ。


「それに、触れるな！」


　魔法使いの怒ど声せいが、虚闇コアンの全身を打ち据すえた。


　どこにそれほどの力が残っていたのか、まさに枯かれ果てる寸すん前ぜんだった魔法使いは、ただの一撃で虚闇コアンを打ち伏ふせた。地じ獄ごくの闇は悲鳴を上げ、震ふるえ上がって平へい伏ふくした。一いつ瞬しゆん燃もえ上がった主の魔力は、虚闇コアンを消し飛ばすほどの力を秘めていたのだ。


　魔法使いはただちに虚闇コアンに綱をかけた。獣は抵てい抗こうを示しめさなかった。


　魔法使いは目を開けた。五感が戻ってくる。切り離はなしていた痛つう感かんが、彼の全身を苛さいなんだ。が、彼は再び痛覚を遮しや断だんしようとはせず、血まみれになりながら立ち上がった。虚闇コアンは完全に彼の制せい御ぎよ下かに戻っていた。


　自身は見失い、虚闇コアンが発見した心象。それは、あのときの少女。梓のものだった。


「……どういうことだ？」


　さっき見せた力。あのような激げき烈れつな力は経けい験けんがない。魔法使いは必死に考えようとしたが、すでに頭は朦もう朧ろうとして、まともな思考ができなかった。


　それから、ようやく敵てきの存そん在ざいを思い出し、慌あわてて騎き士しに目を向ける。


　騎士もまた満身創そう痍いとなっていた。黄金の鎧よろいには幾いくつもの傷きず跡あとが残り、無む尽じん蔵ぞうと思えた体力にも、はっきり翳かげりが見て取れる。


　だが、騎士はまだ剣けんを構えていた。まだ戦う意い志しを捨すてていなかった。


　魔法使いは再び、なぜ、と思う。


　自分だけではない。奴もなぜ、ああまでして戦うことを止めないのか。なんのために？　あるいは、誰のために？


「……女王の、ためだ」


　言い聞かせるようにつぶやく。


　そして魔法使いは、再び杖つえを手に取った。食い荒あらされた魔力を、もう一度集結させる。全身が痛いたみを訴うつたえていた。だが、もはや余よ分ぶんな魔法に費やせる力は残っていない。


　対たい峙じする魔法使いと騎士。


　魔法使いからは、狂きよう気きが去っていた。だが、闇やみはまだ息づいている。いや、彼自身が闇であるのだ。猛たけり、憤いきどおり、すべて無に帰す闇。彼は闇の化け身しんなのだ。


　疲ひ労ろうが魔法使いの頭に熱っぽい靄もやをかけていた。その靄の中で見え隠れする梓という少女の姿すがた。魔法使いは頭を振ふって、それを追いやった。薄うすれそうになる意い識しきを集中し、戦いに勝つことを──決着をつけることだけを考える。


「襲しゆうっ」


　と魔法使いは命じた。





　　　　◆◆◆◆◆





「久ひさしぶりね」


　と梓が言った。


「はい」


　と女王は素す直なおに答えた。


　銀の鈴すずを鳴らしたような、冷たく透すき通った声だった。


　ぱちぱちと薪たきぎの爆はぜる音がする。部屋に立ちこめる重じゆう厚こうな沈ちん黙もくの中、その小さな音は耳に心ここ地ちよかった。


「座すわられますか？」


　と女王が暖炉の前の椅い子すを勧すすめる。


　梓は頭を振った。


「いいわ。立ってる」


　梓が拒こばむと、女王もそれ以上勧めようとはしなかった。自らも立ったまま、静かに梓と向き合った。


　暖炉の柔やわらかい光が、彼女を斜ななめ下から照らしている。白い古風なドレスの上で、黄色い光の模も様ようが優ゆう雅がに泳いでいた。


　ふと、梓は自分が口にした台詞せりふに違い和わ感を覚えた。


　──久しぶり？


　そしてハッと気付く。女王に関する記き憶おくが戻もどっている。


「わたくしがお返ししました」


　梓の考えを察したのだろう。彼女が説明を求めるより先に、女王はそう彼女に告げた。


「あなたが？」


「ええ。貴女あなたがこの部屋に来られたときに」


　女王の言葉を聞いて、梓の顔つきが険けわしくなる。


「つまり……わたしの記憶をあれこれいじくってくれたのは、やっぱりあなたなのね？」


「難むずかしいですね」


　女王はそう答え、言葉を選びながら先を続けた。


「直ちよく接せつの原げん因いんは、あの方が王国に来られたためです。ですが、あの方を王国に誘さそったのも、王国を形にしたのもわたくしですから。貴女がわたくしを敵てき視しするのは誤あやまりではないのでしょう」


　口振りは穏おだやかだが、女王が梓を見る視線はピンと張はり詰つめられていた。


　おそらく自分も同じような視線を飛ばしているのだろう。二人はどちらも、互たがいに歩み寄よる余地を持たないことを知っていた。
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　ぱち、と大きく火の粉が飛んだ。


「あの方──っていうのは、景ちゃんのことね？」


　確かく信しんしていながら、梓は女王に確かく認にんした。


　女王はにこやかに笑って肯こう定ていした。それは、愛いとしくてならない思い人の話をするとき、少女が見せる笑えみそのままだった。


　梓の体内で、冷たく熱い何かが蠢うごめいた。頭に血が上るかと思うと、その血がスッと引いていくような矛む盾じゆんする感覚だ。


　同時に心の一部が警けい鐘しようを鳴らした。梓の記憶では、女王に感かん情じようらしい感情はなかった。しかし、いま彼女が見せた笑みは、表面だけの作り物とは思えない。いまの彼女は、感情を獲かく得とくしているのだ。


　女王は、成長している。


「……どうして、わざわざ記憶を戻してくれたの？　ここに呼よんだのもそう。なんで？」


「そうでなければフェアではありませんから」


「フェア、ね」


　梓はつい怒いかりと皮肉を滲にじませて言った。


「だったら景ちゃんの記憶も早いとこ戻してくれないかな？　それでも、到とう底ていフェアだとは思えないけど」


「いいえ」


　途と端たんに女王の声が固くなった。


　冷たく硬こう質しつな宝ほう石せきを思わせる声で、


「戻しはしましたが、一時的なことです。あくまでも、いまだけのこと。すぐ貴女には必要でなくなる記憶です」


「……冗じよう談だん」


　梓は挑いどむように微び笑しようした。腹はらの底に澱おりのように淀よどむ不安と恐きよう怖ふ。彼女の足あし下もとをすくおうと機会をうかがっている負の感情を、笑い飛ばす。


「勝手に人の記憶を盗ぬすまないで欲ほしいもんだわ。おかげで周りのみんなにまで大変な苦労をかけた」


「貴女が過か去こを惜おしむからです」


　女王は冷然と言った。


「貴女が有する中で、もっとも救いがたい欠点と言えましょう」


　慇いん懃ぎんだが毒がある。それも忍しのばせる毒ではなく、刃やいばに塗ぬり、相手の殺さつ傷しように確実を期すための毒だ。


　梓の瞳ひとみに冷たい光が宿った。あらかじめわかっていたことである。これは、そういう戦いなのだ。


　部屋の空気は、暖あたたかく冷たい。暖炉に熱される一方、吹ふき込む冷気に攪かく拌はんされている。熱が混まじり合うことなく、互いの居い場ば所しよをせめぎ合っていた。


　梓は低く息を吸すった。下した腹ばらに精せい気きを練り込んでいく。バネを、弓ゆみ弦づるを、一いつ杯ぱいまで撓たわめ、引き絞しぼるイメージ。


　狙ねらいを定める。ぴたりと照しよう準じゆんを据すえる。


「どこにいるの？」


「……どこ、とは？」


「景ちゃんに会わせて」


「お断ことわりします」


　ちりちりと焦こがすような梓の視線を、女王は凍いてつく口調で切り捨すてた。


「……わたしを呼んだのは、景ちゃんを返してくれるからじゃないの？」


「愚おろかなことを」


　女王は吐はき捨てた。冷然たる態たい度どは崩くずさないものの、裡うちに秘ひめたる意い志しは苛か烈れつだ。彼女が向ける黄金の瞳は、超ちよう然ぜんとした表ひよう層そうの奥おく底そくで、荒あら々あらしく燃もえ盛さかっていた。


「貴女をお呼びしたのは、いわば引いん導どうをお渡わたしするためです。姫ひめ木き梓。わたくしの雛ひな形がた。陽ひの下を歩く方。幽ゆう玄げんを乱みだす方。かつて、あの方と共にいた者。いまや貴女はあまりに遠い。ここは貴女の来るべき場所ではない。貴女には相応ふさわしくなく、ここにいる資し格かくもない。去りなさい。そして二度と戻もどってはなりません」


　部屋全体が──いや、塔とうや樹じゆ海かい、世界のすべてが、梓に向かって迫せまってくる。そんな錯さつ覚かくさえ覚えるほどの、圧あつ倒とう的な圧あつ迫ぱく感があった。梓は知らず知らず震ふるえていた。


　いよいよ女王が牙きばを向き始めた。女王は王国の支し配はい者しやである。王国の分身だ。彼女を敵てきに戦うということは、いま梓が踏ふみ入っている世界全体を相手にして戦うということと同どう義ぎなのである。


　──それが、どうしたっていうのっ。


　と梓は開き直るように居直った。


　かつての自分は、景と共に世界中を敵に回して戦ったではないか。あのとき自分たちは、世界というものの存そん在ざいがわからなかった。いまでも、それはわかっていない。だが、こんなちっぽけな王国に負けるほど、自分は根こん性じよう無なしではないはずだ。


「……そうね。わたしもここにいつまでも居い座すわる気はないわ」


　梓はそう答え、全身の力を両目に込こめ、女王を見据える視し線せんに乗せた。


「わたしだけじゃなく、景ちゃんもね。景ちゃんを現げん実じつに帰しなさい、女王陛へい下か。過去を惜しんでるのは、あなたの方よ。『王国』はとっくに終わったの。わたしも、景ちゃんも、新しい場所を目指して歩き出さなきゃならない。それが、人が生きていく上での宿命だわ」


「……いかにも貴女あなたらしい意見です」


　女王の美び貌ぼうに、翳かげのある微笑が過よぎった。梓の記き憶おくからは消えているが、その微笑は、以前の景に生き写しだ。


「正しく、真まっ直すぐで、ご自分の信念にわずかな疑うたがいも持たれていない。ですが貴女はわかっていません。ここは貴女が口にする『正しい』在あり方への、アンチテーゼとして生まれた国です。人の宿命？　いいえ。それはただの選せん択たく肢しの一つに過すぎません。ここでは人は『新しい場所を目指して歩き出す』必要などないのです。ここは、閉とざされた時空の中に、永と久わの営いとなみを抱いだく世界。完全な独どく立りつを実現した世界です。過去どれほどの人間が夢む想そうしてきたことでしょうね。『王国』は、人間が抱く理想郷ユートピアの、一つの解かい答とうなのです。それも、完成された解答です」


　女王は淡たん々たんと語り、言葉を切って暖だん炉ろの火へ視線を向けた。


「むろん、それを良しとしない人間もいるでしょう。もとより、そのような方々を受け入れるつもりはありません。ですが、ここを求める人は大おお勢ぜいいます。貴女が想そう像ぞうされるより、遥はるかに多く。そして──」


　と、限かぎりなく優やさしく、無む限げんに慈いつくしむような表ひよう情じようをのぞかせる。


「そして、あの方は、『王国』を望んだのです。ええ、そうです。あの方は『王国』とわたくしを求めて下さった。貴女にはわかりません。わかるはずもありません。わかって欲しいとも思わない。わたくしがあの方と交わした契けい約やくは、いまもわたくしの中で燦さん然ぜんと光り輝かがやいている──」


　顔を上げ、女王は再ふたたび梓を正視した。梓を見る表情の中に、垣かい間ま見みせた慈しみの念はわずかな名残なごりすら残っていない。


「貴女から見れば夜に生きる者は哀あわれに映うつるのかもしれませんね。ですが、だからこそ、わたくしどもは巡めぐり得た輝きを貴き重ちように思う。あの方とて同じです。あの方は夜に生きる方。わたくしの同胞。貴女が騒そう々ぞうしくかき回すなど、場ば違ちがいも甚はなはだしい。春以来捨て置きましたが、これ以上見苦しい真ま似ねをするというなら、もはや看かん過かいたしません。あの方が生きる『王国』のため、あの方の安あん寧ねいのため、わたくしが手を下すまで」


　平へい坦たんな口調にもかかわらず、言葉の一つ一つに雷いかずちのごとき破は壊かい力がある。女王の言葉に引きずられ、王国全土が揺ゆれ動いている。


　そして、女王は凜りんとして言った。


「あの方を惑まどわす者は、このわたくしが許ゆるさない。我が同胞は、わたくしが護る」


　完全な宣せん戦せん布ふ告こくだ。梓とて黙だまってはいられなかった。


「言ってくれるわね……」


　梓は一歩前に詰つめ寄よった。女王が発する威い圧あつ感は一向に衰おとろえない。だが、湧わき起こる激げき情じようは、畏い怖ふを圧して余あまりあった。激はげしい怒いかりに目眩めまいがしそうだ。


「それでわたしの記憶を消すってわけ？　何が夜に生きる者よ。単なる卑ひ怯きよう者ものじゃないっ。消せるものなら消してみなさい。今度もそうだったように、わたしは何度だって思い出してみせる。何年かかっても、景ちゃんを見つけ出す。景ちゃんと出会えたことを大切に思ってるのは、何もあなただけじゃないわっ。わたしにとっても、人生で一番って言えるぐらい大事な、大切なことよ。それを、簡かん単たんに奪うばわれてたまるもんですか。未来のない理想郷ユートピアなんて真っ平だわ。そんなもの、死ぬのと同じじゃない」


　感情の熱波を叩たたき付け、梓は思いを吐き散らした。


　この部屋に至いたるまでの疲ひ労ろうや、いつしか抱かかえていた不安。それらの感情が、暖炉にくべられた薪たきぎのように、激しく音を立てて燃え上がっていく。


　だが、女王は、そんな梓の熱を、「ええ」と容易たやすい様子で受け流した。


「死もまた一つの在り方です。自らを閉ざし、孤こ高こうに至る道の一つ──」


「ふざけないでっ」


　梓は声を荒あらげた。


「景ちゃんが死ぬことを選ぶもんですか。景ちゃんは絶ぜつ対たい、生きることを諦あきらめたりしない。それがどんなに苦しくて辛つらいことでもね。あなたの言い分を聞いてると、勝手な自じ己こ満足ばかりだわっ。景ちゃんのため景ちゃんのためって、結局は全部、自分の一方的な思いこみじゃない。景ちゃんの意い志しはどうなのよ？　景ちゃんが『王国』に、望んで入ったとでも言うのっ？」


「何をいまさら……何度も言うように、『王国』はあの方の望みで──」


「わたしが聞いてるのは、いまの景ちゃんの意志よっ。あなた、さっき自分の口で、景ちゃんを王国に誘さそったのは自分だって言ったじゃない。そのとき彼が、『王国』を肯こう定ていしたとでも言うつもりっ？」


　矢や継つぎ早ばやに怒鳴る梓に、女王はわずかな苦く渋じゆうを見せた。


　辛そうに視線を外し、


「あの方は……優しい方です。その優しさ故ゆえ、常つねに迷まよいを捨すてきれない。わたくしが許せないのは、そんなあの方の優しさにつけ込む貴女です」


「つけ込むって……あなたねっ。言いがかりもたいがいにしなさいよっ？　わたしがいつ、景ちゃんの優しさにつけ込んだって言うのっ！」


「違うというのですかっ。いまになってあの方を返せなどと、あの方の優しさを利用しているのでなければなんなのです」


　女王の目に本物の怒りが閃ひらめいた。怒りと同情──景への同情だ。


「一度は捨てておきながら」


　冷水を浴びせられたようだった。


　女王の放った一言は、梓の中で渦うずを巻まいていた熱を一いつ瞬しゆんで奪い去っていた。


　梓の顔から血の気が引くのを見て、女王は静かに息を整えた。


「……失念していたのですね。そうだろうと思いました。なんと……醜しゆう悪あくな」


「捨てただなんて、そんな……。だって……だって仕方がないじゃない？　あのときは両親が渡と米べいして……わたしにはどうしようも」


　口を突ついて出た言い訳わけを耳にすると、女王はその可か憐れんな美び貌ぼうを歪ゆがめた。


　怒りと嫌けん悪おを隠かくそうともせず、


「わたくしだけでなく、ご自身まで偽いつわるおつもりですか。わたくしが言っているのは、そのようなことではありません。貴女あなたはあの方とささやかな世界を築きずきながら、用が済すんだ途と端たん、一方的に捨てたのです。知らぬとは言わせません」


「それは──！」


「もう結けつ構こう。あの方の誇ほこりを汚けがすだけです。何も仰おつしやらないでください」


　女王は肌はだを粟あわ立だたせて、ぴしゃりと切り捨てた。


　梓は言い返せなかった。


　彼女の言う通りだった。かつて──梓と景が幼おさないころ、二人はいつも一いつ緒しよにいた。両親の不仲から目を背そむける梓と、クラスでいじめられていた景は、互たがいだけを同どう胞ほうと定めて、二人だけの王国を作ったのだ。


　そして、いざ両親が撚よりを戻もどしたとき、梓は景を一人置き去りにして、自分は陽ひの当たる世界に戻った。


　なんとでも理由はつけられるだろう。景と別れた行こう為いを、正当化することはできる。


　だが、どんなに『正しい』理由を並ならべようと、当時の景には言い訳にしか聞こえないだろう。それは彼女自身が、誰だれよりもよくわかっていた。


　女王の言う通りだ。


　自分はかつて、景を捨てたのだ。


「本来、貴女には、あの方を『返せ』などという権けん利りはないのです。あの方にどちらを選ぶかなどと問う資し格かくはないのです」


　女王の声は震ふるえていた。梓はその声に打たれる思いだった。


　女王は続ける。堰せきを切ったように、梓への怒りと、景への哀あわれみをぶちまける。


「わたくしたちが巡めぐり会ったのは、貴女があの方を捨てたあとでした。当時のあの方の苦く悩のうを、絶望を、貴女はご存ぞんじない。しかし、わたくしは知っています。あの方がわたくしになんと言ったか、お聞きになりたいですか？　わたくしの力を知ったとき、あの方はわたくしに向かってこう言ったのです。『誰もいないところに行きたい。他ほかには誰もいないところに行こう』。わたくしはあの方の願いを聞き入れました。当時も、いまも、これからも。──貴女が入り込む余よ地ちなどない。貴女が口を出しても、あの方を弄もてあそぶ以外になんの結果も生まない」


　凍いてつく視線が、梓を刺さし貫つらぬいた。


　女王はいまや瑞みず々みずしい感情を露あらわにしていた。彼女を支し配はいしているのは、恨うらみや憤いきどおりが混こん然ぜんとなった、激はげしい敵てき愾がい心しんだった。純じゆん粋すいな、負の感情だ。


「悲しみに暮くれながらも決然と世界に対たい峙じする。わたくしは、そんなあの方に心を惹ひかれました。あの方の記き憶おくを消したのは、これ以上あの方を傷きずつけたくなかったからです。でも、貴女は違ちがう。記憶を消すのは卑ひ怯きようだと、貴女はさっきそう言いましたね。では、わたくしが貴女の記憶を消した理由をお教えしましょう。わたくしが貴女からあの方の記憶を奪うばったのは、貴女の中にあの方が残っていることが許ゆるせないからです。貴女がなお、自分の中にあるあの方に未練を残す様が耐たえられないからです。同胞などと、たとえ貴女の勘かん違ちがいであっても、思ってほしくない」


　と女王は髪かみを振ふり乱みだして告げた。


　覚え立ての激げき情じようが、純粋ゆえの無む慈じ悲ひさで梓を責せめ立てている。王国が色めき立っていた。世界が一つになり、梓を押おし潰つぶす勢いきおいで迫せまっていた。


「貴女は卑ひ怯きような裏切り者です。もはや貴女に自覚を促うながす気もありません。ただ忘わすれ、どこか、わたくしたちと関かかわりのない場所で暮くらして、望むままにお生きなさい。あの方は、わたくしの側そばにいます」


　言って、女王は大きく息をついた。


　まだ高ぶりが冷めないらしい。目を閉とざし、懸けん命めいに冷静さを保たもちながら、


「貴女が恥はじを知るなら……少しでもあの方を慕したう気持ちがあるのなら、大人しく諦あきらめてください。貴女を呼よんだのは、そのためです」


　再ふたたび部屋に静せい寂じやくが戻った。


　バルコニーから雨を含ふくんだ風が吹ふき込む。風は小さくつむじを巻まいて、女王の髪と梓の髪を揺ゆらした。炎ほのおが揺らぎ、ぱちぱちと火の粉が舞まった。


　女王が閉ざしていた瞳ひとみを開けた。


　現あらわれた黄金の双そう眸ぼうは、風の凪ないだ湖面のように、見事に落ち着きを回かい復ふくしていた。


　しかし──


　女王が再び梓をにらんだとき、その瞳に戸と惑まどいが浮うかんだ。


　梓が微笑ほほえんでいたのだ。


　不思議と「遠い」印象の微笑みだった。なぜそんな微び笑しようを見せるのか、女王には理り解かいできなかった。


　ところが梓は、まるで逆ぎやくのことを口にした。


「……少しだけ、あなたのことがわかった気がするわ」


　梓はそう言った。正直な気持ちだった。


「あなたはまだ幼いのね、女王様。そうだよね。当然だよ。だってあなたは、昔のわたしなんだもの」


　女王の困こん惑わくが増ました。突とつ然ぜん何を言い出すのか、と言いたげな表情だ。梓が見せている態度に余よ裕ゆうが感じられ、それが彼女の落ち着きを奪った。


「……どういうおつもりです」


「え？」


「まだ何か言い訳を重ねる気ですか」


「違うわ。あなたが言ったことはもっともよ。わたしが景ちゃんを捨すてたってことも、それを忘れて怒ど鳴なってたってことも。恥ずかしながらね」


　それは、あっけらかんとした口振りだった。


　女王は困惑を通り越こして啞あ然ぜんとした。梓の態たい度どは、彼女の理解を遥はるかに超こえていた。


　梓は、自らの過あやまちを指し摘てきされて、いわば開き直っているはずなのだ。なのに女王には、梓が急に存そん在ざい感を増したように感じられた。恥じ入って、消え入るように小さくなるのが当然だというのに、梓はまるで正反対なのだ。


「確たしかに、わたし忘れてた。自分が酷ひどい女だってこと」


　狼狽うろたえる女王に構かまわず、梓はゆっくりと口を開けた。


「でもね。悪いけど、わたしは恐おそれ入ったりしないよ。景ちゃんのことだって諦めない。何回でも言うわ。景ちゃん返してっ、ってね。恥ずかしいと思うし、みっともないと思う。でも、へこたれない」


　梓はもう一度微笑んだ。無様な自分。未み熟じゆくな自分。それを自覚した上で、それでも真まっ直すぐに笑った。


「だって景ちゃんは、わたしのしたこと許してくれたもん。だから平気。誰に笑われても、馬ば鹿かにされてもいい。わたしは景ちゃんに言うわ。わたしのところに帰って来てって。愛あい想そ尽つかされるまで、そう言い続けるの」


　卑ひ屈くつな笑顔だ。女王はそう思おうとした。しかしできなかった。なぜなら、梓の笑顔には力があったからだ。


　それは、不屈の力だった。温室で咲さき誇ほこる花ではなく、道みち端ばたで太陽を目指す花の力だ。冷たい夜を耐え凌しのぎ、陽ひの下で花を咲かせる。この世でもっとも古く、普ふ遍へん的な力だった。


　生命の持つ力である。


　梓の笑顔は、名もなき雑ざつ草そうがアスファルトを割わって根を張はるように、女王と王国に亀き裂れつを入れた。夜の領りよう域いきに光が差し込こみ、ほんのわずかではあるが、闇やみを払はらった。


　部屋の景色が薄うすまった。


　まさか自分がそんな効こう果かをもたらしたとは夢ゆめにも思わないまま、梓は驚おどろいて辺りを見回した。


　石いし壁かべに隠かくされていた物が一いつ瞬しゆん姿すがたを見せた。剝むき出しの鉄てつ筋きんや積み上げられた資し材ざいの山。保ほ護ごシートに作業用の足場。そして雨に煙けむる葛くず根ね市しの夜景。


　それはほんの一瞬だった。気が付けば梓は、魔ま法ほうの塔とうの一室に戻もどっていた。


　しかし、その塔もさっきまでと様子が違ちがって見えた。


　寝しん台だいが透すき通って消え、かと思うと現れる。書しよ棚だなや椅い子すが、同じように見え隠れする。暖だん炉ろの火が熱を失い、直後にそれを誤ご魔ま化かすかのように火か勢せいを増した。


　世界の像ぞうが揺らいでいる。


　──これは!?


「何、どうしたのっ？」


　梓は声を上げて尋たずねた。しかし女王は答えない。


　梓は女王の顔を見て胸むねを突つかれた。彼女はいま、初めての感情を見せていた。焦あせり。そして恐きよう怖ふだ。自分が失敗し、失うこと。その可か能のう性せいに対する耐たえ難がたいまでの恐怖が、彼女の儚はかない美び貌ぼうを青白く染そめ上げていた。


　梓はそれ以上女王に問い質ただすことができず、やむなく自らの目で事態の推すい移いを見守った。


　が、部屋を見回していた梓の視し線せんが止まった。


　部屋の壁が蜃しん気き楼ろうのように透き通っている。その向こうに隣となりの部屋が見えた。


　梓はその光景に息を呑のんだ。


　その部屋は、さっき階かい段だんを上りきってから一瞬だけ目にした部屋だ。いま、その部屋で二人の人物が死し闘とうを繰くり広げている。


　一人はローブをまとった魔法使い。


　もう一人は鎧よろいの騎き士しだ。


　梓は火がついたように壁に飛びついた。透き通ってはいるが、石の壁はまだ固い手て応ごたえを返してくる。


「景ちゃん！」


　梓が叫さけんだ。叫びながら理解が弾はじけていた。


　魔法使いと騎士。


　ここは、景の王国なのだ。


「止めなさい！」


　梓は絶ぜつ叫きようした。





　　　　◆◆◆◆◆





　戦いは一進一いつ退たいとなった。


　魔法使いの放つ火や氷や雷いかずちは、ことごとく黄金の鎧に阻はばまれた。


　騎士の振ふるう水すい晶しようの剣けんは、すべて意い志しある闇やみに絡からめ取られた。


　控ひかえの間を埋うめる鮮せん烈れつな光と深い闇は、戦いの中で幾いく度どとなく入れ替かわった。


　呪じゆ文もんを唱え、闇を操あやつりながら、魔法使いは心の片かた隅すみでぼんやりと思った。


　予想はしていた。そして予想通りの強さだった。騎士の手て並なみ。感かん嘆たんするよりない。


　一瞬たりとも気が抜ぬけない。一瞬一瞬に全力を投じた。戦えば戦うほどに、魔法使いの限げん界かいが、くっきりと明めい確かくになった。それは余よ分ぶんなもののない、魔法使いの輪りん郭かくそのものだった。


　魔法使いだけではない。騎士もまた、徐じよ々じよに徐々に、その輪郭を浮うかび上がらせた。


　戦いが進み、手を重ねるに連れ、シンプルになった騎士の動きが、我わがことのように感じられてきた。剣を振るう速さ。切り付ける軌き道どう。攻こう撃げきから攻撃への推移。舞まうような足あし捌さばき。柄つかを握にぎる拳こぶし。その力の加か減げん。攻こう防ぼう一体の流れ。息を吸すうタイミング。フェイントの仕し掛かけ方。戦せん術じゆつの組み立て。思考の手順。心の動き。


　いつしか、魔法使いの動きもまた、騎士の動きに呼こ応おうしていた。一つ一つの動きを確かく認にんしながら、まるで定められた型をなぞるように二人で戦いを演えん出しゆつする。


　騎士が踏ふみ込む。魔法使いは右に避よける。息を吸い。呪文の詠えい唱しよう。突き出される切っ先。闇が狙ねらいを逸そらす。左に一歩後退。同じ距きよ離りだけ間合いを詰つめ。右下から剣を跳はね上げ。呪文が完成し。次の斬ざん撃げきが飛び。雷らい電でんが轟ごう音おんを上げて。右足を軸じくに回り。攻撃が宙ちゆうを切り裂さき。息を吸い、吐はいて。剣が閃ひらめき。呪文が再ふたたび。


　ぴたりと合う。


　バン──


　と切っ先と氷ひよう柱ちゆうがぶつかり合った。一連の流れが、そこで止まる。まるで熟じゆく練れんした舞ぶ踊とう家かが見み得えを切るかのようである。


　そして再び両者は間合いを開け、一定のペースで攻撃の手順を重ね合っていく。徐々に意い識しきが研とぎ澄すまされ、雑ざつ念ねんが去り、忘ぼう我がの境きよう地ちに近づいていく。


　おそらく、と魔法使いはぼんやり思う。


　騎士もそうなのだろう。自分と同じ境地に立って、激げき戦せんの中に穏おだやかな感かん情じようすら覚えながら、次の一刀へと準じゆん備びを整えているのだろう。


　この、自分以外の大いなる意志が、自分を遠くから操る感覚。


　なぜか懐なつかしい。


　そして魔法使いは、戦いの遥はるか先にある決着に思いを馳はせた。


　それはすでに、魔法使いの中に存そん在ざいしていた。


　決まっている。


　所しよ詮せん、闇は闇。


　光には勝てない。


　ああ、自分は負けるのだなと、魔ま法ほう使つかいは、それでもなおぼんやりしたまま思った。


　まるで、すでに幾度も敗北を経けい験けんしているかのように、その結けつ論ろんは、すんなりと腑ふに落ちた。


　負けて、それからどうなるのか。


　それも決まっている。


　また初めから始めるのだ。


　いつの日か、いま自分がこうしているように、女王を賭かけて騎士と戦うために。


　魔法使いが杖つえを掲かかげる。闇を制せい御ぎよして防ぼう壁へきを築きずく。


　ほら、と魔法使いは思った。


　ほら、ここに騎士が剣を振るう。


　そしてその通りに剣けん戟げきが彼を掠かすめた。


　そして、次の一撃はここ。


　その通りの場所に、刃やいばが鋭するどく振り下ろされた。


　次はこちらの手。呪文を唱え、炎ほのおを生み出す。どこに？　あそこだ。騎士の斜ななめ後ろ。ほら。彼だって待っている。彼が待つ場所に、彼が構かまえるタイミングで炎を召しよう喚かん。


　火花が散って。


　次は？　次はそう、もう一度こちらだ。闇を広げ、その中に鉄の針はりをそっと沈しずめる。全部で七本。うち二本は当たる。そのあとは騎き士しの手番となる。


　そして、その次は──


　その次は──


　魔法使いは死力を尽つくした。穏やかな心境のまま、心しん臓ぞうが負ふ担たんで爆ばく発はつしそうなほど魔法を身体からだの奥おくからひねり出す。


　全力で。そう。これはそういう決まりだ。手など抜かない。最さい期ごまで戦い抜く。


　そして、


　ついに、


　魔法使いが召喚した闇の獣けものは、最期の一いつ片ぺんまで光に追い払はらわれた。


　手にある杖は先せん端たんが斬きり飛ばされている。ローブはボロボロで、身体は芯しんまで枯こ渇かつしていた。


　戦いは終わった。


　今度もまた、騎士の勝ちだ。


　騎士が水晶の剣を大きく掲げる。


　剣がきらきらと光り輝かがやく。


　最後の闇が──魔法使い自身が、その光を受けて世界から消え去っていく。


　魔法使いは思う。脳のう裏りに浮うかぶ台詞せりふ。


　自分はこう言うのだ。「戯たわむれとは珍めずらしい」。そして彼女はこう答える。「戯れなどではありません」。


　それは、これから「先」のこと。「現げん在ざい」の向こうにある「未来」の「現在」。繰くり返される物語の中の、幸せな一シーン。


　魔法使いは目を閉とじて待った。騎士の剣けんが振ふり下ろされるのを。物語にひとまずの幕まくがおり、やがて語り出されるのを。


　だが、


　その最後の一撃は、いつまで経たってもやってこなかった。


　どこか遠くから、もう一人の女王が強く命じていた。





「止めなさい！」





　魔法使いは目を開けた。脳裏にかかっていた霞が消えた。


「う、あ……」


　眼がん前ぜんで騎士が剣を振り上げている。目を剝むいて後あと退ずさる。よろめきながらも、手を着いて立ち上がる。


　息が苦しい。全身が引きつけを起こしている。魔法を使いすぎたせいだ。頭が割われるように痛いたみ、目が眩くらんだ。吐はき気けがする。苦しい。


　が、生きている。


　魔法使いは霞む瞳ひとみで騎士を見み据すえた。騎士はぎくしゃくと身動きしている。突とつ然ぜんの命令に、どう応おうじればいいかわからずにいる。


　この隙すきを逃がすほど、魔法使いは甘あまくない。


　身体は限げん界かいを超こえて追い込まれていた。意い識しきはいつ途と切ぎれてもおかしくない。だが、魔法使いは断だん固ことして退ひかなかった。身体と心と魂たましいを、残らずひっくり返して残っている魔力を搔かき集めた。


　あと一回。


　それで決めてみせる。


　激げき痛つうに波打つ肉体を、意い志しの力で押おさえつける。束そく縛ばくから逃のがれて睡すい眠みんの安らぎに食らい付こうとする精せい神しんを、意地と誇ほこりで従したがわせる。


　魔力を練る。己おのれの血や汗あせと一いつ緒しよに、力と技わざで練り上げていく。


　足りる。


　闇やみの魔法。あと一度、行使できる。


　ならば、迷まようことなど何もない。そのあとどうなるかなど脳裏から閉しめ出し、全力で騎士に叩たたき付けるのみ。


「闇よ──」


　魔ま法ほう使つかいは呪じゆ文もんを開始した。呪文を唱えながら壮そう絶ぜつな笑えみを浮かべていた。


「我わが剣となり──」


　呪文に沿そって魔力が迸ほとばしった。得え難がたい高こう揚ようが駆かけめぐり、快かい感かんが彼を支し配はいする。


「我が敵てきを──」


　魔力が世界に働きかけた。世界が応こたえ、魔法が行われる。


「砕くだけ！」


　その瞬しゆん間かん、魔法使いの自じ我がが魔法に吸すい取られた。魔法が身体からだを蹂じゆう躙りんし、敵に向かって飛び出そうとする。


　しかし、それを止める者がいた。


「景ちゃんっ！」


　パン！


　と小気味よい音が響ひびき、魔法使いはショックで魔法の制せい御ぎよをしくじった。が、どういうわけか魔法は暴ぼう走そうして彼の心身を食い破やぶろうとはせず、すごすごと彼の中に戻もどっていった。


　気が付けば頰ほおが痺しびれている。


　魔法使いは茫ぼう然ぜん自失となって、打たれた頰に手を当てた。


　目の前にいる少女。あの少女だ。なぜここに？　どうして？　いや、それより自分はいったい……


「景ちゃん！　もうっ。しっかりしなさいよっ。ラリってる場合じゃないでしょ!?　起きろ、物ものの部べ景！　目を覚まして！」


　ぶんぶんと肩かたを揺ゆすられ、堪たまらず景は目を覚ました。


　ぎょっとした。目の前で梓が顔を真っ赤にしている。いったい何があったというのか。


「梓ちゃん？　ど、どうしたんだ？」


「景ちゃん！」


　梓が大声で怒ど鳴なった。景は一瞬びくりとして身み構がまえたが、梓の声は怒声ではなく、紛まぎれもない歓かん声せいだった。


「ああ、良かった……景ちゃん。景ちゃん。やっと会えた……」


「え、な……なんだって？」


　梓が景を抱だきしめる。両りよう腕うでを首から回して、力の限かぎり抱きしめる。ポニーテールが鼻先にかかった。柔やわらかい身体に包まれ、景はたちまち頰を染そめた。


　そして思い出した。


　景は飛び跳はねて身体を起こした。梓を引き剝はがす暇ひまさえ惜おしんで、自分のいる場所を確かく認にんした。魔法の塔とう最上階。控ひかえの間。すぐ側そばに、黄金の鎧よろいをまとう騎き士しがいた。景は髪かみの毛を逆さか立だてた。


「梓ちゃん、離はなれろ！」


　首にかじりつく梓を強ごう引いんに引き離し、自分の後ろに追いやってから騎士と対たい峙じする。


　騎士の動きはまだぎこちない。だが、この悪魔はただの悪魔ではない。まともにやっても勝ち目はないが、ではどうすれば？


「くそっ。梓ちゃん、カプセルはあるかっ？」


「カプセル？　ないわよ、そんなの」


　なぜか不ふ機き嫌げんそうな声で答えた。せっかくの再さい会かいを中断させられて膨ふくれているのだが、むろん景にはわからない。


「くそっ。なら逃にげるしかない。君が先に行けっ。僕が時間を稼かせぐ。急いで──」


「あん、もうっ。──大だい丈じよう夫ぶよ、景ちゃん。少し落ち着いてってば」


　梓が後ろから景が着ているローブの裾すそを引っ張ぱる。景は舌した打うちして、


「いいから行け！　口こう論ろんしてる暇はないっ」


「……もうっ。この頑がん固こ頭」


「何をぶつくさ言ってるんだ！　いい加か減げんに──」


　景の両頰がむんずと挟はさまれ、ぐいっ、と首が斜ななめ後ろに回された。景がバランスを崩くずしてたたらを踏ふむ。訳わけがわからず、焦あせりが怒いかりに取って代わる。


　景は怒鳴ろうとしたが、梓はそれより早く唇くちびるを塞ふさいだ。


　両手が塞ふさがっていたので、自分の唇で。


　ついでになんとなく目ま蓋ぶたも閉じて。


　景は石せき像ぞうと化した。


　石化の魔法は梓がキスを止めるまで解とけず、それは決して短い時間ではなかった。


　魔法が解けた途と端たん、景は弛し緩かんしてだらしなく膝ひざを突ついた。焦りと怒りと混こん乱らんが荒あれ狂くるった末、台風が通り過すぎたあとのように、真っ白になって梓を見上げた。


「メリー・クリスマス、景ちゃん」


「……は？」


　梓は腰こしに巻まいていたブルーのウィンドブレーカーを解ほどき、ふわりと広げて景の肩に被かぶせた。


「お帰りなさい」


　景はなお呆ぼう然ぜんとしていた。が、まったく意図していないのに、ストン、と理解の欠片かけらが穴あなにはまった。


　ああ、自分は帰ってきたのだ、と。


「……ただいま」


　景が返事をする。梓は目め尻じりに涙なみだを浮うかべて、嬉うれしそうに頷うなずいた。


　それから、視し線せんを騎士へと向ける。


　景も慌あわてて立ち上がった。だが梓は景を手で制せいして、


「ねえ。面めん頰ぼおって言うんだっけ？　その仮か面めん。外してくれる？」


　そう、騎士に向かって話しかけた。


　景が啞あ然ぜんと梓を見るが、彼女は説明しないまま、「ね、お願い」と騎士に繰くり返した。


　女王の命令だ。


　騎士が従したがわぬ道理はない。


　騎士はぎこちない動きで、黄金の甲かぶとの面頰を上げた。


　その途端、魔法が解け──


　気が付くとそこには、一人の小さな男の子が、不安そうな面おも持もちで立っていた。


「やっぱり」


　と梓が言う。景は驚おどろきに打たれて騎士を──その正体を見つめた。


　華きや奢しやな身体つきの少年だった。背せも低く瘦やせていて、あの騎士とは似にても似つかない。黒くろ髪かみにつぶらな瞳ひとみをした、可愛かわいらしい容よう貌ぼうの少年だった。


　しかし、一見すると少女と見み紛まがう容貌の奥おくには、苛か烈れつで頑かたくなで、決して折れない頑固さの萌ほう芽がが見受けられる。孤こ独どくに毅き然ぜんと立ち向かい、寂さびしさを殺して世界を拒きよ絶ぜつする、暗く哀かなしい瞳をしていた。その瞳は、己おのれの無力を痛いたいほどに嚙かみしめてきた者に特有の、思い詰つめた瞳だった。


　あらゆる外がい敵てきから女王の身を護まもる、勇ゆう壮そう無む比ひな光の騎士。


　それは、少年が夢む想そうする理想の姿すがただったのだろう。


　梓が景の背中に腕うでを回して、少年の方に押しやった。景はよろめきながら前に出た。当とう惑わくを隠かくせないまま、それでも一歩ずつ、少年に近づいていった。


　少年は逃にげ出さなかった。


　何も言わず、じっと景を見上げている。おそらく、殴なぐられても、褒ほめられても、黙だまったまま彼の目を見つめ続けるに違ちがいない。


　景は傷きずついた身体に鞭むち打って、よろよろと腰こしを屈かがめた。


　少年と目線の高さを合わせる。彼の瞳は近くから見ると、驚くほどに澄すんでいた。


「そうだな……」


　と景は自らにささやいた。


　いまこそ、騎士と魔ま法ほう使つかいが決着をつけるときなのだろう。


　景は言葉に迷まよった末、「よお」とも「やあ」ともつかない、曖あい昧まいな声で話しかけた。


　少年は何も答えない。野生の犬や猫ねこと同じように、瞬まばたき一つせず景の目を見つめている。


　景は苦く笑しようし、口を開けた。


「──いい勝負だったな」


　少年はきょとんとした。それから、景の言っているのが、騎士と魔法使いの戦いだと思い至いたった。


　少年は長いこと迷った末、一度だけ小さく頷いた。景は優やさしく微び笑しようした。


　それから次の言葉を探さがしたが、他ほかに言うべき──少年に語るべき言葉はなかなか見つけられなかった。少年はじっと待っている。景は頭を搔かき、弱った顔で言葉を探した。


　結局、


「困こまったな。何を話せばいいのか見当がつかない」


　正直にそう告げた。それでも少年は失望も見せず、じっと景の目をのぞいている。


「そうだな……その……お互たがい苦労するよな。色々」


　苦し紛まぎれにそんなことを言い、同意を求めて少年を見つめる。


　背はい後ごで梓が大きく咳せき払ばらいをした。何よ、だらしない、と言わんばかりの、雄ゆう弁べんな咳払いだ。


　景は思わず首を竦すくめた。その仕草を見て、ようやく少年は微笑ほほえんだ。暗く深い樹じゆ海かいの奥で、満面に咲さく花畑のような笑えみだった。


　景は再ふたたび苦笑した。


　そして、


「なあ。いいかい。僕ぼくは君に何か教えてあげられるような大たい層そうな人間じゃないんだ。ただ、これだけは覚えておいて損そんはない。これから君は──きっと色んな体験をするはずだ。クラスの連中は夢ゆめにも思わないような、不思議で、奇き妙みようで、ヤバい体験をね。それまでの人生を覆くつがえされるような経けい験けんもあれば、何が真実か見失うこともあるだろう」


　と、一度言葉を切り、


「……いや、あるんだよ。ほんとに。冗じよう談だん抜ぬきで酷ひどい目に遭あう。悪いけど。特に、お姉言葉を使う奴やつと、黒い革かわジャンを着た奴には注意しろ。あいつら最悪だからな。あと、目の下に黒子ほくろのある奴にも気を抜くな。実じつ際さい、あの馬ば鹿かのせいで窮きゆう地ちに陥おちいったことが一番多いんだから」
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　話すことはないと言いながら、話していると段だん々だん話題が出てきたらしい。景の口くち振ぶりは、話すほどに切実さを増ましていった。


　しかし、反対に少年は戸と惑まどい顔になった。景の話している内容がわからないのだ。


　そんな少年の反はん応のうに気付いて、景はいったん口をつぐんだ。


「そうだな。そんなこと、わざわざ僕が言うまでもないよな」


　そして、目を閉とじ、考えをまとめてから、切り出した。


「この現げん実じつってのは結けつ構こうあいまいなんだ。綺き麗れい事ごとだけじゃ通用しない。本当に信じられるのは、自分一人だけだろう。少なくとも、最初のうちは」


　少年が厳きびしい顔になった。景の言うことに強く賛さん同どうするかのように、コクリと頷うなずく。


「でもな。だからって縮ちぢこまってることはない。逆ぎやくだ。吹ふっ切って大だい胆たんに行け。あいまいなものでも、本気で信じてみるんだ。何度も裏うら切ぎられて痛いたい目を見るだろうけど、そのうち必ず手応えが返ってくる。その手て応ごたえを集められるだけ集めてからが、本当の勝負なんだ」


　景が少年の目をのぞき込こむ。少年が無心に視し線せんを返す。


「現実はあいまいだ。だからこそ自由でもある」


　景は言った。


「夢も現実も、すべては君のものだ。君が造つくり上げろ」





　疲ひ労ろうはピークにあった。しかし意い識しきが途と切ぎれた感覚はなかった。


　なのに、ふとした瞬しゆん間かん、少年の姿はどこかに消えていた。景は梓に肩かたを叩たたかれて、ようやくそのことに気が付いた。


「ご苦労様」


　と梓が労ねぎらう。


　景は頭を振った。どういう意味で振ったのかは、彼自身よくわからなかった。


　それから、部屋の隅すみを見て、ハッと立ち上がった。梓が振り返り、唇くちびるを嚙んだ。


　壁かべ際ぎわに女王が立っていた。


　秀しゆう麗れいな容よう貌ぼうに無む慈じ悲ひな表ひよう情じようを浮うかべ、黄金の瞳ひとみをきつく開いたまま、大おお粒つぶの涙なみだをこぼしていた。


「なぜですか──」


　女王が言った。震ふるえる声で不器用に、


「どうして？」


　梓が何か言おうと口を開けかけた。景はそれを止め、自分から女王に近づいていった。


　梓の鼓こ動どうが大きくなる。しかし、景を信じて動かなかった。


　景が女王の前に立った。肩にかけたウィンドブレーカーが、ふわりと翻ひるがえってから、景の身体からだを包んですぼまった。


「あの人は、裏切り者です」


　女王は景の目を見ながら訴うつたえた。


「あんなにも貴方あなたを傷きずつけて、いまも貴方を傷つけようとする。一度捨すてておいて、なのに自分が辛つらくなったら、また貴方に甘あまえようとする。そんなの……ズルい」


　女王の態たい度どは、親を責せめる幼おさな子ごにそっくりだった。景の前で、女王は彼女本来の姿すがたを見せていた。


　景は黙だまって首を横に振った。


「いいんだ」


「貴方は……！　わかりませんっ。なぜです？　なぜ許ゆるせるのです？　わたくしには──わからない」


　女王は語気を強めて言い募つのった。景は穏おだやかに、彼女に説とく。


「僕は一度、君を裏切った」


　女王が肩を振るわせた。それがなんのことか、二人にはよくわかっている。葛根市に悪あく魔まの力がばらまかれるきっかけとなったことだ。


　あのとき景は、クラスメイトを破は滅めつさせた女王を一方的に非ひ難なんし、拒きよ絶ぜつした。それは、当時の二人にとって、裏切りといっていい行こう為いだった。


「でも、君は僕を許してくれた。そして、梓ちゃんも僕を一度捨てた。でも、僕は彼女を許している」


　言って景は微かすかに目を細めた。笑ったのではない。苦く笑しようや自じ嘲ちようとは違ちがう感情だった。


「僕たちは、よく似にてる」


　女王は言葉を失った。景にとっての梓とは、女王にとっての景なのだと、そう言われているようなものだ。そんなことを言われて、反はん論ろんする術すべを彼女は持たない。


「……戻もどられるのですか？」


「ああ。僕はもう『王国』にはいられない。約束を破やぶって、すまない」


　長い、身体中の息を吐はき出すようなため息を、女王はついた。


　それから両手に顔を埋うずめた。


　ひどい、とも、あんまりだ、とも女王は言わなかった。彼女という存そん在ざいが景を非ひ難なんしたことは一度もなかった。彼女に景を責めることなど決してできないのである。


　彼女はただ哀かなしくて泣いた。


　彼女に共感しているように、塔とうが振しん動どうを開始した。哀あい哭こくのように震え、崩くずれ出した。


　女王の涙が、彼女の魔法を溶とかし始めた。





　　　　２





　葛根市にかかっていた魔法が、解かい呪じゆされ始めたとき──





　黒くろ鮫さめとにらみ合っていたバールとベルゼブブは、事態を察して面おもてを上げた。千ち絵えと水みず原はらの眼がん前ぜんで、二人の姿が透とう明めいに透すき通り始めた。


　二人だけではない。黒い鮫も、椅い子すも、棚たなも、塔の外がい壁へきや床ゆかや天てん井じようが、何もかも掠かすれ始めた。まるで、太陽の光を浴びた吸きゆう血けつ鬼きだ。ベルゼブブが、やれやれと肩を竦すくめ、バールは無念を嚙かみしめた。


「兄あに貴き！」


　水原が叫さけんだ。ベルゼブブが弟に向かい、一言最後の別れを告げた。


　最期の言葉は音となる前に消えた。


　だが、兄がなんと言ったか、弟にはわかった。


　水原は崩壊する天井から守るために千絵を抱だき寄よせた。千絵は天井にある階かい段だんの跡あとに向かって、必死に梓の名を叫んだ。





　空中に屹きつ立りつしていたベリアルは、悪お寒かんに身体を震ふるわせた。それからため息をつき、苦笑を浮うかべて頭を搔かいた。


　突とつ如じよ大だい蛇じやの動きが止まった。ついに鮫のコントロールに成功したＤＤドラツグ・ドツグズたちは、敵てきの異い変へんに顔をしかめた。


　甲か斐いは螺ら旋せん階段から身を乗り出して戦局をにらんでいた。事態を察した途と端たん、血相変えて黒鮫の背せに飛び乗った。壁かべに開いた穴あなへと黒鮫が泳ぎ出したときには、すでに壁は半はん壊かいしつつあった。


　茜あかねが悲鳴を上げる。甲斐が黒鮫を急がせるが、すでにその悪魔も消え始めている。


　ＤＤたちがリーダーと少女の窮きゆう地ちを見て戦せん闘とうを放ほうり出した。しかし彼らが操あやつる鮫の群むれは、真っ先に消失していった。


　甲斐がベリアルの頭上を、矢のように通つう過かする。敵に背せ中なかを向けたまま、おそろしく無む防ぼう備びに。ベリアルは舌した打うちすると、薄れゆく己の悪魔の力を、甲斐の乗る黒鮫に注ぎ込んだ。





　塔周辺に集まっていたユーザーたちは、催さい眠みん術じゆつから覚めたように目を瞬まばたきした。自分がどこにいるのかわからず、雨に濡ぬれた駐ちゆう車しや場じようを見回した。残っていたＤＤがユーザーの変化に息を詰つめる。


　そこへ、剝はがれた塔の外壁が降ふってきた。ユーザーたちは悲鳴を上げて塔から離はなれた。ＤＤたちは仲間を連れ出すため、塔の入り口に走り寄った。入り口を塞ふさいでいた黒い炎ほのおは、いつの間にか消えていた。





　完全に声を嗄からした久く美み子こと香か苗なえと由ゆ紀きは、カラオケルームのソファで死体のように横たわっていた。テーブルの上は食べかすや空き瓶びんの散さん乱らんする酷ひどい有様で、発散された熱量の激はげしさを想そう像ぞうさせる。


　三人は朦もう朧ろうとしていたが、誰だれもマイクを握にぎり締しめたまま離さなかった。まだパーティーは続いているのだ。みんなが帰ってくるまで、パーティーは終わらないのだ。


　三人は梓たちが帰ってきたら、みんなに一曲ずつ歌わせるつもりだった。誰に何を歌わせるかも、相談の上決めていた。ぐったりしていた久美子が潰つぶれたのどで忍しのび笑いをもらし、香苗と由紀は何事かと尋たずねた。


「だっでさ。梓ぢんど景ぢんがデュエッドしでるの想像しだらさ」


　そう言ってクスクス笑う。二人も想像し、同じように肩かたを震わせた。


　それから気力を振り絞しぼり、次の曲を機械に入れた。





　マンションの自室でまどろんでいた榊さかき原ばら忍しのぶは、ふと目を覚まし部屋を見回した。明かりは点ついておらず、部屋は薄うす闇やみに包まれている。ソファに身体からだを沈しずめ、サイドテーブルから飲みかけのまま残っていたブランデーを口に運んだ。


　何か夢ゆめを見た気がしたが、気のせいだったのだろうか。と、そのとき突然ベッドの上で横たわる男が身じろぎした。忍は跳ね起きてベッドの傍かたわらにしゃがみ込んだ。


　彼はもうずっと目を覚まさない。その彼が身じろぎし、苦しそうに顔を歪ゆがめている。忍は彼の手を握り締め、目を覚まして、と祈いのるようにつぶやいた。自分はもう何も望まない。セルネットの地位や、カプセルもいらない。だからもう一度だけ目を覚まし、昔のように自分に声をかけてほしい。


　かつてクリスタルと呼よばれ、バジリスクと名乗った女は、男の手を握り続けた。





　──そして最後に、すべてを覆くつがえす大波のような、見当識しきの消失がやってきた。





　　　　◆◆◆◆◆





　そこは何もない世界だった。


　平へい坦たんな空と地面が続くだけの、シンプルな世界である。


　しかし、その空と地面すら、いま少しずつ消え始めていた。


　もうそこにはスチールのデスクもパイプ椅い子すもない。三匹びきの悪あく魔まは大地に直ちよく接せつ腰こしを下ろして、膝ひざをつき合わせていた。


「負けてもうたか」


　と銀ぎん髪ぱつの悪魔が言った。負けを認みとめたわりに、あまり悔くやしそうに見えない。もともと、勝ち負けにこだわるタイプではないのだろう。


「そうだな。まあ仕方ない。これ以上ちょっかい出すと、馬に蹴けられて死ぬ羽目になる」


「てか、もう死んどるしな」


　ケケケと笑う銀髪の悪魔に、半月型の眼鏡めがねをかけた悪魔は、肩を竦すくめて見せた。いつになく口数が少ないのは、長い計画が挫ざ折せつしたショックかもしれず、あるいは成長した兄弟との再さい会かいに深い感かん慨がいを嚙かみしめているせいかもしれない。


「でも、どうやろうな。もし、このまま上う手まくことが進んどったら、お前また、同じこと繰くり返しとったんやないか？」


「かもしれない」


「おうおう。難なん儀ぎなやっちゃ」


　と銀髪の悪魔が口を尖とがらせる。


「あの嬢じようちゃんには適てき当とうなこと言うて煙けむに巻まいたみたいやけどな。俺おれはあんな口八丁で誤ご魔ま化かされたりせえへんで？」


「人聞きの悪い。僕は別に噓うそなんかついてないぞ。僕はあの『王国』を愛してたんだ」


「けど、それだけやあらへんやろ？」


「むう？」


「だって、そうやんか。お前は『建国』できんでも、物部景にはできたんや。なら別に、あのときあのガキかっさらって、女王に突き出してたかてよかったやん？　いくら仲なか違たがいした直後やっても、そんなん、お前の手管がありゃあなんとでもできたはずやで。相手は小学生やもんな。言いくるめるなんて、楽なもんや」


　と、にんまり笑って指し摘てきする。


　眼鏡の悪魔は観念したように両手を上げた。


「僕ぼくが自殺したのは──」


　と静かに告白した。


「僕が自殺したのは、僕が弱かったせいだ。海うみ野の君にはずいぶんと偉えらそうなことを自信満々に言ったけど、あのころ僕は意気揚よう々ようと『建国』を勧すすめる一方で、毎まい晩ばんのように悩なやんでいた。人は孤こ独どくな生き物だと確かく信しんしながら、本当にそう断言してしまっていいのかと真しん剣けんに悩んだ。『王国』を作るということは、その問いに『イエス』と答えてしまう──選び、決定してしまうことだ。僕はそれが恐こわかった。『王国』が完成すれば、もう後あと戻もどりはできない。自分が決定的に間ま違ちがってしまうことを恐れてたんだ。だから、最後の選せん択たくが目の前に迫せまったとき、それを投げ出してしまった。……いまは違うよ。いまの僕はその問いに答えることを躊ちゆう躇ちよしない。とはいっても、つまるところ『この僕』は『あの僕』とは違うからね。記き憶おくから再生されたから別物だってわけじゃない。あの日、拳けん銃じゆうの引き金を引いた瞬しゆん間かんの僕というのは、あの瞬間にしか存そん在ざいしないんだ。結局のところ」


「……そんなもんかね？」


「そんなもんだとも。だから、いまならどうだとか、彼らに負けなければどうだって仮か定ていは、あんまり意味がない。女王が敗やぶれて、取りあえず世界は元に戻った。重要なのはそれだけさ。それだって明日どうなってるかなんて、誰にもわからないことだけどね。諸しよ行ぎよう無む常じよう。うつし世は夢、夜の夢こそまこと。──あーあ。創そう造ぞう主しゆって奴やつの気分を、もう少しは味わってみたかったなあ」


「大それたことやで。くわばらくわばら」


「大それたもんか。あんな世界なんか、探せばごろごろ転がってる。似にたようなことを考える人間は、いくらでもいるのさ。それと、いまの『桑くわ原ばら』の用法は間違ってるぞ」


　二匹が言い合う間にも、世界の消失は続いていた。


　二匹の身体もすでに反対側が見えるほど透すき通っている。話し声は「音」となっていなかった。


「しっかし、俺らこれから、どないなるんやー」


　自分の手のひらを顔の前でひっくり返し、物珍しそうに見つめながら銀髪の悪魔が聞いた。今日の晩ばん飯めしはなんだと尋たずねるような、結けつ構こうどうでも良さそうな口くち振ぶりだ。


「待っていろ……」


　それまで黙だまり込こんでいた、三匹びき目の悪魔が言った。二匹は彼に顔を向けた。


「俺はまだ生きている。必ずもう一度、お前らを現げん世せに呼よび戻してやる。永えい眠みんなんかさせないからな。地じ獄ごくのどの層そうでもいい。耳を澄すませて、俺の合図を待て」


　彼の両目には、いまだかつてないほど断だん固こたる決意があった。


　彼はこれまでずっと流されていた。空っぽな自分を自覚し、自らは空くう虚きよなまま、巡めぐり会ったトラブルに対たい処しよすることで生きてきた。


　しかし、いま彼の裡うちは、熱い決意で埋うめられていた。


　銀髪の悪魔が不ふ敵てきに唇くちびるの端はしを持ち上げる。


「懲こりへんやっちゃで」


　眼鏡の悪魔が呆あきれたように嘆たん息そくする。


「ほんと、物好きだ」


　三匹目の悪魔は実に不本意そうに二匹をにらんだ。


「お前らにだけは言われたくない。マジで」


　そして、三匹の悪あく魔まはその魔手を引っ込め、舞ぶ台たいから撤てつ退たいした。


　彼らの撤退が一時的なものになるか否いなかは、まだ誰にもわからない。





　　　　◆◆◆◆◆





　人は世界を自分で認にん識しきし、その認識の中に生きている。


　襲おそってきた見当識の消失は、その認識を吹ふき飛ばす、凄すさまじいものだった。


　ようやく気が付いたとき、茜は公園のベンチで横になっていた。放送塔とうがある駐ちゆう車しや場じようと隣りん接せつする公園だ。ぼんやり身体からだを起こすと、上からかけられていた黒の革かわジャンが滑すべり落ちそうになる。茜は慌てて革ジャンを押おさえ、自分の胸むねに引き寄よせた。そして、その持ち主の姿すがたを捜した。


「……よお。気が付いたか」


　甲斐はベンチの前に立っていた。


「気分は？」


「平気よ。あの、ここは……」


「ああ。俺もちょい前に気が付いたとこでな。取りあえず、適当なとこがなかったんで、ここまで運んだ」


「そう……ビーグルたちは？」


「駐車場で寝ねてらあ」


「放って置いていいの？　風か邪ぜ引くわよ？」


「自力で起きられねえ奴が悪い。女のお前が目を覚ましたんだぞ。まだ、いびきかいてる根こん性じよう無なしなんか、いちいち面めん倒どう見ねえよ」


　平然と言う。茜は思わず笑えみをこぼした。


　雨は止やんでいた。


　目の前には湖が広がっている。風は凪なぎ、湖面は静かにたゆたっていた。公園に人気はなく、鳥のさえずりだけが、林の奥おくから聞こえてきた。


　東の空が明るくなり始めている。もうすぐ夜が明けるのだ。そのことに、茜は少なからず驚おどろいた。夜はいつかは明ける。その当然の事実を、いまさらのように実感していた。


「あれから、どうなったの？」


　茜は甲斐を見上げて、漠ばく然ぜんと質しつ問もんした。


　甲斐は煙草たばこをくゆらせていた。紫し煙えんが朝の空気に溶とけている。茜が起きたのを確かく認にんしたあとは、湖の方に遠い視し線せんを投げていた。


「消えた」


　と甲斐は短く答えた。


「消えた？　あの塔が？」


「全部だ。奴やつらも悪魔も何もかも。カプセルも、もうない」


「……そう」


　では、終わったのだ。


　何がどうなり、これからどうなるか。頭はまだ普ふ段だんのように回らず、思考も上う手まく働かない。だが、それでも茜は知ることができた。終わった。色々なことに、決着がついた。


　悲しいような、寂さびしいような。


　それは不思議な気分だった。


　茜は、切ない思いをのみ込むように、隣となりに立つ甲斐に笑顔を向けた。


「これからどうする？」


「さあな」


「カプセルがなくなったんじゃ、あなたはさぞ退たい屈くつするんでしょうね」


　何気なく言ったのだが、甲斐は、茜が驚くほどの自じ嘲ちようを見せた。


「ああ。それは間ま違ちがいない」


　どこか遠くを見つめる瞳ひとみに、剣けん呑のんな輝かがやきが混まじった。しかもその剣呑さは、彼自身に向かっていた。


　茜は慌あわてて、


「でも平気よっ。ＤＤのみんなだっているんだしさ。たまにツーリングでもしてお酒のんで喧けん嘩かしてれば、それなりに楽しいんじゃない。も、もちろん、いつまでもそんなことばかりしてるわけにいかないでしょうけどさ。将しよう来らいのことだってあるんだし……その……」


「……将来？」


「そうよ！」


　ようやく甲斐が視線を向け、茜は胸むねをどきどきさせながら言った。


「いつまでも馬ば鹿かやってるだけじゃ能のうがないじゃない。面おも白しろいことなんか、いくらだってあるわ。いまどき、世を拗すねてみたって、つまんないだけよ。そんなの損そんでしょ。いっぱい楽しまなきゃ。私だって──」


　茜は胸を詰つまらせた。自分が何を口にしているか、半分もわからない。だが、伝えたいことは、はっきりしていた。手で触ふれられるほど、明めい快かいだった。


「私だって、いっぱい、楽しみたいもの……」


　茜は目を潤うるませて甲斐の瞳を見つめた。自分はこれまで、誰かに想おもいを伝えたことなどなかった。人の気持ちが他ほかの誰かに、本当に伝わるものなのか。それすら、よくはわからない。


　ただ、伝えずにはいられなくなる瞬しゆん間かんは、確たしかに存そん在ざいしている。


　いまが、その瞬間だった。


　甲斐は長いこと、茜の瞳を見つめていた。茜にとって永えい遠えんとも思える時間だった。


「そうか」


　と甲斐が苦く笑しようした。瞳の険けわしさが消える。茜を見る視線が、いままでで一番優やさしくなる。


　頭がカーッとなった。もう何もわからなくなる。


　甲斐は続けて、


「そうだな。考えるまでもねえ。お前にはそれが相応ふさわしいさ」


　そして、煙草を落とし、靴くつ底ぞこで踏ふみ消した。


「その革かわジャン、お前にやる」


「……え？」


「餞別だ。物はいいからな。使い道はお前の好きにしろ」


　茜はぽかんとした。気付かないうちに、何かの歯車が外れている。想いが空転し、胸をかき乱みだしている。


　甲斐は再ふたたび微び笑しようした。不ふ敵てきで大だい胆たんで誇ほこり高い笑み。ただ一匹ぴき、なんの助けもなく荒こう野やを流離さすらう野の良ら犬いぬの笑みだ。


　甲斐が背せを向けた。それ以上何も言わず、茜から遠ざかり始めた。目の前の光景についていけない。何が起きているのか理り解かいが追いつかない。


　見守る茜の唇くちびるから、


「うそ」


　短い言葉が落ちた。


　甲斐の歩みは止まらない。見み慣なれた背中が小さくなる。


「待って」


　言ったが、それはささやき声だった。


「待って──待ちなさいっ！」


　混こん乱らんするまま、とにかく叫さけぶ。今度の声は届とどいたはずだが、それでも甲斐は足を止めない。


　混乱は恐きよう怖ふに色を変えた。全身を凍こおり付かせる、信じられないほどの恐怖。茜は恐怖に我われを忘わすれた。


「冗じよう談だんじゃないわよっ。待って！　聞こえてるんでしょっ。待ちなさいよ！　餞せん別べつて何よっ？　ふざけたこと言わないでっ。どういうつもり？　説明しなさいよ！　こんなの……こんなの納なつ得とくできないわっ。待ってディンゴ！　待ちなさい！」


　他に何も考えられず、ただ死に物狂ぐるいに呼よび止めた。追いかけたいのに、足が震ふるえて立つことができない。このままでは自分はおかしくなる。こんな理り不ふ尽じんには耐たえられない。


「この野や郎ろう！　逃にげんなあっ！」


　目を閉とじ、閉じた目ま蓋ぶたの端から涙なみだを滲にじませ。


　茜は声を嗄からして絶ぜつ叫きようした。


　ハア、ハアと息をつく。


　目を開けたとき、甲斐は立ち止まっていた。両手をジーンズのポケットに入れて、半分だけこちらに振ふり向いている。


「俺は、ＤＤの甲斐氷太だ」


　甲斐は誇らしげに胸を張はった。


「家に帰れ、皆見茜。ディンゴとデルタが手を組んだのは、ちょっとした悪あく魔まの悪戯いたずらだ。夜は終わった。お前はお前がいた場所に帰れ。それが、当然の決着だ」


　言い放つ。


　その声には迷まよいもなければ未練もない。竹を割わったように清すが々すがしくさえある。真まっ直すぐで、噓うそがない。荒あらぶる魂たましいが、荒ぶるままに輝かがやいている。


　なんと自分と違ちがうことだろう。


「あばよ、相あい棒ぼう。お前、悪くなかったぜ」


　悪戯っぽく歯を剝むいて、甲斐はまた、背中を向けた。


　だが、茜から目を逸そらした直後、彼の横顔に孤こ独どく感が過よぎるのを、彼女ははっきりと目に収おさめた。


　挫くじけそうだった力が戻もどった。


「待ちなさい、このろくでなし！　一方的にオンナ捨すてといて、なに爽さわやかに決めてんのよっ。ヤリ逃げする気？　それがＤＤのトップのやることっ!?」


　遠ざかる甲斐が肩かたを竦すくめる。別れの挨あい拶さつのように片かた手てをぞんざいに振り、ジーンズのポケットに戻す。


「どうせまた、ちんぴら集めて、お山の大たい将しよう気取るんでしょ！　馬鹿やって、迷惑かけて！　そんなのが、いつまでもまかり通ると思ってるの！　そんな一生を送るつもりっ？」


　茜は止まらない。礫つぶてのように言葉をぶつける。喋しやべり続けるうちに頭のもやもやが晴れてきた。震えるほどの恐怖が去り、身体からだを熱くする活力が漲みなぎってくる。


　そして、夜明けの最初の陽光のように、茜は一つの未来を見た。


「なら、私は刑けい事じになるわ！」


　甲斐の足が止まった。


　茜からは見えないが、甲斐は虚きよを突つかれた顔をしていた。


「私は刑事になるっ。そして、死ぬまであんたを追い回してやる！　逃げられるなんて思ってんじゃないわよっ。何がなんでも──どんなことをしても、あんたを捕つかまえてやるわ。聞いてる？　なんとか言いなさい、甲斐氷ひよう太たっ！」


　クッ、甲斐の肩が震えた。


　クククッ、と小こ刻きざみに震えた。


　振り向き、
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「おもしれえ……」


　狂きよう暴ぼうで、険けん悪あくな、危き険けんそのものといった笑えみが、甲斐の顔面を染そめあげていた。両目は爛らん々らんと輝き、あごがぐっと引き締しまっている。


「上等だ。いいだろう、皆みな見み茜。俺おれがオンナなんぞにシッポつかまれる間ま抜ぬけと思うなら、せいぜい試ためしてみるがいいさ。お手て並なみ拝はい見けんさせてもらうぜ」


　茜と甲斐は、長い距きよ離りを挟はさんで真しん剣けんににらみ合った。遠えん慮りよもなければ会え釈しやくもない。一歩も譲ゆずらぬ眼ガンの付け合いだ。


「……待ってるぜ」


　そう言い残し、甲斐は踵きびすを返して林に消えた。


　茜は胸むねに抱かかえた黒い革かわジャンを、強く強く握にぎり締めた。


　その瞬間から、茜の新しい日々が──真剣勝負の日々が始まった。





　　　　◆◆◆◆◆





　建けん設せつ途と中ちゆうの放送塔とうの中。剝き出しの鉄てつ筋きんに囲まれて、千絵と水原は座すわっていた。


　気が付いたときには、千絵はぺたんと膝ひざを揃そろえて、水原は尻しり餅もちを突いていた。どちらも仲良くぽかんとし、コンクリートの上に座り込こんでいる。二人とも、夢ゆめから覚めたような顔をしていた。


「えーっと……」


　取りあえず確かく認にんするように、千絵は水原に問いかける。


「どうなったの？」


　水原は情なさけない顔で、


「全然わかんねえ。兄あに貴きが消えたとこまで覚えてるんだけど」


「私もだわ。時間は？　あれからどれぐらい経たってる？」


「無む茶ちや言うなよ。時計なんか見てるはずないじゃん」


　狐きつねに化かされた気分、というのだろうか。どうも実感が湧わいてこない。


　千絵は一つ一つ確認するように、


「取りあえず、塔はなくなっちゃったみたいね」


「だな。ここが、あの部屋だったとは、とても信じられねえよ」


　水原は周囲を見回して言った。


　彼が呆あきれた通り、二人がいるのは放送塔の中なか程ほどにあるフロアだった。床ゆかも天てん井じようも完成しているが、まだ内ない装そうは手つかずのままだ。壁かべにある窓まどの部分は、四角い穴あなになっている。


　その未完成な窓から外の様子が見えた。


「雨は上がったみたい」


「うん。なんか明るくなってきたぜ」


　二人はなんとなく窓の外を眺ながめた。空は晴れ、透すき通っていた。雨に洗あらわれた空気の粒りゆう子しが、きらきらと輝かがやいているようだ。


　風が吹ふき、外の新しん鮮せんな空気が吹き込んできた。


　しかし、冷たい。二人は思わず肩を抱だいて身体を震ふるわせた。


「さ、さみ～。ヤバいぞ、こりゃ。びしょ濡ぬれのまま一ひと晩ばん過すごしちまった。風か邪ぜ引いたかも」


「……やだ。頭痛いたいわ。すっごい寒い」


「よしきた。さあ、千絵ちゃん。俺の胸の中に──」


「水原。ブルゾン貸かして」


「……はい……」


　差し出されたブルゾンに腕うでを通し、千絵はようやく一息ついた。とはいえ、それでもまだ寒そうだ。トレーナーだけになった水原は、くしゃみを連発したが、そっちはあまり気にならないようだった。


「それにしても寒いわね。空気が冷たいっていうか──高い場所だからかしら。ファプルといい、ここといい、なんで悪あく党とうって、こんな高いとこばっかり根ね城じろにするの？　なんとかと煙けむりは高いとこが好きって言うけど、根っこが馬ば鹿かなのね、きっと」


「兄貴に関しちゃ否ひ定ていしねえな。あれは馬鹿だ。とはいえ、どっちかっていうと、地下室とか穴あな蔵ぐらっぽいとこの方が好きだった気がするなあ」


　ガチガチ震えているくせに口元はニヤニヤしながら、水原は兄の悪口を言った。


　彼の口調も表ひよう情じようも、さっぱりとしていた。どんな類たぐいの確かく執しつも残っていない。


　千絵はちらっと横目で水原を見た。


「男の子っぽい顔してるじゃない……」


「え、なに？」


　ガチガチニヤニヤしながら水原が顔を向けた。千絵はそっぽを向いて、「なんでもないわ」と素そっ気けなく言った。


　ただ、


「悪党だけど……」


「え？」


「そんなには、悪い人じゃなかったわね。お兄さん」


　水原の方を見ないようにしながら、もぞもぞするように、千絵は言った。


　水原はふっと顔を緩ゆるめた。なんとも不器用な気の回し方だ。ただ、気持ちは嬉うれしいが、それでは千絵らしくない。


「ほんっ……とに、そう思う？」


「え？」


「俺の兄貴さ。悪い奴やつじゃなかったって？」


「それは、その……」


　わざと真しん剣けんな眼まな差ざしを向けると、千絵は狼狽うろたえて、あちこち視し線せんを彷徨さまよわせた。


「……功こう罪ざいは複ふく雑ざつじゃない？　カプセルを作ったのも、悪魔の暴ぼう走そうを止めるためだし。セルネットの設せつ立りつだって、結局悪オ魔ー持ナちーの抗こう争そうに終止符ふを打ったわけだし……」


「そうか？　そんなの全部、あの馬鹿の言い分だろ？　兄貴のせいで、すげーたくさんの人が迷めい惑わくしたぜ？　しかもあの馬鹿は、それを面おも白しろ半分にやってたんだぜ？　あんな質たちの悪い愉ゆ快かい犯はんが、マジに悪い人じゃなかったって、そう思うのか、千絵ちゃんは？」


　意地悪く問い質ただす。


　千絵は、むーっ、と唸うなった末、


「そうね」


　と開き直って拳こぶしを握にぎった。


「前言は撤てつ回かいするわ。悪いけど、あなたのお兄さんは極ごく悪あく人にんよ。色んな意味で救いがたい奴だったわ」


　千絵の台詞せりふを聞き、水原は満足げに頷うなずいた。それでこそ、彼が認みとめる海野千絵だ。


「そうそう。あんな兄貴に遠えん慮りよするなんて千絵ちゃんらしくないよ」


「そうよね。たとえあなたのお兄さんでも、悪は悪。罪つみは罪だもの。死んでるのが残念でならないわ。もし生きてたなら、なんとしてでも更こう生せいさせてみせたのに！」


「ああ、そりゃ俺も見てみたかったな。さぞ愉快な見み物ものだったはずだ」


「せめて、弟の方は真人間にしなきゃね。お兄さんの方は一いつ端ぱしの悪党だけど、こっちは、目を離はなすと、どんどん、ちんぴらじみてくるんだもの」


「…………」


　そうこうするうちに、朝日が顔を見せた。窓から差し込む光に、二人は眩まぶしそうに手を掲かかげた。


　陽光がもたらす暖あたたかさは、たかがしれたものだった。しかし二人にとって、その暖かさはとても貴き重ちようだ。身体からだだけでなく、もっと深いところまで差し込んで、寒さから守ってくれる気がした。


　夜明けは人に希望を抱いだかせる。千絵は水原の兄との口こう論ろんを、もう一度思い出した。


　あの口論は、千絵の中の信念をさらに強く磨みがき上げていた。それまで彼女が日にち常じようの中で、ふとしたときに思い、考えてきたこと。その積み重ねを大きく揺ゆさぶり、整理し、再さい構こう築ちくする結果をもたらした。


　彼の思想と自分の理念。どちらが正しいのか、正直千絵には確信が持てない。だが、それでも構かまわなかった。自分は自分の理念を信じて、それが正しく──できれば強いことを祈いのりながら、実践していけばいいのだから。


　千絵の信じる道を進むのは、彼女一人ではないはずだった。どこかの見知らぬ誰だれかも、きっと彼女と同じ道を歩んでいるはずである。少なくとも、すぐ隣となりには、彼女を支ささえてくれる仲間たちがいる。


　千絵はにっこりと朝日に微笑ほほえんだ。実にいい気分だった。


「……終わったのね」


　感かん慨がい深ぶかそうに、千絵は言った。「ああ」と水原もしみじみ頷いた。


「……終わったな」


「ええ。これで何もかも上う手まくいったわ」


「ハッピーエンド？」


「もちろんでしょ」


「じゃ、そろそろ俺らは退たい散さんしますか。ケーサツの皆みなさんは、おはようって挨あい拶さつしたぐらいじゃ放してくれないだろうし」


「そうね。さすがに私も、これから警けい察さつの事じ情じよう聴ちよう取しゆにつき合いたい気分じゃないし」


「よしっ。だったらさっさと下りようぜ」


「そうしましょうか。見晴らしはいいけど、こんなところに長なが居いは無用……」


　ぴた、と二人は息を止めた。


　あれ、と二人して首を捻ひねった。


　何かとても重要なことを忘わすれている。当然過すぎてわざわざ頭に浮うかべないことを、当たり前すぎて、つい見過ごしている。


　なんだろう。


「あーっ！」


　声を揃そろえて大声を上げた。


「梓さん！」


「景！」


　千絵は立ち上がり、両手で頭を抱かかえた。水原も跳はね上がって、意味もなく右う往おう左さ往おうした。


「ああもう、バカバカバカ！　なんでそんな肝かん心じんなことを忘れてるのよ、私は！　ぼんやり浸ひたってる場合じゃないじゃないのっ。梓さんはっ？　梓さんはどうなったの!?　記き憶おくは戻もどった？　物部くんは帰って来たの？」


「お、俺にわかるわけねえだろっ？　えーと、でも、塔とうが消えたってことは『王国』がなくなったってこと……じゃないのか？　だったら、景もこっちに戻ってるんじゃないかと……おそらく……たぶん……」


「そんなの、なんの保ほ証しようにもならないじゃないのっ！　女王に物部くんがつかまったまま、どこか遠くに行ってしまったんじゃないって、どうして断だん言げんできるの！」


「いやだから断言なんて誰も……てか、千絵ちゃん、そんな不吉な予想よしてくれ」


　水原は浮き足立ちながら、器用に苦虫を嚙かみ潰つぶした。


「それに、梓ちゃんが迎むかえにいったんだからさ。大だい丈じよう夫ぶなんじゃないかなあ？　梓ちゃんが来いっつってんだから、景の奴やつが逆さからえるわけ──」


「そ、そうよっ。そうよね？　梓さんがいるんだものっ。あの梓さんが物部くんの取り合いで負けるわけないわ。おかしなこと言わないでよ、もうっ」


　アハハハハ、と無む茶ちや苦く茶ちやな笑い声を上げる。これほど引きつった笑え顔がおも珍めずらしいだろう。


「とにかく！　二人を捜さがすのが先決よ。この上にいるのは、間ま違ちがいないんだから！」


「その通りだ、千絵ちゃん。サツが来る前に、捜しに行くぞっ」


　水原は駆かけ出した。駆け出して、ぴたっと止まった。


　辺りの様子はすっかり変わってしまっている。さっき梓が上に上った階かい段だんがあったのは、どの辺に当たるのだろうか。


「階段はどこだ？」


「探さがしなさいよ、そんなのっ」


「いや、そりゃ探すけど……てか、そもそも階段はできてるのか、ここ？　ああいうのって、結構あとの方の工事で作るんじゃなかったか？　違った？」


「上の階でも工事してるんだから、上に行く手段がないわけないわ！　作業用のエレベーターとか、梯はし子ごとか、足場とか。なんなら、外からよじ登っていけばいいのよ。どうせ上の階も窓ははまってないんだから」


「いや、そんな無茶な……」


「忘れたの水原。あんた研究会に復ふつ帰きするとき、役に立つって言ったじゃない。それとも何？また口からでまかせを──」


「ああ、わかったっ。わかったから、とにかく上に行く道を探そう！　ほんとにどうしようもなければ、壁かべよじ登るからっ」


　二人は置かれた資し材ざいをひっくり返す勢いきおいで、フロア中を走り回った。


　水原が立て続けにくしゃみをする。つられて千絵も咳せきを始める。二人とも風か邪ぜを引いたらしく、走り回っていると頭が朦もう朧ろうとしてきた。同じ場所を何度も行き来し、階段を探しているはずなのに床ゆかのシートを捲めくっている始末だ。


「あっ」


　と千絵が蹴けつ躓まずいて転んだ。


　だんだん目眩めまいまでしてきた。


「ち、千絵ちゃん、大丈夫か？」


　すでに熱っぽい眼まな差ざしで、水原は千絵のもとに駆け寄よった。


「うー。階段はどこなのよー」


「泣くなよもう。俺だって辛つらいんだからさあ」


「何よっ。男のくせに！　見直して損そんしたわ」


「んなこと言ったって……え？　見直した？　千絵ちゃん、いまのところ、もうちょっと詳くわしく……」


「うう。せっかく頑がん張ばって勝利の栄光をつかんだのに……この有様は何？　それとも私、何か悪いことした？」


「こ、こら。悲観論ろんはよくない。気をしっかり持つんだ。それに、見直したってのを、ぜひもう一度」


「そうか。見直したのが悪かったのね。ごめんなさい神様。私が間違ってました。だからどうか、この正せい義ぎの使徒に力をお貸かし下さい」


「えー、そりゃないぜ、千絵ちゃん」


　本当にお祈いのりを始める千絵に、水原はほとほと困こまり果てた顔になった。が、ふと、何か考えついたような顔になる。


　水原は、ちょっとだけ迷まよってから、思い切ったように提てい案あんした。


「あー──そうだ。ここはひとつ、もう一回気合い入れてもらおうかな。そしたら俺おれ、頑張れるかも──」


　いかにも胡う乱ろんな水原に、千絵はお祈りから顔を上げて怪け訝げんそうな目を向けた。


「はい？」


「ほら。あの……なんてっ言ったっけ？　えー、なんとかコンボ？　もう一回会長に気合い入れてもらうと、俺も張り切って頑張れるかなーなんてぇ──」


　ずいぶんと切れ味を欠いた台詞せりふは、彼らしからぬようで、彼らしかった。


　千絵は重い重いため息をつくと、力を振ふり絞しぼって立ち上がった。


「……待ってて、梓さん。いま私が助けに行くからね……」


　と悲ひ壮そうな眼差しで天てん井じように語りかける。


　水原は渋しぶい顔で、


「……なんだよ。ちょっとしたジョークじゃん」


　そして、幾いく分ぶん肩かたを落としたまま、階段探しを再さい開かいする千絵のあとに続いた。


　彼女の顔が真っ赤になっているのは熱のせいではなかったのだが、水原はそのことに気がつかないままだった。





　　　　３





　女王が泣いている。


　世界が崩くずれ落ち、渦うずを巻まく。


　王国崩壊の衝しよう撃げきは、景と梓を直ちよく撃げきしていた。二人は自分がどこにいるのかはもちろん、立っているのか浮ういているのか、息をしているのか、いないのかさえ、わからなくなっていた。


　五感が回転していた。


　意い識しきまでぐにゃりと歪わい曲きよくしていた。


　コーヒーに落としたミルクのように、自分の身体からだが溶とけていくようだった。


　景は、回りの世界が急速に流れていることに気が付いた。ある一点に向かい、落下している。それは、ブラックホールが空間を吸すい込こむような、問答無用の落下だった。


　巻き込まれてはならない。本ほん能のうがそう告げている。景は自分の身体がどこにあるかわからないような状じよう況きようのまま、いまいる場所で必死に踏ふん張った。吹ふきすさぶ突とつ風ぷうの中を、何にもつかまらず直立しているようだ。しかも、この暴ぼう風ふうは物理的なものではない。思考や感かん情じようまで吸い込もうとしている。


　踏ん張りながら、景は梓を呼よんだ。目に映うつる光景は、筆ひつ舌ぜつに尽つくしがたい。辛かろうじて似にているものをあげるなら、初めてカプセルをのんだときの光景に似ていなくもなかった。あのとき、続けざまに百ひやく錠じようもカプセルを嚙かみ砕くだけば、こんな光景を目にしていたかもしれない。全身の血がざわついた。


　景は梓の名前を叫さけんだ。


　口からではなく、魂たましいを使って叫んだ。


　答える声があった。切れ切れに、景の名を叫ぶ声が聞こえた。


　景は腕うでを──腕と思えるものを伸のばした。身体が歪ゆがむ。伸のび縮ちぢみしている。流される。吸い込まれそうになる。


　景は梓の名前を大声で叫んだ。


　梓も景を呼んでいる。側そばにいる。こちらに手を伸ばしている。景も手を伸ばす。千切れるほどに伸ばす。落下が激はげしさを増ましている。堪たえる。堪えながら、手を伸ばす。


　景は梓の名前を大声で叫び続けた。


　梓が景を呼ぶ声が、徐じよ々じよに徐々に近づいてくる。梓の存そん在ざいが感じられる。世界が吹っ飛んでいく。景がふんばる、その足場ごと飛んでいく。景は念じる。動くな。この場に留とどまれと自らに命じる。そうしながら手を伸ばす。


　指先に、感かん触しよくが触ふれた。


　唐とう突とつに、梓の姿すがたが現あらわれた。


　目と鼻の先だ。が、そうと見えた次の一いつ瞬しゆんには、梓が歪みながら離はなれていった。梓の姿が吸い込まれる。落下する。景があとを追う。流れに身を任まかせる。


　景が手を伸ばし、


　梓がその手をつかんだ。


　二人の手がしっかりと繫つながれた。景はもう一度強風に逆さからった。


　景の手を手がかりに、梓もまた抵てい抗こうした。二人は力を合わせて、世界の落下に対抗した。


　やがて、風が弱まり始めた。世界を吸い込んでいた一点。そこには女王が立っていた。その姿がどこかに消えた。魔ま法ほうは、何もない空間の一点に、渦を巻きながら流れ込んでいた。女王もまた、世界と共にその中へと落ち込んだのだ。
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　勢いきおいは弱まったが、それでも落下は続いている。音が戻もどってきた。凄すさまじい轟ごう音おんが唸うなっている。世界が吸い込まれ、凝ぎよう縮しゆくする音だ。


　身体の感覚が戻ってきた。梓の身体が景の腕の中に飛び込んでくる。二人は互たがいの肩かたを抱だきしめ、急流の中にしっかりと立った。


　景は腕の中の梓を見た。梓は景を見返した。


　彼女の目の中に意い志しがある。その意志を察して、景は頷うなずいた。


　二人は肩を抱き合ったまま、


　景は右手を、


　梓は左手を、


　世界を吸い込んでいた一点に向けて伸ばした。


　景がそれを握にぎり締しめ、梓が景の手を握り締める。





　それを最後に、意い識しきが途と切ぎれた。





　　　　◆◆◆◆◆





　梓は心ここ地ちよい温ぬくもりの中でまどろんでいた。身体が溶とけ合うような温もりにくるまっていた。


　眠ねむる梓の頰ほおに、それまでとは違ちがう暖あたたかさがともった。


　その暖かさに、梓は目を開けた。


　光が瞳ひとみを差す。梓は目を細めて、目に映る光景を眺ながめた。


　太陽が空に輝かがやいていた。


　朝日が差し込んでいる。頰を暖めていたのは、陽光だったのだ。梓は身動きしようとして、自分が景の身体からだの下でうつぶせになっていることに気が付いた。


　放送塔とうの最上階だ。工事は半ばで壁かべがない。寝ね転ころんだまま、空を直ちよく接せつ、同じ高さに見ることができた。


「景ちゃん？」


　そっと呼びかける。景の顔は梓の頭の後ろにあった。景はうっすらと目を開けた。


「……梓ちゃん？」


「うん。おはよ」


「え？」


「ほら。朝になった」


　景が顔を上げ、あまりの目ま映ばゆさに顔をしかめた。


「まぶしい」


「うん。でも、ちゃんと見た方がいいよ。それって大事なことだから」


　梓が小声でささやいた。景は彼女の言う通り、涙なみだの滲にじむ瞳で、太陽の光を見つめた。新しん鮮せんな輝きだ。こんな風に朝日を見つめるなど、何年ぶりになるだろう。


　夜が明けた。


　景はそう実感した。


「……ん」


　景はゆっくりと身体を反転させた。梓の上からどき、仰あお向むけになって隣となりに横たわる。梓は身体を横に倒たおして、景の方に顔を向けた。


「怪け我がはない？」


「たぶん……梓ちゃんは？」


「平気。なんともない」


「そうか。よかった」


「うん。よかったね」


　無事でいるのが素す直なおに嬉うれしい。景が隣にいる。胸むねを上下して呼こ吸きゆうしている。同じ場所にいて、同じ太陽を浴びている。


　こんなに嬉しいことはない。これほどの喜びは他ほかにない。


　梓は身体を丸め、


「うんっ。嬉しっ」


「え、何が？」


「景ちゃん！」


「な、なに？」


「景ちゃんっ！」


「だ、だから、なに？」


「景けーいちゃん！」


「あ、梓ちゃん？」


　景が困こん惑わくに顔を染そめる。口元が少し引きつっている。梓は気にしない。満面に、笑えみ。


「ねえ、景ちゃん」


「だ、だから、なんなんだよ」


「もう、ドラッグなんかに手を出しちゃ駄だ目めよ」


「わ、わかってるさ。そもそも僕ぼくはカプセルユーザーだけど、あれはドラッグじゃ──」


「喧けん嘩かもしちゃ駄目」


「しないよ、別に。喧嘩は嫌きらい──」


「危き険けんなこともしちゃ駄目」


「そりゃ……そんな必要がないなら、僕は危険なことは──」


「ノーヘルで八十キロとか。空中からダイブとか」


「しない、しない。あんなの二度とごめんだ」


「それから、勉強もしなきゃ駄目だからね」


「う、そうだな。待てよ。それ以前に出席日数──」


「勉強会には毎回参加すること」


「するよ。ちゃんと」


「サボっちゃ駄目よ」


「サボらないよ」


「赤点なんか取らず、花見につき合うこと」


「花見って……いま十二月だろ？」


「旅行にもつき合うこと」


「旅行？　そんなのいつ決めたんだ？　どこに行くのさ？」


　景の戸と惑まどう顔がおかしくて、梓は次々に話しかけた。隣に横たわる景の姿すがたが新鮮だ。微睡まどろみから覚めた感覚が愛いとおしい。


　春からずっと話せなかった。それを急いで取り戻もどすように、梓は益やく体たいもなく話しかけた。


「ねえ、景ちゃん」


「……なに？」


「あのね、景ちゃん」


「いや、だからさあ……」


　幾いく分ぶんぞんざいになりながら、それでも景は律りち儀ぎに返事をした。梓は訳わけもなくニヤニヤ笑った。


「これからは一人でうじうじ悩なやまないこと」


「う、うるさいな。わかってるよ」


「悩んだあげく、暴ぼう走そうしないこと」


「ぼ、僕のあれは暴走じゃなくて戦いのための──」


「あとでクリスマス・プレゼントちょうだい」


「わあ、図ずう々ずうしい──いや、ごめん。悪かった。悪かったから、そんな、にらまないでくれ。ちゃんとお返しは──」


　あ、と景は口を開けた。


「しまった」


「なに？」


「ウィンドブレーカー。一いつ緒しよに吸すい込こまれた」


「ああ……」


　景は上半身を起こした。梓も身体を起こす。


　二人は向き合い、景は右手を、梓にも見えるように持ち上げた。


　そっと開ける。


　開かれた彼の手のひらの中に、一粒つぶのカプセルがあった。


　小さな錠じよう剤ざいが一錠。ただ、赤と白のゼラチン容器でできていたはずのカプセルが、なぜかブルーに染まっていた。景がなくしたウィンドブレーカー。その鮮烈な色を映うつした、美しいブルーだ。


　二人は黙だまったまま、そのカプセルをのぞき込んでいた。カプセルは景の手のひらの中で、ひっそりと息を潜ひそめて眠ねむりについていた。悪あく魔まや幻げん覚かく。興こう奮ふんと狂きよう騒そう。そんな葛根市の夜を、まるごとその中に収おさめながら。


　太陽の下で見るカプセルは、神しん秘ぴ的な雰ふん囲い気きなど少しもなかった。


　もし、これをのんだらどうなるのだろうか。景と梓は二人ともそう思ったが、どちらも口にはしなかった。


　この中に、一人の少女が眠っている。


　人ならざる身で人に恋こい焦こがれ、多くを惑わした、小さな国の女王が。


「……わたしってさ」


「ん？」


「酷ひどい女なのかな？」


　何を思ってそうつぶやいたか、景はすぐに察した。


「うん。かなり」


「……ずいぶん、はっきり言ったわね」


　梓が視し線せんを落として苦く笑しようする。そんな幼おさななじみに、景は真しん剣けんに告げた。


「でも、僕だって酷い奴やつだ」


　落としていた視線を、梓が上げる。景の顔を見、目を合わせる。そして、首しゆ肯こうした。


　女王の涙なみだを忘わすれることはできない。彼女の流した涙は、これから先もずっと抱かかえていくべきことなのだ。一人ではなく、二人で。


　景は手のひらを閉とじた。梓はそっと、彼の拳こぶしに手を合わせた。


「なんでも一人で抱え込まないこと」


「……うん」


「いつもわたしに相談すること」


「そうしよう」


「わたしの意見を尊そん重ちようすること」


「まっとうな意見なら、もちろん」


「わたしに気を使うこと」


「また怪あやしくなって来たな。まあ、気は使う」


「清く正しく生きること」


「……まあ、いいさ。うん」


「不法行こう為いをしないこと」


「しない」


「浮うわ気きは厳げん禁きん」


「し、しませんよ」


「したらただじゃおかない」


「そんなの……言われるまでもない」


「わたしに優やさしくすること」


「…………」


「わたしを大切にすること」


「……なあ、梓ちゃん。ちょっと言っておきたいんだが……」


「わたしを慈いつくしむこと」


「……わかったよ。はいはい。優しく、大事に、慈しみます。まったく」


「あら、不服そう」


「そんなことないよ、梓ちゃん。それは君の気のせいさ」


「そうよね。そうだと思った」


「だろ？」


「うん。──あ、そうそう。景ちゃんさあ。あとで、いいテープ聞かせてあげるよ。とってもいい録音テープなの。きっと景ちゃんは、涙を流して感かん激げきすると思うわ」


「はは。そりゃ楽しみだ」


　景は白々しく笑った。のちにその笑えみが引きつり、いよいよ梓に頭が上がらなくなる運命を、彼はまだ知らない。


「クリスマス・プレゼントは……もう言ったわね」


「買うよ。ちゃんと買って差し上げますとも」


「皮肉な言い方は慎つつしむこと」


「くっ──はい。わかりました」


「素す直なおが一番」


「それはどうかな。……で？　他ほかにも何かありますか、陛へい下か？」


　景がおどけて畏かしこまる。


　梓はそんな景をじっと見つめた。それから、


「……目、つむって」


　と言った。わずかに頰ほおが赤い。


　景は最初ぎくりとしたが、やがて唇くちびるを曲げてニヤリと笑った。


　ウィザードがよくしていた──しかし物部景の笑顔だった。


「嫌いやだ」


　ときっぱり梓に告げ、


「君が、目を閉とじろ」





　　　　４





　雪が降ふっていた。


　冬ふゆ枯がれた街がい路ろ樹じゆは白い薄うす化げ粧しようをしている。歩いていると髪やコートにも、粉雪の粒つぶが付着した。氷の結晶が見えそうな雪だ。きらきら輝いていたかと思うと、いつの間にか溶とけている。


　舗ほ道どうの先から小学生の一団が、笑顔と歓声を弾はじけさせながら走ってきた。話し声から察さつするに、雪合戦に向かう途中らしい。その場にいない女子の名前を挙あげて、セツジョクだのリターンマッチだのと大声で叫び合っている。


　水原は苦笑して、ひょいと脇わきによった。少年たちは彼が道を空けたことにも気付かず、夢中で横を駆け抜けていった。


「負けんなよ、少年」


　と後ろ姿に向かってつぶやく。


「そのうち、どう足あ搔がいたって勝てなくなっちまうんだから」


　水原の台詞せりふに、景は肩を竦すくめて歩き出した。水原も少年たちを見送ってから、相棒の隣となりに並ぶ。景はネイビーのダッフルコートにジーンズ。水原はモスグリーンのブルゾンとカーゴパンツだ。景はさらにベージュのマフラーを、あごを埋めるように巻いていた。


　薄く積もった雪を踏むたび、靴くつ底ぞこが音を立てる。


　空気は冷たいが、風がないため寒くは感じない。舞い落ちる粉雪も、どこかのんびりと空中を遊ゆう泳えいしているように見えた。景と水原はかすかに白い息をもらしながら、冬の舗道を並んで歩いた。


　集まって年を越そうというのは、千絵の提案だった。彼女と梓、景、水原の他に、久美子たち三人も顔を出す予定である。茜だけは不参加で、全員に詫わびのメールが届いた。いま彼女は猛勉強の最中らしい。次なる目標へと邁まい進しんしているのだ。


　水原は携帯で時間を確認した。


　まだだいぶ余裕がある。ただでさえゆっくりしていた歩調をさらに緩ゆるめ、景の隣で自じ堕だ落らくな猫のような表情を浮かべる。景にしろ急ぐ様子はなく、雪の街並みを眺ながめながら歩いていた。眼鏡の奥の瞳には、戸惑いと郷きよう愁しゆうが混じり合っている。


　クリスマス・イブの出来事は、公おおやけにはならなかった。駐車場での乱闘はバールらによって他から隔絶されていたし、残ったバイクの残ざん骸がいなどは、ＤＤの手によって夜明け前に撤てつ収しゆうされたからだ。女王が消えたあと警察が駆けつけたが、放送塔そのものが無傷だったため大事にはならなかった。現場に残されたわずかな名残なごりから、酒に酔よった若者の乱闘騒ぎがあった、としか発表されていない。


　しかし、アンダーグラウンドの様よう相そうは、夜明けとともに一変した。


　カプセルは女王と共に、一錠残らず姿を消した。あるいはもともと存在しなかった物が、人々の視野の外へと場所を移したのかもしれない。ユーザーたちの混乱はいまもまだ尾を引いており、失われたカプセルを求めて小さなトラブルがいくつも発生している。


　だが、それも遠からず収おさまるだろう。


　カプセルの消滅は使用者の心しん身しんにまで及んだらしく、あの夜以降、精神に破は綻たんを来きたした者は現れていなかった。そもそも、カプセルにまつわるトラブルが特別に危き険けん視しされたのは、そこに悪魔と悪オ魔ー持ナちーが絡からんでいたからである。それが消え失せたのだから、以前のように破滅的な状況は起こりえないのだ。


　カプセル流通に関わる組織も、すでに存在しない。このあと、カプセルに替わる物として、次のドラッグがもてはやされる可能性はある。だが、そのドラッグが神しん秘ぴの扉とびらを開けることは、もはやないはずだった。


《ドア》は閉ざされたのである。


「……水原」


　ずっと黙だまっていた景が、突然相棒に呼びかけた。


「あの建物はなんだ？」


「ん？　ああ、あれか。先月オープンしたビルだよ。中は全部ブティック。最上階だけレストランが入ってる」


　と、景が指差す先を見て、水原は簡単に説明した。


「結構お洒落しやれな店が揃そろってるぜ。けど、デートのときにはお薦すすめできないな。バカ高いから。逆に言やあ、引っかけた女の子があそこに行きたがるようなら要注意だ。どんなしおらしくカワイコぶっても、頭の中はブランド一色なんてことがあるから」


　すこぶる真剣な口調で水原は忠告した。景は後半は聞き流しながら、「先月……」とつぶやいたあと、また歩き出した。


「……あの裏のパーキングはどうなった？」


「ああ。潰つぶされてるよ」


「向こうの通りの映画館は、夏にできたんだったな？」


「九月だ。ま、考えてみりゃ、この辺も結構にぎやかになってきたな」


　水原は舗道にある街がい灯とうを見上げた。ガス灯を模もした街灯も、最近新しくされた物だ。街は生き物である。気付かないうちに、少しずつ姿を変えるのだ。


　景は軽くため息をもらした。


　彼は春から九か月間、『王国』にいた。九か月という時間は決して短いものではないが、それでも街は驚くほど変化している。人の時間が止まらない以上、街の時間も止まらない。そして、去った時間はもう戻らないのだ。


「タイム・トラベラーの気分か？」


「大げさだな。ただ、昔はどうだったかって思っただけさ。もう……あまりよく思い出せない」


　景が答えると、水原は「ふむ」と考え込む素そ振ぶりになった。


　彼も生まれてからずっとこの街で暮らしている。しかし、昔の街並みはずいぶんと失われてしまった。ふと子供のころを思い出すような懐なつかしい風景は、いったいどれぐらい残っているだろうか。


「色々あったからな」


　ぼそっ、と水原が言った。景は無言のまま微かすかに頷うなずいた。


　二人は六年に渡わたって共に戦ってきた。だから、こんな風に街を歩いているとき、自分たち自身に違い和わ感かんを感じることがあるのだ。カプセルや悪魔、アンダーグラウンドから離れた自分たち自身に。


「……水原」


「ん？」


「正直に聞かせてくれ。僕は、悪魔のいない世界に耐たえられると思うか？」


　急に真剣な口振りになって、景が尋たずねた。


　この春。セルネットが崩ほう壊かいしたのち、景はアンダーグラウンドやカプセル、そして悪魔から足を洗った。


　だが、いざ戦いから身を退ひいた景は、痛つう烈れつに思い知らされた。戦いを求めていたのは、他でもない彼自身だったのである。カプセルの高こう揚よう。悪魔戦の、命いのちを燃やす快かい感かん。景はそんな禁断の快かい楽らくに惹ひかれ、ついには自じ滅めつするように女王に敗北したのだ。


　カプセル消失に伴ともない、彼が抱かかえていた中毒症は緩かん和わされた。だが、心はどうだろう。戦いを求め危険を好む、彼自身の性質は、平和で穏おだやかな日々に耐えることができるだろうか。


「ああ、できるんじゃね？」


　水原は恐ろしく素そっ気けなく言った。景は思わず絶ぜつ句くした。


「要は我慢すりゃいいだけだろ」


「か、簡単に言うな」


「難むずかしく言っても仕方ねえじゃん」
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　珍めずらしくも正論である。景は、くっと言葉を詰まらせた。水原の言葉を嚙かみしめるように、視線を遠くにやり、奥歯を嚙む。


　ただ、そんな風に悩む景の表情からは過去の険けんが取れていた。また、今年の初めから春にかけての、隔へだたりも感じられない。無口で無愛想だが、普通に悩み、普通に生きようとする、優しげな少年の素顔だ。


　以前ごく稀まれに垣かい間ま見せていた、その懐なつかしい表情に、水原は密ひそかに目を細めた。


「終わったんだよ、景」


　景が顔を上げる。まだ身体を硬かたくしたままの彼に、水原は気軽に肩を竦すくめた。


　ポケットから煙草たばこのパッケージを取り出し、


「ほら。悩なやんでても始まらねえ。一本つけとけ」


　と、差し向ける。


　誤魔化されているようで、景は水原をにらんだ。しかし、水原は気にしなかった。彼がもっとも得意とし──そして好このんでいる、脳天気で軽けい薄はくそのもののヘラヘラ笑いで応じた。


　そんな笑顔すらも誰かのための力に成なり得うる。そのことが、いまの彼にはわかっていた。


　果たして、景は肩から力を抜いた。ため息と共に胸の中の感情を吐はき出だして、


「……わかったよ、コウモリ」


　景は諦あきらめて首を振り、手を伸ばして煙草を抜き取った。


　煙草をくわえた景に、水原が火の点ついたライターを差し向ける。景はわずかにかがみ込むように首を伸ばす。


　と、「あれ？」と水原は小さく声をもらし、人差し指を伸ばして景のマフラーにひっかけた。


「お前、ペンダントは？　こないだ返したじゃん」


「ああ、それはえーと……今日は忘れた」


「なんだ。梓ちゃんにやったのか」


「……なんでわかるんだ」


　憮ぶ然ぜんとする景に、水原はやれやれと嘆たん息そくする。それからもったいぶった様子で、景の背中を手のひらで叩たたいた。


「負けんなよ、少年」


　景は思い切りしかめ面つらをした。


　狂乱は終わっても、熱は冷さめない。





　　　　◆◆◆◆◆





「あ、やっぱりここにいた！」


　マンション横の通路を抜けた千絵は、ちょうど離れから出てきた梓を指差して叫んだ。


「千絵？　どうしたの？」


　駆け寄る千絵に、梓はきょとんと尋たずねた。千絵は大げさに嘆なげきながら、


「何言ってるのよ、もう。いま何時だと思ってるの？」


「え……あ！　ご、ごめん。気付かなかった」


　時計を確認して梓が、慌てて千絵に頭を下げる。待ち合わせの時間は三十分も前だ。離れにいて、時間を忘れていた。


　離れの周まわりは、すっかり雪に覆おおわれている。すでに日も傾かたむき、マンションの窓はほとんど明かりが点ついていた。ガラス越しの光が、夕闇に舞う雪を白く浮き上がらせている。


　梓は軽く身を震ふるわせた。


　離れの中も同じぐらい寒いが、外の雪を見ると寒さがより強く感じられる。白い息を吐はく梓を見て、千絵は仕方ないなという表情で息をついた。


　梓は真っ白なコートを着ているが、その下はセーターとカットソーだけだ。対する千絵は冷ひえ性しようなので、体型が変わるぐらい厚あつ着ぎしている。おまけに走ってきたので、汗あせすら浮かべていた。


「何してたのよ、いったい」


「いや、ちょっと掃除を……ごめんね。千絵。ひょっとしてクミちゃんたち、もう集まってる？」


「みんな『パンドラ』に着いてるわ。それにしても、何度も電話したのよ？」


「う、それが。携帯電話、電源が切れたから家に置いて来たの」


　申し訳なさそうに首を竦すくめると、千絵は、やれやれと頭を振った。


「いまどき珍しいわよ。携帯持たずに外出する女子高生なんて」


「わ、わたしはいまどきの女子高生って標準からは、少し外はずれてるから」


「そんなこと自分で言わないの」


　千絵が呆あきれる前で、梓は誤ご魔ま化かすように笑った。


　それから、改めて周りを見回す。


　一週間前の夜、ここは雪ではなく雨に濡ぬれていた。まだ一週間しか経たっていないのに、もうずいぶんと前のことのように思える。


　いや、前のことというより、あの一晩のできごとは、まるで夢の中の出来事のように、梓には感じられるのだった。長い夜の中で見た悪夢。現実感の乏とぼしい錯さつ覚かくじみて思えるのだ。


　ただ、悪夢とはいえ、その思い出は嫌けん悪おだけではなかった。


　暗くら闇やみに対する、驚きと興味。鼓こ動どうを早める、密ひそやかな高こう揚よう。生々しい痛みが朝日に溶とかされたあとには、そんな妖あやしい手て触ざわりが残っていた。そして、それは不思議と懐なつかしい感覚だった。幼いころ悪魔や魔ま術じゆつの物語をどきどきしながら読んだときのような、神しん秘ぴの念を思い起こさせた。


　梓の視線を追いながら、千絵も彼女なりの想いを想そう起きされたらしい。


「不思議ね」


　と、穏やかにささやき、


「あんなに必死になってたのに……すべてが元に戻ってからは、あっという間に過去のことになっちゃったみたい」


　そう。あれはまだ、ほんの一週間前のできごとなのだ。ほんの一週間前まで、梓たちはいまとはまるで違う未来に向かって進んでいた。


　梓はちらっと、隣となりの千絵を横よこ目めに見た。


　彼女がいなければ、いま自分はこの場所にいなかった。水原も、茜も。そして景も、いなかったのだ。千絵という親友がいたこと。それは、なんと幸運なことだったのだろう。


　千絵だけではない。水原も。茜も。甲斐も。もちろん景だって。誰一人欠けても、いまという世界はあり得なかった。それは奇き跡せき的てきなことのように思えるし、同時に当たり前のことにも思える。


「でもさ、千絵。わたし、あの晩のこと……ううん。帰国してからのこと全部。どんなに過去のことになっても、絶対に忘れないわ」


「そりゃまあ、そうそう簡単に忘れちゃえるような、経験じゃないものね」


　と千絵はとぼけるように言ったあと、真剣な面おも持もちになり、梓に笑いかけた。


「でも……そうね。私も忘れるべきじゃないと思うわ。ただ、いまはこれからのことを優ゆう先せんして考えないと」


　そう言って不ぶ器き用ようなウィンクを寄よ越こす。梓は苦笑を嚙かみ殺ころして、深く頷うなずいた。


　長かった夜が開けたとはいえ、先の見通しとなるとまだまだ見えてこない。未来の予想は誰にもできず、いまはまだ過去の存在感が圧あつ倒とう的てきに大きかった。


　それでも時間は過ぎていき、過去はより過去に、未来はいまへと移うつりゆくのである。


「わたしはね……」


　と思わず梓はつぶやいた。千絵が、「え？」と振り向いて尋たずねる。


　梓は軽く目ま蓋ぶたを閉じた。


「……ううん。なんでもない」


　そう返事をしたあと、心の中でだけ繰り返した。


　わたしはこれから、もう一度『王国』を創つくる。景と、それから千絵や水原や、久美子たちみんなの力を借りて。


　かつて、幼い自分たちが創った『王国』は、数々の神秘の扉を開け、幾いくつもの運命の糸を紡つむいだ。それは三人の青年を闇やみに駆かり立たて、数え切れないユーザーを惑まどわし、景と水原の人生を狂わせた。


　そして梓を、千絵や水原、茜や甲斐、久美子、香苗、由紀、その他幾いく人にんもの人々へと導みちびき、もう一度幼なじみとの再会を果たさせた。


　それは、人と人との出会いという、国の果たす大きな力によるものだったかもしれない。だから、梓はもう一度『王国』を創つくるのだ。


　かつての自分たちが創ったものとは、ちょっとだけ違う理想の国を。


「……そろそろ行こっか、千絵？」


「あっ。いけない。こんなとこで浸ひたってる場合じゃなかったわ。またクミちゃんに嫌いやみ言われちゃう。クリスマス・イブに『怒っていい』なんて口くち滑すべらせてから、あの子、ほんとに遠えん慮りよがないんだから」


　千絵は慌あわてたように言って、通りに出る通路へと歩き始めた。梓はクスッと小さく笑ってから彼女のあとに続いた。


　ただ、通路に入る直前に、肩越しに後ろを見る。


　夕暮れと雪に閉とざされた先に、古びた離れがたたずんでいる。移りゆく世界の中、そこだけ時間が止まっているように、変わらない光景がある。


「……また来るよ」


　言い残して、梓は離れをあとにした。





　そして、離れからはまた人ひと気けが消えた。


　外の雑ざつ音おんは雪に吸い取られ、離れの中は厳げん粛しゆくなほどの静せい寂じやくに包まれている。畳たたみは丁てい寧ねいに掃除されていたが、その古さばかりはぬぐい取れていない。壁も、柱も、窓も、天井も、すべて奥深くまで、長い時間が染しみ込こんでいた。


　部屋の隅すみには段ボールが積み上げられている。その手前には畳たたまれた毛布。一いつ脚きやくの椅い子すと古びたストーブ。電気ポットとプラスチックの小箱。それに、手製らしき小こ振ぶりの書しよ棚だな。文ふ机づくえ。


　机の上には、一冊の本が置かれていた。古い絵本だ。表紙に描かれた三人の登場人物も、すっかり色いろ褪あせて薄うすらいでいる。


　その絵本の上に、銀色をしたクロスのペンダントが置かれていた。


　見ただけではわからないが、そのペンダントのクロスの飾りは、中が空くう洞どうになっていた。いま、その空洞の中には、最初にして最後となった、一粒の魔法が込められている。


　離れの中は暗い。


　曇り空の上、日も落ちた。マンションの窓から光がもれているが、離れの中は辛かろうじて見えるほどの夕闇に包まれている。


　なのに──


　そのクロスは、ときおりうっすらと輝いていた。


　淡あわく微かすかな黄金こがね色の光。


　その光は人目に付くことなく、ゆるやかなリズムで明めい滅めつを繰り返した。まるで、安らかな眠りの息吹いぶきのように、あるかなきかの輝きをこぼしている。


　その小さな小さな光の粒つぶは、古い離れの闇の中で、いつまでも輝いていた。


　覚さめることのない、夢を見ながら。







　　　　the bigining of the end





　なんでこんな奴やつ助けたんだろう。


　梓は眉み間けんに皺しわを寄せながら、むっつりと帰り道を歩いていた。


　彼女のすぐ後ろには、小こ柄がらな男の子があとをついてくる。うつむいた顔をときどき上げて、梓の様子をうかがっている。


　二人は長いこと無む言ごんのまま歩いた。その間、梓はずっと苛いら々いらしていた。


　いじめられているところを助けたのは、別に彼のためにではなかった。梓はただ、クラスの連中に楯たて突つきたかっただけで、もっと言えば、日頃の鬱うつ憤ぷんを吐はき出したかっただけなのだ。一時でいいからスカッとしたかった。それが正直な気持ちだ。


　あとは、たまたまそのとき、側そばにいたから。


　本当にただ、それだけのことなのだ。


　なのに男の子は、ありがとうと言うお礼を無む視ししたあとも、ずっと梓のあとについてきた。


　梓はうじうじした奴は嫌きらいだ。友達を作るつもりだってない。自分は独ひとりきりだと信じていて、だから独りで生きていくのだと決めていた。


　梓はそれからもずっと、一言も喋しやべらず歩き続けた。男の子の視線を感じながら、振り向く素そ振ぶりは見せなかった。


　そうやって無視されること。無視され続けることの圧力の強さを、梓はよく知っていた。それに絶えることの辛さを、よく心得ていた。


　しかし、男の子はついてきた。とんでもなくしつこい奴だった。


　梓はムキになって歩き続けた。本当ならとっくに家に着いているのに、わざと同じ道をぐるぐると回ったりした。


　それでも男の子は、ただひたすらあとに付いてきた。日が落ち、辺りが暗くなっても、二人は黙もく々もくと歩き続けた。


　結局、根こん負まけしたのは梓の方だった。


　負けたのではなく飽あきたのだ、と自分に言い訳わけしながら、梓はやむなく足を止めた。


　人ひと気けのない公園だった。


　梓が止まって振り返ると、男の子は息を呑のんで目を大きくした。そのときになってようやく、梓は彼の顔をまともに見た。瘦やせたチビとしか思っていなかった少年は、ちょっと意外なほど可愛かわいい顔をしていた。目の合った梓はつい目元を赤くした。


「……どういうつもり？」


「……え？」


「なんでついてくんのよ……？」


「…………」


　梓は大げさにため息をついた。男の子がびくっとするのがわかった。


「あのさ。用がないなら、ついてこないでよ。わたしこれでも忙いそがしいの。あんたの相手してる暇ひまなんかないの」


　放課後から日が暮れるまでただ黙もく々もくと歩き続けたくせに、梓は偉えらそうな口振りでそう言って、ぞんざいな仕草で肩かたを竦すくめた。


　すると、


「……これ……」


　男の子は恐る恐ると手にしていた物を梓に差し出した。何かと思って目を凝こらしたら、それはバンドエイドだった。


「ほっぺ。怪け我がしてるから……」


　と男の子は言った。


「……怪我？」


　梓はぽかんとして頰に手をやった。指先に血が付く。なるほど、さっきの喧けん嘩かの勲くん章しようらしい。とはいえ、梓自身は気づきもしなかった。


　梓は、男の子と彼が差し出すバンドエイドをマジマジと見つめた。


「まさかあんた、それのためについて来たの？」


　男の子は何も言わない。ただ小さく頷うなずいた。


　梓は呆あきれて、


「あんた馬鹿じゃないのっ？　いらないわよ、そんなの！」


「でも……」


　きつい口調で怒ど鳴なったのに、男の子は手を引っ込めようとしない。その態たい度どに梓はムカッと腹を立てた。


「いらないって言ってるでしょ！　ついてこないでよっ。わたしは誰とも一緒にいる気はないのっ」


「でも……」


「うるさいっ。いいから、わたしに話しかけるな！」


　あっち行けっ、とばかりに男の子に向かって地面を蹴ける。すると男の子は、怖こわがるというより悲しそうな顔をした。泣き出しそうなのとは違う、もっと深い、悲しみの色を浮かべていた。


　その顔を見て、梓は苛いら立だちとそれ以外の何かを感じた。自分でもよくわからない感情が胸でうずいた。


　男の子はそのままうつむいて固まってしまった。梓もまた、なぜかわからないまま凍こおり付ついたように動けなくなった。


　しばらくして、男の子は顔を伏ふせたまま梓に近づいた。そして、緊張する梓の手に無理矢理バンドエイドを持たせると、後ろを向き、肩を落としたまま歩き去ろうとした。


　梓は焦あせった。思わず「待って」と言いそうになり、慌あわてて言葉をのみ込んだ。


　男の子がどんどん遠ざかっていく。ちょっと可哀かわい想そうだったかな、と梓は自分自身に言った。そして、慌あわてて否定した。同情なんかしてやるもんか。鬱うつ陶とうしいのがいなくなって、せいせいした。


　これでまた自分は自由だ。誰のことも気にしないですむ、気き楽らくな立場に戻れるのだ。


　また、独ひとりに。


「ちょっと！」


　と梓は叫んだ。


　男の子が立ち止まって振り向いた。また目が合う。胸むねが締しめ付つけられた。


　そうとも。さっきのはちょっと可哀想だ。わたしは仁じん義ぎのオンナなのだから、バンドエイド分ぐらいは構かまってやらないと。せめて。そう、せめて……


「名前、なんていうの？」


　尋ねる声がいつもの自分の声と違う気がして、梓は少し狼狽うろたえた。それから気付いて、


「わたしは梓。姫木梓」


　日が落ちた夕闇の中でも、男の子の顔が輝くのがはっきりと見えた。梓は気付かないが、その表情を見た瞬しゆん間かん、彼女の顔もまた輝き始めていた。まるで魔法がかかったように。


「僕は景」


　と男の子は叫び返した。思いも寄らぬほど、しっかりした力強い声で、


「物部景っていうんだ」


　名乗り合った二人は、そのあとしばらく黙だまり込こんだ。梓は名前を聞いたはいいが、そのあとに続ける言葉が何も浮かばなかったのだ。


　こういう沈ちん黙もくが梓は大の苦手だった。どうすればいいのかまったくわからない。何か言えよ、と心で念ねんじるが、景と名乗った男の子は黙ったまま、こちらを見ている。


　沈黙に堪えかねた梓は考えるのを止めた。取りあえずこの状態から抜け出るために、景の方へと歩き出した。


　すると景もまた、梓に近づいてきた。よく見れば彼も緊きん張ちようで顔を硬かたくしている。なんだ、一緒じゃないか。そう思うと急に気が楽になった。歩みにぎこちなさがなくなっていく。同時に、どこからともなく愉ゆ快かいな気持ちがやってくる。


　夜を迎むかえた公園には、二人のほかに誰もいない。


　景が近づいてくる。緊張しつつ目には強い期待が浮かんでいる。新しい出会いへの期待。未来に対する期待。同じものが、梓の中にもある。悪くない気分がする。久しぶりに楽しい。わくわくするし、どきどきする。胸が弾はずむ。つい、頰が弛ゆるむ。


　梓は景に向かって歩く。景は梓に向かって歩く。


　しだいに足が速まる。


　二人の距離が近づいていく。





　物語が、動き始める。
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　あとがき[image: ]







　いかがでしたでしょうか？


　あざの耕こう平へい初の長編シリーズ『Ｄクラッカーズ』。


　これにて、物語はひとまずの幕まくとなります。





　　　　●●●●●





　今回の再刊行では、富士見ミステリー文庫から富士見ファンタジア文庫にレーベルが移い行こうされました。ですので、カラーイラストはもちろん、文庫の体てい裁さいなども一いつ新しんされる形となりました。


　しかし、本編の内容については、ごく一部を除のぞいて、ほとんど手を入れず収しゆう録ろくされています。再刊行の話が持ち上がったとき、手を入れようという気が起こらなかったのです。それほど完成度が高い──という訳わけではありません。そうではなくて、要ようするに当時の筆ひつ者しやは、いまになってどうこう変えてやろうという気が起こらないぐらいには、精せい一いつ杯ぱい全ぜん力りよくで書いていたようなのです。


　再刊行にあたり、一巻からすべてのゲラをチェックしました。それで思ったのですが、拙まずいところは多た々たありますし、クドい描びよう写しやも多々ありますし、いまならこうは書かないなという箇か所しよも多々ありましたが、逆ぎやくに、いまはこれは書けないな、というシーン、文ぶん章しよう、台詞せりふも至いたる所に見られたのです。超ちよう恥はずかしいので、ここだけの話にして欲しいのですけど──毎月原稿を整せい理りするたびに、担たん当とうのキャサリンには「ねえちょっと、Ｄクラこれ面おも白しろくない？」なんて自じ画が自じ賛さんしてたものです。


　それとも、こういうのも、親バカというのでしょうかね？（笑）





　　　　●●●●●





　このシリーズには、二つの柱はしらがありました。


　ひとつは、「再会した幼なじみ」という設定。特に、次のような、あるシーンのイメージです。


　以下、ミステリー文庫版のあとがきからの引いん用ようになりますが──





『曇くもり空の教室。クラスの隅すみで、ぽつんと椅い子すに座る少年。周囲のクラスメイトの、なんとなく蔑さげすむような視線。その状じよう況きようを気にしながらも、積極的な行動にでることができない、何年も前に別れた幼なじみの少女。


　少年は自分を取り巻く冷たい空気を当然のように受け入れ、己おのれの目的に向かって黙もく々もくと邁まい進しんして行きます。少女は少年とかつてのように親したしくなりたいと思いながら、これといったきっかけ──友人やクラスメイトたちへの、対たい外がい的てきな理由・建たて前まえ──がないために、足あし踏ぶみしながら遠とお巻まきに彼を眺ながめています。


　それが、「Ｄクラッカーズ」のいわば原げん風ふう景けいです』





　筆者の中では、物語はこの場面から──ここから少女が一歩目を踏み出すことで始まりました。この少年と少女──景けいと梓あずさを中心に、千ち絵えが生まれ、水みず原はらが生まれたのです。


　そして、景のライバル役として甲か斐いが、甲斐の相あい棒ぼうとして茜あかねが。物語全体の黒くろ幕まくとして、信しん司じが、その盟めい友ゆうとして庸よう一いちと正しよう介すけが生まれます。さらには、ストーリーを展開する都つ合ごう上登場したのが、久く美み子こと香か苗なえと由ゆ紀き。いまだから告白しちゃいますが、まさか、あんなに活躍してくれるとは、想そう定ていしていませんでした。


　また、信司と庸一と正介の三人に関しては、設定こそ決まっていたものの、性格付けについては散さん々ざん悩なやんだのを覚えています。庸一はまあ、最初に登場したし、比ひ較かく的てきすんなりいったのですが、あとの二人が……（笑）。


　コンビはまだしも、トリオって難しいんですよね。頭の中で色んなタイプの組み合わせを、あーでもないこーでもないとこねくり回しました。ところが、あるとき廊ろう下かを歩いてて急に、「ん？　片方を関西弁にしてみるか？」と降ふって湧わいたように思った瞬間、すべてがばっちりハマったことをやけに鮮せん明めいに覚えています。なんで上手くいったのかはいまだに謎なぞです。難なん産ざんだったなあ。


　ともあれ、そんな風に色んなキャラクターを出してみて、それぞれ他のキャラクターと会話させたり戦わせたり──


　そうこうするうちに、少しずつキャラクターに深みが出ていって、同じ組み合わせなのに次は違ちがうことを言ってみたり──


　全体の構こう成せいは最初からある程度決まっていたのですが、こうした登場人物たちの「成長」は、物語に思わぬ起き伏ふくをつけてくれました。





　そして、登場人物たちの「成長」の原げん動どう力りよくとなったのが、もうひとつの柱。「何かに熱ねつ中ちゆうにする」ということです。


　実は、筆者が本作を通して一番書いてみたかったのは、このことでした。というのも、当時の筆者は、寝しん食しよくを忘れて何かに熱中するという経けい験けんがなかったからです。


　他の総すべてを投げ出してひとつのことに没ぼつ頭とうする。これは、決して良い面だけではありません。が、やはりいまだに憧あこがれることです。そこで、自分ができなかったことを、自分の書いたキャラクターたちを通して描いてみたいと思いました。まあ、いわばこの物語を書く上での、密ひそかなモチベーションのひとつですね。そのモチーフがドラッグというのは、いかがなものかと思いますけど（笑）。


　しかし、結果として筆者の思いは、登場人物たちの多くに受うけ継つがれたんじゃないかなと思っています。彼らの感情のうねりや、幾いくつもの台詞は、この物語の血ち肉にくとなりました。やっぱり、小説だって血が通っている方が面白いですよね。きっと。





　そしてそして、ひとつめの柱を「骨ほね」。ふたつめの柱を「血肉」とするなら、『Ｄクラッカーズ』の「心」は読者の皆さんの中にあります。


　物語を楽しむ上で、一番頼たよりとなるのは、皆さんの想像力ですから！


（と旧きゆう版ばんのあとがきでも書いたわけですが、あらためて「物語の心！」なんていうと恥ずかしいですね）


（でも、懲こりずに書いちゃったり）





　　　　●●●●●





　さて、ここでお知らせです。


　『Ｄクラッカーズ』本編は当巻にて完かん結けつしましたが──実はあと一冊、シリーズの番ばん外がい編へん的な本が刊行されます！


　……といっても、帯なんかで、すでに皆さんご承しよう知ちですよね（笑）。


　タイトルは、『Ｄクラッカーズ・ショート[image: ]』改め、『Ｄクラッカーズ＋プラス』。長編ではないのにわざわざ『ショート[image: ]』から『プラス』に変更したのは、内容を鑑かんがみて、その方がより相応ふさわしいだろうと判断したからです。


　で、その内容とは、ずばり本編の「直前」と「その後」。


　まず前ぜん者しやについてですが──


　これは、富士見ファンタジア文庫にて再刊行するにあたり、ドラゴンマガジンで短たん期き集中連れん載さいをさせてもらった連作短編になります。従したがって、すでにお読みになった読者の方もいらっしゃるかと思いますが──大丈夫です。本編読どく了りよう後ごに読むとさらに面白いことは間違いありません。何しろ、筆者は半分そのつもりで書いてましたから（笑）。


　主人公は景。梓がアメリカから帰国した前後の状況を、彼の側がわからの視点で描えがいています。これを読んだあと[image: ]巻を手にとって、行ぎよう間かんに隠された景の煩はん悶もんを想像するのもいいかもしれませんよ？（笑）


　そして、後こう者しやの「その後」。


　こちらは、文庫版のみの書き下ろしになります。当然ミステリー文庫版にはありませんので、ファンタジア文庫版オンリーの話ですね。


　内容は──まあ、読んで字の如ごとく。シリーズ完結後の、あるエピソードを描いています。当然、主しゆ要ようキャラは総出演です。


　実は、『プラス』に収録する書き下ろしの題だい材ざいについては、かなり悩なやみました。というのも、自分で言うのもなんですが、筆者は、この[image: ]巻にある『Ｄクラッカーズ』シリーズの幕まく引ひきが、大変気に入っていたからです。


　せっかく、曲まがりなりにも綺麗に決着を付けたのに、これ以上あとの話を付け加えるのは、単なる蛇だ足そくになりはしないか──とまあ、そんな風に考えた訳わけです。この悩み、『Ｄクラッカーズ』にここまでお付き合い下さった読者の皆さんなら、ご理解いただけますよね？


　ただ、なら何を書くかとなると、これはこれで悩みの種たねでして。


　何しろ、本編に関しては、書きたいことはほぼ書き切った訳ですし。かといって、いまさら、さらに過去に遡さかのぼって話を書くのもなんだかなと思ったのです。『ショート[image: ]』や『ショート[image: ]』のように、本編に関わらないエピソードを幾つか書くことも考えたのですが、果たしてそれで読者の皆さんに満足してもらえるかどうか、わかりませんでした。


　で、結構な期間あれこれ悩んでいたのですが、





「ファンが一番読みたがってるのは、結局『そのあと、みんなはどうなったの？』ってことですよ☆」





　という担当キャサリンのひと言で、「あー、そりゃそうだよね」と決けつ定ていしたのです。


　とはいえ、単なる後ご日じつ譚だんでは面白くなかろうと思い、創そう意い工く夫ふうをしてみました。ひょっとすると、読者の皆さんが想像されているのとは、ひと味あじ違ちがうＤクラになっているかもしれません。


　ただ、少なくとも筆者としては、脱だつ稿こう後ご「あ、これはＤクラだ」という感かん触しよくを得えました。結局、筆者にとって何がＤクラかというと、「作品の雰ふん囲い気き」になるみたいなんですが、それはばっちり漂ただよっております。主要キャラ総出演も、噓うそじゃないですし。


　それに、「お約やく束そく的てき、後日談ど真まん中なか（？）」な話も収録されおりますので、何はともあれ手にとって頂いただけたらなと思います。


　あ、それと、『プラス』の巻かん末まつには、あとがきではなくイラストの村むら崎さきさんとの対たい談だんが載のります（笑）。こういうのも、ちょっと新しん鮮せんですよね？


　実は、このあとがきを書いてる時点では、まだ対談をしてません。さあ、どんな内容になることやら。


　とりあえず、半分はキャサリンの悪口かなあ……（そして検けん閲えつの結果、やたら文ぶん脈みやくの通じない対談になるという）





　　　　●●●●●





　それでは最後になりましたが、『Ｄクラッカーズ』に関かかわってくださった皆さまに、あらためてお礼を申し上げます。ページ数に余よ裕ゆうがあるので、たっぷりいきます（笑）。





　まずは、イラストの村崎久ひさ都とさん。


　長い間お疲れ様でした。カバー・イラスト、何枚も書いてもらって、本当にありがとうごさいます。（全部で何枚になりますかねえ？）


　魅み力りよく的てきなイラストは、執筆中のカンフル剤ざいでした。イラストのおかげで話が膨ふくらむというのは、書き手にとって大変幸せなことです。きっと読者の皆さんも、同じ想いでいてくれてると思います。


　完結したあとも、また一緒に仕事がしたいと思っていたのですが、おかげさまで夢が叶かないました。三度目の機き会かいがあることを願っております。


　そして、対談の方も、よろしくお願い致いたしますね。編集部のお金で、良い酒いっぱい飲みましょう（笑）。





　当時の担当、ＢＤＫ氏。


　デビュー後間まもない新しん人じんを育てて頂いただき、ありがとうございました。ミステリー文庫版のあとがきでも書きましたが、多方面に渡わたるあなたの協力とご指し導どうがなければ、『Ｄクラッカーズ』は存在しませんでした。


　また、再刊行に当たっては、編集長として尽じん力りよくしていただきまして、つくづくお世話になってます。えっと──最初の龍王杯の短編から数えると、都合九年？（長っ！）


　えらいこっちゃですね。ともあれ、最後の最後までつき合っていただき、ありがとうございました。


　最近ご無ぶ沙さ汰たですが、また美味しい店連れてってください！





　現担当のキャサリン。


　色々ごめんなさい（笑）。


　──のひと言で終おえるのもアンマリですね。とりあえず、次の『プラス』で八か月連続刊行（『ＢＢＢ』まで含ふくめると、九か月連続計十二冊刊行！）大変お疲れ様でございました。しかもこの間、ドラゴンマガジンの連載もずっと続いてましたもんね。特とく集しゆうもあったし。キャサリンの仕事量たるや、筆者の担たん当とう分ぶんだけでも、途と方ほうもないものだったと推すい測そくされます。


　その上、肝かん心じんの作家は締しめ切きり延のばしまくりだし……（回かい想そう）


　ああっ、ごめんなさい、ごめんなさい、ごめんなさい！


　でも、おかげさまで、筆者宅の本ほん棚だなが、さらににぎやかになりました。ありがとうございました。そして、『ＢＢＢ』の方では、今こん後ごともよろしくごめんなさい。（あれ？）





『Ｄクラッカーズ』の出版に携たずさわってくれた、富士見書房編集部の皆さん。および、校こう正せい、印いん刷さつ、営えい業ぎよう、その他すべての皆さん。


　拙せつ作さくの刊行に二度も携たずさわっていただき、大変恐きよう縮しゆくです。レーベルを移行しての再刊行が叶かなったのは、皆さんのバックアップがあってこそです。しかも、「あざの耕平祭り」なんてフェアで長期にわたる連続刊行まで展開していただいて、本当にありがとうございました。皆さんのお仕事に、拙作が少しでも貢こう献けんできたなら幸いです。





　帯のコメントを頂いた作家の皆さま、及およびコメントを投稿してくれた方々。


　個こ別べつにお礼を申し上げると、さすがにスペースが足りませんが、温あたたかいコメントをありがとうございました。今後とも、よろしくお願いします。





　そして、読者の皆さま。


　不ふ満まんな部分、物足りない部分もあったかとは思いますが、まずは最後まで応おう援えんして頂いたことにお礼れい申もうし上げます。そして、最後まで応援して頂けたことを誇らしく思います。


『Ｄクラッカーズ』の物語は、この巻にて終了しました。


　ですが、景や梓や、その他のキャラクターたちは、これでいなくなるという訳わけではありません。


　これから先も、ときどきひょっこりと思い出して頂ければ、きっと皆さんの中に、顔を見せると思います。ときどきひょっこりとで十分ですので、彼らや彼女らのことを思い出してやって下さいませ。


　ちなみに、筆者の中にひょっこり顔を出した話は、次の『プラス』にて報告します。こちらも楽しんでみて下さい。


　長い間、ありがとうございました。





　それでは、この辺で。


　これまでつき合ってくださって、ありがとうございました。


　心から感かん謝しやします。


　少しでも心こころ躍おどる時間を提てい供きようできたなら光こう栄えいです。







『Ｄクラッカーズ』開始から七年後　あざの耕平
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Ｄクラッカーズ[image: ]


王国─a boy & a girl─





あざの耕こう平へい
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